

































年 5 月の統計では，日本で学ぶ外国人留学生の総数が 12 万人を越えた．そして京都大学に
















































III-(1) 留学生の生活実態と受け入れ体制への要望・・・・・・・・・・・・ 12 
竹内 里欧 
 
III-(2) 留学志向の三層と留学支援のありかた・・・・・・・・・・・・・・ 43 
―積極派・消極派・浮動層のプロフィールを手がかりに― 
        近森 高明 
 
III-(3) 京都大学学生の国際交流推進に向けて・・・・・・・・・・・・・・ 55 
――日本人学生を対象としたアンケート調査に関する分析結果から―― 




2005 年度 留学生アンケート 
  2005 年度 日本人学生アンケート 
  2002 年度 留学生アンケート 
  2002 年度 日本人学生アンケート 
  2002 年度 日本人学生（留学経験者）アンケート 
  2002 年度 チューターアンケート 





 本国際交流センターでは、2002 年度（平成 14 年度）より継続的に本学の国際交流に関
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2005 年度 日本人学生アンケート（Ａ票）の実施方法 
 調査票の内容は、前述のように留学生との交流に関する設問を加えた以外は、2002 年度
実施のものと同一である。むしろ意識的にできるかぎり同一の設問を使用することにした。
それによって、2002年から 2005年の 3年間の変化を把握し易くなると考えたからである。 





置した回収箱にて行った。配布数は 186 部、回収は 130 票で回収率は 69.9%であ
った。 
（２） 部局実施票：国際交流センター協議員の先生方に依頼し、各学部・研究科でのそ
れぞれの担当講義内で配布・回収してもらった。配布数は 500 部で、回収は 278
















































































































































































































































































































総回収数は 138、有効票 135、配布数 286 である。回収率（総回収数÷配布数）は約 48％
であった。内訳は、国際交流センター内実施票が、総回収数 79、有効票 76、配布数 166
であり、各部局実施票が、総回収数 59、有効票 59、配布数 120 である。アンケートの項目











本アンケートの有効票の総数は、135 票（女子 71 票、男子 64 票）である。これは京都
大学の全留学生数 1244 名の約 11％を占める。 
 
1-1. 全留学生における R票比率 
まず、出身地域、在籍身分、所属 2)に関して、全留学生におけるＲ表比率（京大の全留
学生中アンケートに回答した留学生の比率）をみよう。特に、実態が見えにくいとされる
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【表 1】 
  ①Ｒ票回答数 ②外国人留学生受け
入れ状況 
2005 年 5 月 1 日現在
Ｒ票比率        
母集団に対するＲ票回
答数の割合（①／②） 
出身地域       
東・中央アジア 67 762 9%
東南アジア 22 165 13%
南アジア 6 53 11%
北米 3 32 9%
中南米 6 42 14%
中東 5 35 14%
アフリカ 1 14 7%
西欧・中欧・北欧 17 82 21%
東欧 8 46 17%
オセアニア 0 13 0%
合計 135 1244 11%
在籍身分       
学部生 23 155 15%
大学院生 51 826 6%
研究生・聴講生 29 188 15%
京大との学術交流協定による留学生 0 15 0%
KUINEP 学生 16 36 44%
日本語・日本文化研修生 9 18 50%
その他 ‐ 6 ‐
合計 128 1244 10%
所属       
文系 36 374 10%
理系 59 644 9%
融合系 21 171 12%
国際交流センター 18 55 33%
































3 ヶ月～6 ヶ月未満 5%（6）
6 ヶ月～1 年未満 18%(24)
1 年～2 年未満 8%(10)
2 年～3 年未満 15%(20)
3 年～4 年未満 23%(30)




































































































京都大学の国際交流会館 1 21 10 7 2
上記以外の外国人留学生用宿舎 1 3 5 1 1
京都大学の学生寮 12 5 1 0 0
アパート・マンション・文化住宅 7 42 0 1 1
一戸建て 1 5 0 0 1
その他 1 2 0 0 0
 
【表 6】をみると、学部生は、「京都大学の学生寮」（23 名中 12 名）がもっとも多く、
次いで「アパート・マンション・文化住宅」（7 名）が多い。一方、大学院生は、「アパ
















































































































































































































































































学部生（ｎ=21) 平均値 3．8 平均値 4．7
 （分散 0.49） （分散 0.97）
院生文系（ｎ=23（22）） 平均値 3．5 平均値 4．7
 （分散 1.35） （分散 0.47）
院生理系（ｎ=39（40）） 平均値 2．4 平均値 3．8






































































































































































































































































































（注 「日本人学生対象アンケート」の「問 9. これまで学内の留学生と知り合ったことがありますか。」で「はい」と答えた学生に対
する付問「付問 9-a. どのように知り合いましたか。」の結果をもとに作成。） 
 
 


























すぐれた教育研究指導 65%（15） 71%（56） 6%（1） 67%（6）
施設の充実・研究環境がよい 44%（10） 60%（47） 0%（0） 22%（2）
京都で学びたい 35%（8） 42%（33） 63%（10） 78%（7）
母国の先生がすすめた 9%（2） 20%（16） 6%（1） 22%（2）
家族や親戚がすすめた 9%（2） 5%（4） 13%（2） 0%（0）
友人や知人がすすめた 9%（2） 11%（9） 25%（4） 33%（3）
母国や日本での就職に有利 22%（5） 1%（1） 25%（4） 11%（1）
第 1 志望ではなかったが文部科学省に指
定された 4%（1） 3%（2） 0%（0） 0%（0）
第 1 志望ではなかったが入試に合格した 13%（3） 6%（5） 0%（0） 0%（0）
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3. 悩み・不安について 











































  悩み・不安の相談相手（3 名まで） 
専門の研究 指導教員（83 名） 同じ国からの留学生（38 名） チューター以外の日本人学生（26 名）
人間関係 同じ国からの留学生（68 名） 違う国からの留学生（39 名） チューター以外の日本人学生(20 名) 
日本での生活 同じ国からの留学生（66 名） チューター以外の日本人学生（33 名） 違う国からの留学生（31 名） 





















京大の印象」、「4-2. 情報提供」、「4-3. 施設・制度の利用」、「4-4. 受け入れ体制全般
について」の順にみていこう。 
 



















































不満足 5%(1) 5%(3) 36%(5) 0%（０）
やや不満足 23%(5） 20%(13） 50%（７） 13%（１）
やや満足 50%(11） 48%(31） 7%（１） 50%(4)
満足 23%(5） 28%(18） 7%（１） 38%（３）

































































































































































































































































ほとんど毎日 0%（0） 0%（0） 28%(8) 44%(7) 11%(1)
週に２～３回程度 5%（1） 8%（4） 17%（5） 31%(5） 11%(1)
週に１回程度 23%（5） 24%（12） 24%(7） 25%(4） 33%(3)
月に１回程度 23%（5） 43%（22） 10%(3） 0%（0） 33%(3)
半年に２～３回程度 5%（1） 16%（8） 7%(2） 0%（0） 11%(1)
一年に２～３回程度 5%（1） 4%（2) 4%(1） 0%（0） 0%（0）
ほとんど利用しない 41%(9) 6%(3) 10%(3） 0%（0） 0%（0）





























































































知の徹底が必要である。また、「チューター制度」については、会う頻度が「1 年に 2 回」とい



















た。その合計点によって、「高満足層」（合計点が 15 から 30の人）、「やや満足層」（合計点

































高満足層 23%(5） 36%(29） 13%(2） 33%(3)
やや満足層 55%(12） 51%(41） 63%(10） 67%（6）
不満層 23%(5） 13%（10) 25%(4） 0％（0）
合計 100%(22) 100%(80) 100%(16) 100%(9)














































































高満足層 33%（34） 13%(2) 
やや満足層 62%（64） 33%(5) 
不満層 6%(6) 53%(8) 
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研究環境の印象」を尋ねる設問(問 35-a から問 35-ｎ)の内、「問 35-a.指導教員の指導」の点数を除いて合計し、その

























研究環境の印象」を尋ねる設問(問 35-a から問 35-ｎ)の内、「問 35-g.チューターのサポート」の点数を除いて合計し、
















高満足層 59%(19) 24%（20） 5%(1)
やや満足層 38%(12) 66%（55） 42%(8)
不満層 3%(1) 10%（8） 53%(10)
（注 「京都大学に関する情報が充分かどうか」を尋ねる設問(問 19-a から問 19-j)を用い、それぞれの設問におい
て「充分」と答えている場合 2 点、「ある程度充分」と答えている場合 1 点、「あまり充分でない」と答えている場
合-1 点、「不充分」と答えている場合-2 点、「該当しない」と答えているか無記入の場合は 0点というようにして情
報の充分度の合計点を出し、その合計点によって「情報が充分」（合計点が 11 から 20 の人）、「情報がやや充分」（合
計点が 0から 10 の人）、「情報が不充分」（合計点が-20 から-1 の人）の 3層に分けた。） 
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2) 「所属」欄の「融合系」とは、人環・総人・エネ科学研・AA 研である。 
 






4) 京都大学留学生センター自己点検・学内評価実行委員会編（2002： 108）より作成。 
 
5) 例えば、九州大学の留学生センターでは、『留学生と友達になりたい日本人学生のための留学生超入門
（2005 年）』（高松里 2005）、『外国人留学生の相談指導のためのガイドブック 2003』（白土悟・
高松里 2003）といった、留学生との交流や留学生指導のための手引きをつくっている
（http://members2.jcom.home.ne.jp/annexisc123/homepage.html）。 




















 はじめにアンケートの実施方法について述べておく。配布・回収は 2005 年 6 月から 7
月におこなった。2004 年度の統計をもとに各部局への配布数を決定し、国際交流センター
協議員の先生方に依頼して、各学部・研究科で配布および回収をしてもらった。センター
実施票を合わせると、全部で 586 部配布し、408 名からの回答をえた（回収率 69.6%）。基
礎データは【表 1】の通りである。性別比は女性 24.3％、男性 75.0%でおよそ 1 対 3。文理
の比率は 28.2%と 68.6%でおよそ 3 対 7。所属は学部生が 76.6%、大学院生は 22.9%である。 
 
【表 1】回答者の属性（所属×身分） 
  学部 修士 博士 その他・不明 
  回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 
計 
総合人間 11  2.7%  0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 11  2.7% 
文 33  8.2%  4 1.0% 2 0.5% 2 0.5% 41  10.1% 
教育 7  1.7%  5 1.2% 2 0.5% 0 0.0% 14  3.5% 
法 36  8.9%  1 0.2% 2 0.5% 0 0.0% 39  9.7% 
経済 15  3.7%  0 0.0% 0 0.0% 1 0.2% 16  4.0% 
理 50  12.4%  20 5.0% 3 0.7% 1 0.2% 74  18.3% 
医 8  2.0%  0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 8  2.0% 
薬 13  3.2%  3 0.7% 0 0.0% 0 0.0% 16  4.0% 
工 91  22.5%  16 4.0% 4 1.0% 0 0.0% 111  27.5% 
農 45  11.1%  5 1.2% 1 0.2% 0 0.0% 51  12.6% 
人間・環境 0  0.0%  3 0.7% 1 0.2% 0 0.0% 4  1.0% 
エネルギー科学 0  0.0%  7 1.7% 1 0.2% 0 0.0% 8  2.0% 
アジア・アフリカ地域研究 0  0.0%  0 0.0% 1 0.2% 0 0.0% 1  0.2% 
情報学 0  0.0%  8 2.0% 1 0.2% 1 0.2% 10  2.2% 
研究所・センター 0  0.0%  1 1.0% 0 0.0% 0 0.0% 1  0.2% 
不明 1  0.2%  0 0.0% 0 0.0% 2 0.5% 3  0.2% 
計 310  76.6%  73 18.7% 18 4.2% 7 1.6%  408  100.0% 





留学希望 度数 割合（%） 
はい 284 69.6  
いいえ 122 29.9  
留学が決定 2 0.5  
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【表 3】留学準備行動 % 
留学準備 積極派 浮動層 
積極派＋
浮動層
  n=66 n=207 n=273 
経費の確保 18.2  1.9  5.9 
情報の収集 100.0  0.0  24.2 
受け入れ先確保 6.1  0.0  1.5 
語学学習 83.3  36.2  47.6 
周囲の説得 12.1  2.4  4.8 
その他 4.5  1.0  1.8 





































人は、女性 77.6%に対して男性 64.0%である。 
 
【表 4】三層の基本的属性（各層の構成） 
文系・理系 積極派(n=66) 浮動層(n=206) 消極派(n=121) その他(n=10) 計 
文系 27(40.9%) 62(30.1%) 19(15.7%) 6(60.0%) 114(28.3%) 
理系 34(51.5%) 137(66.5%) 102(84.3%) 4(40.0%) 277(68.7%) 
複合・その他 5(7.6%) 7(3.4%) 0(0.0%) 0(0.0%) 12(3.0%) 
     
学部生・大学院生 積極派(n=65) 浮動層(n=199) 消極派(n=119) その他(n=10) 計 
学部生 54(83.1%) 149(74.9%) 90(75.6%) 7(70.0%) 300(76.3%) 
大学院生 11(16.9%) 48(24.1%) 28(23.5%) 2(20.0%) 89(22.6%) 
     
性別 積極派(n=66) 浮動層(n=205) 消極派(n=122) その他(n=10) 計 
女性 23(34.8%) 53(25.9%) 19(15.6%) 3(30.0%) 98(24.3%) 
男性 43(65.2%) 152(74.1%) 103(84.4%) 7(70.0%) 305(75.7%) 
【表 5】三層の基本的属性（各属性の分布率） % 
文系・理系 積極派 浮動層 消極派 その他 計 
文系（n=114） 23.7 54.4 16.7 5.3 100.0 
理系（n=277） 12.3 49.5 36.8 1.4 100.0 
複合・その他（n=12） 41.7 58.3 0.0 0.0 100.0 
            
学部生・大学院生 積極派 浮動層 消極派 その他 計 
学部生（n=300） 18.0  49.7 30.0 2.3 100.0 
大学院生（n=89） 12.4  53.9 31.5 2.2 100.0 
            
性別 積極派 浮動層 消極派 その他 計 
女性（n=98） 23.5  54.1 19.4 3.1 100.0 







【表 6】海外志向と留学志向の関係 % 
海外渡航経験 積極派(n=66) 浮動層(n=205) 消極派(n=120) その他(n=11) 計 
あり 74.2 66.8 48.3 81.8 62.9 
なし 25.8 33.2 51.7 18.2 37.1 
      
海外渡航希望 積極派(n=66) 浮動層(n=206) 消極派(n=121) その他(n=11) 計 
あり 100.0 96.6 68.6 100.0 88.9 
なし 0.0 3.4 31.4 0.0 11.1 
      
留学生と知りあった 積極派(n=66) 浮動層(n=206) 消極派(n=121) その他(n=11) 計 
はい 77.3 61.2 52.1 63.6 61.1 
いいえ 22.7 38.8 47.9 36.4 38.9 
 




















留学期間 積極派 浮動層 
  n=66 n=207 
1 ヶ月程度 3.0  7.2 
3 ヶ月程度 7.6  8.7 
6 ヶ月程度 7.6  12.6 
1 年程度 37.9  44.0 
2 年程度 28.8  15.9 
3 年程度 1.5  5.8 
4 年程度 0.0  1.9 
5 年程度 3.0  0.5 
6 年以上 10.6  3.4 
計 100.0  100.0 
 
C-1 留学の期間 
 はじめに、希望する留学の期間についてみてみよう（【表 7】【図 2】【図 3】を参照）。【図
2】をみると、積極派は 1 年程度から 2 年程度がゆるやかなピークであるのに対して、浮動
層はやや短い期間、1 年程度が急なピークになっているのが特徴的である。1 年以下の留学
を考えている人は、積極派の 56.1％に対して、浮動層は 72.5%となっている。【図 3】に示
されるように、件数の面からみると、1 年程度の留学に対するニーズはたいへん大きいの
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【表 8】留学に求めるもの % 
留学の目的（第 1 希望） 積極派 浮動層   留学中の学籍 積極派 浮動層 
  n=66 n=201     n=66 n=206 
専門分野での勉強・研究 51.5  52.7   休学したい 28.8 24.3  
語学力を高めたい 28.8  28.9   休学はしたくない 34.8 30.1  
海外を経験したい 6.1  9.0   どちらでもいい 22.7 27.7  
異文化交流・異文化理解 1.5  6.0   該当しない 13.6 18.0  
見聞を広げたい 9.1  3.5   計 100.0 100.0  
その他 3.0  0.0      
計 100.0  100.0   留学先の単位 積極派 浮動層 
      n=66 n=207 
留学の目的（第 2 希望） 積極派 浮動層  認定して欲しい 62.1 58.0  
  n=66 n=195  認定されなくてよい 9.1 3.9  
専門分野での勉強・研究 16.7  16.4  どちらでもいい 16.7 22.2  
語学力を高めたい 48.5  43.1  該当しない 12.1 15.9  
海外を経験したい 10.6  18.5  計 100.0 100.0  
異文化交流・異文化理解 13.6  10.8     
見聞を広げたい 7.6  11.3  学位の取得 積極派 浮動層 
その他 3.0  0.0    n=66 n=207 
計 100.0  100.0  取得したい 71.2 67.6  
    取得しない 3.0 2.9  
    どちらでもいい 25.8 29.5  
    計 100.0 100.0  
 
【表 9】留学経験の意義 % 
















就職 4.5  16.7  43.9 34.8 3.4 13.1  41.3  42.2 
研究活動 3.1  3.1  24.6 69.2 1.9 6.8  33.0  58.3 
語学力 1.5  1.5  13.6 83.3 0.5 1.0  17.5  81.1 
国際的視野 1.5  4.5  22.7 71.2 1.0 3.4  33.0  62.6 
友人・知人関係 1.5  9.1  25.8 63.6 3.4 7.8  41.7  47.1 








【表 10】留学は就職に役立つか（積極派の見解） % 
就職に役立つか 学部生 大学院生  就職に役立つか 文系 理系 就職に役立つか 女性 男性 
役に立たない 1(1.9%) 2(18.2%)  役に立たない 2(7.4%) 1(2.9%) 役に立たない 1(4.3%) 2(4.7%) 
あまり役立たない 8(14.8%) 3(27.3%)  あまり役立たない 3(11.1%) 8(23.5%) あまり役立たない 4(17.4%) 7(16.3%) 
ある程度役立つ 24(44.4%) 5(45.5%)  ある程度役立つ 14(51.9%) 12(35.3%) ある程度役立つ 8(34.8%) 21(48.8%) 
役立つ 21(38.9%) 1(9.1%)  役立つ 8(29.6%) 13(38.2%) 役立つ 10(43.5%) 13(30.2%) 
計 54(100.0%) 11(100.0%)  計 27(100.0%) 34(100.0%) 計 23(100.0%) 43(100.0%)












【表 11】現状の満足度 % 
京大の講義 積極派 浮動層 消極派 
  n=66 n=207 n=121 
不満足 6.1  8.7 4.1 
どちらかといえば不満足 47.0  35.7 23.1 
どちらかといえば満足 34.8  43.5 59.5 
満足 12.1  12.1 13.2 
計 100.0  100.0 100.0 
    
京大の研究環境 積極派 浮動層 消極派 
  n=63 n=191 n=114 
不満足 3.2  2.1 0.9 
どちらかといえば不満足 19.0  14.1 10.5 
どちらかといえば満足 52.4  57.6 58.8 
満足 25.4  26.2 29.8 
計 100.0  100.0 100.0 
    
学生生活 積極派 浮動層 消極派 
  n=65 n=207 n=121 
不満足 0.0  2.9 0.8 
どちらかといえば不満足 16.9  12.1 15.7 
どちらかといえば満足 41.5  49.8 61.2 
満足 41.5  35.3 22.3 




















【表 12】留学したいと思わない理由 % 
理由 1 番目 2 番目 3 番目 
  n=117 n=103 n=94 
授業に満足 11.1  5.8  11.7 
研究環境に満足 7.7  12.6  2.1 
必要を感じない 26.5  14.6  11.7 
手続きが面倒 6.0  15.5  14.9 
時間が足りない 7.7  11.7  19.1 
経費が足りない 6.0  24.3  14.9 
旅行で充分 0.0  1.9  2.1 
行動が制約される 0.0  1.0  8.5 
考えたことがない 29.1  7.8  13.8 
その他 6.0  4.9  1.1 













【表 13】国際交流センターの利用 % 
国際交流センターの活動 積極派 浮動層 消極派 
  n=64 n=119 n=98 

























































































奨学金 4.5  22.7 72.7 7.2 27.1  65.7  
単位認定制度 33.3  51.5 15.2 25.6 47.3  27.1  
交換留学制度 30.3  30.3 39.4 21.3 51.7  27.1  
学期の調整 24.2  36.4 39.4 16.9 54.1  29.0  
事務手続きのしやすさ 7.6  45.5 47.0 8.7 44.4  46.9  
京都大学のサポート体制 9.1  43.9 47.0 8.2 41.5  50.2  
 
 









































をもう少し精密に調べてみるといったことが考えられる。        
2002 年度 日本人学生アンケートの分析 






























 Ａ票は、学部学生 290 名（全学の 2.1％にあたる）、大学院学生 63 名（同 0.8％）、






                                                     
1 調査実施要領および回収票に関する詳細なデータは、河合（2002）p.90 を参照。 
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2 調査実施時点で留学が決定している人は学部学生、大学院学生ともに 1 名ずついた。 
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表 1 学部学生／大学院学生別 留学に関する希望 
（Ａ票；問 10～18） 
(%) 
 学部学生 大学院生 学部学生 大学院生
問10 留学してみたいか n=290 n=63 問15 目的 n=219 n=50 
 はい 75.5 79.4 勉強・研究 49.3 66.0
 いいえ 24.1 19.0 語学力向上 26.0 18.0
 決定している 0.3 1.6 海外経験 9.6 6.0
 計 99.9 100.0 異文化交流・理解 5.5 8.0
  見聞を広げる 7.8 0.0
問11 いつ n=219 n=50 無回答 1.8 2.0
 学部 28.8 - 計 100.0 100.0
 学部卒業後 24.2 2.0  
 修士課程 23.7 14.0 問16 学籍 n=219 n=50 
 修士修了後 9.1 32.0 休学したい 27.4 18.0
 博士課程 7.3 12.0 したくない 32.4 18.0
 博士取得後 1.8 38.0 どちらでもいい 25.1 22.0
 その他 3.7 2.0 該当しない 14.6 42.0
 無回答 1.4 0.0 無回答 0.5 0.0
 計 100.0 100.0 計 100.0 100.0
   
問12 どのくらい n=219 n=50 問17 単位は n=219 n=50 
 1ヶ月 3.2 2.0 認定して欲しい 57.1 28.0
 3ヶ月 9.6 6.0 認定されなくてよ
い 
2.7 2.0
 6ヶ月 16.4 12.0 どちらでもいい 25.1 30.0
 1年 42.0 36.0 該当しない 14.6 38.0
 2年 15.5 34.0 無回答 0.5 2.0
 3年 8.2 4.0 計 100.0 100.0
 5年 0.9 2.0  
 6年以上 2.3 2.0 問18 学位は n=219 n=50 
 無回答 1.8 2.0 取得したい 68.0 54.0
 計 99.9 100.0 取得しない 2.3 6.0
  どちらでもいい 29.2 40.0
問13 どこに（第1希望） n=219 n=50 無回答 0.5 0.0
 アメリカ 50.7 64.0 計 100.0 100.0
 イギリス 16.4 10.0 河合（2002），pp.93-94，表1を再掲 
 カナダ 4.6 8.0
 オーストラリア 4.6 2.0  
 その他 11.9 10.0  
 無回答 11.9 6.0  
 計 100.0 100.0  
   
問14 どの機関に n=219 n=50  
 大学 39.3 12.0  
 大学院 41.1 52.0  
 研究所 11.0 22.0  
 語学学校 5.0 14.0  
 専門学校 1.4 0.0  
 その他 0.5 0.0  
 無回答 1.8 0.0  
 計 100.1 100.0  
2002 年度 日本人学生アンケートの分析 
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会・経済・文化という 4 つの側面、合計 19 項目について、それぞれ留学を実現するた
めに関係があると思う程度を尋ねている（Ａ票；問 20、問 21）。先ほどと同じように、
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表 3 留学希望者が留学を実現するために重要だと思うこと 
（Ａ票；問 20,21） 
 




















奨学金 2.7 31.1 66.2 ②
2.63
4.0 22.0 74.0 ②
2.70
単位認定制度 20.5 53.9 25.6 2.05 42.0 46.0 12.0 1.70
交換留学制度 14.2 55.7 29.7 2.16 40.0 46.0 14.0 1.74
学期の調整 16.9 49.8 33.3 2.16 50.0 38.0 12.0 1.62
事務手続きのしやすさ 10.0 41.1 48.9 2.39 6.0 42.0 50.0 2.45
京都大学のサポート体制 3.7 48.4 47.9 2.44 14.0 46.0 40.0 2.26
日本と受け入れ国の関係 7.3 52.5 40.2 2.33 16.0 38.0 46.0 2.30
自分の語学力 4.1 33.3 62.6 2.58 10.0 26.0 64.0 2.54
自分の興味・関心 0.0 11.9 88.1 ①
2.88
0.0 8.0 92.0 ①
2.92
親の理解 17.4 49.8 32.9 2.16 28.0 48.0 24.0 1.96
つて・紹介 33.3 53.0 13.2 1.80 36.0 50.0 14.0 1.78
偶然の要因 24.7 55.7 18.7 1.94 26.0 54.0 20.0 1.94
受け入れ機関の施設・設備 1.4 34.2 64.4 ②
2.63
4.0 32.0 64.0 2.60
受け入れ機関のカリキュラ
ム 
4.1 45.2 50.7 2.47 12.0 42.0 46.0 2.34
受け入れ機関の指導教官 7.8 47.9 43.8 2.36 2.0 28.0 70.0 ③
2.68
受け入れ国の文化 6.4 55.7 37.4 2.31 8.0 58.0 34.0 2.26
受け入れ国の経済状況 7.3 57.5 34.7 2.28 8.0 54.0 38.0 2.30






                                                                                                                                                           
照）。 
4 その他、学生が留学中に感じた困難・問題およびそれらへの対処法については、【資料編】、
Ｂ票；問 31 の自由記述を参照いただきたい。 
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式と自由記述式の 2 通りで尋ねている。表 4 は、6 つの項目についての認知度を、留
学希望者と留学経験者が比較できるようにまとめたものである。 
 
                                                     

















2002 年度 日本人学生アンケートの分析 
2002 年度 留学経験者アンケートの分析 
 
 62 
表 4 所属部局・研究科のサポート 
（Ａ票；問 25,30，B 票；問 32） 
(%) 




























単位認定制度 12.2 8.5 28.0 3.7 2.4 6.7 83.4 87.8 62.7 0.7 1.2 2.7
奨学金制度 12.5 15.9 29.3 2.2 2.4 14.7 84.5 80.5 53.3 0.7 1.2 2.7
交換留学制度 17.3 14.6 44.0 2.6 3.7 4.0 79.3 80.5 49.3 0.7 1.2 2.7
留学情報の掲示 26.6 19.5 62.7 2.6 3.7 1.3 69.3 75.6 32.0 1.1 1.2 4.0
留学（送り出し）相
談 
3.7 7.3 14.7 1.5 2.4 12.0 93.4 87.8 69.3 1.5 2.4 4.0
帰国後のアフターケ
ア 
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 ホームページは留学経験者にも閲覧者が多く（希望者 17.7％、非希望者 1.2％、経
験者 20.0％）、メーリングリスト（希望者 7.4％、非希望者 1.2％、経験者 10.7％）と
ともに今後の情報発信メディアとしての役割が期待される。センター所属の教官によ
る個別相談は、パーセンテージで示すと小さい値ながらも、留学経験者の利用が多い
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表 5 センターの活動に対する利用・参加状況 
（Ａ票；問 26,31,40，B 票；問 33） 












42.1 18.3 10.7 
センター教官による個別相談 1.5 0.0 5.3 
ホームページ 17.7 1.2 20.0 
海外留学・国際交流に関するメーリングリ
スト 
7.4 1.2 10.7 
センター教官提供のポケットゼミ 3.3 1.2 2.7 
センター主催のイベント 3.0 1.2 4.0 
どれも利用・参加したことがない 42.8 67.1 57.3 
無回答 10.0 14.6 14.7 
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表 6 留学前の語学の習熟度×語学学習経験 
（留学経験者 B 票；問 20×問 21） 
(人) 
  留学前の語学の習熟度 
  1.ほとんど出来なかった   ⇔   5.ほぼ問題
なかった 
無回答 計 
した 11 14 15 7 2 1 50 
語学学習 特にしていな
い 











                                                     
11 13 人中、アメリカ 2 名、中国、フランス各 1 名の他は、タイ 5 名、コスタリカ、フィリ
ピン、ベトナム各 1 名であった。 
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したい」＝経験者 73.4％、希望者 82.0％）、「ラジオ・テレビの講座」（同＝経験者 74.7％、










表 7 留学前に利用した語学学習の場所・方法 
（留学経験者 B 票；問 21） 





かなり利用した 無回答 計 
日本国内の語学学校 66.0 16.0 16.0 2.0 100.0
短期の海外語学研修 84.0 6.0 8.0 2.0 100.0
会話サークル 84.0 8.0 6.0 2.0 100.0
学校での授業や講義 38.0 40.0 20.0 2.0 100.0
ラジオ・テレビの講座 28.0 48.0 22.0 2.0 100.0
市販の本 20.0 60.0 18.0 2.0 100.0







表 8 今後利用したい語学学習の場所・方法 









 経験者 希望者 経験者 希望者 経験者 希望者 経験者 希望者 経験者 希望者
日本国内の語学学校 60.0 38.4 34.7 52.0 4.0 9.2 1.3 0.4 100.0 100.0
短期の海外語学研修 52.0 28.0 28.0 43.2 18.7 28.4 1.3 0.4 100.0 100.0
会話サークル 61.3 53.9 28.0 40.6 8.0 5.5 2.7 0.0 100.0 100.0
学校での授業や講義 36.0 24.7 45.3 52.4 17.3 22.5 1.3 0.4 99.9 100.0
ラジオ・テレビの講
座 
24.0 17.0 44.0 52.8 30.7 30.3 1.3 0.0 100.0 100.1
市販の本 25.3 18.1 46.7 56.5 26.7 25.5 1.3 0.0 100.0 100.1
インターネット 50.7 27.7 30.7 55.0 17.3 16.2 1.3 1.1 100.0 100.0
各列左側留学経験者（n＝75）、右側留学希望者（n＝271） 
2002 年度 日本人学生アンケートの分析 






ない人もいる。今後、学部段階での留学が制度化されるとしたら、およそ 4 分の 1
（24.1％）を占める留学非希望層について明らかにしておくことも重要である。 
 
表 9 性別・文理・身分×留学希望 
（Ａ票；問 10×問 1×問 5×問 4） 





女性 (n=85) 22.4 77.6 100.0 
性別 
男性 (n=268) 23.5 76.5 100.0 
文系 (n=136) 18.4 81.6 100.0 
専門 
理系 (n=209) 27.3 72.7 100.0 
学部 (n=289) 24.2 75.8 100.0 
身分 
大学院 (n=62) 19.4 80.6 100.0 
 




大学院学生 19.4％）高い。表 10 はさらに専門と身分の両方の属性を検討するために
作成した三重クロス表である12。三重クロスにしても、文系よりも理系の学生が、大学
院学生よりも学部学生が留学を希望しない割合が高いことがわかる（「希望しない」＝
文系・学部学生 19.0％、文系・大学院学生 22.4％；理系・学部学生 29.4％、理系・
大学院学生 20.4％）。 
 
                                                     
12 表 10 に示されているとおり、特に文系の大学院学生は合計 13 名と少なく、そのため、
この表から得られた結果から統計的に判断することは控える。 
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表 10 文理×身分×留学希望 








23 98 121 
(%) 19.0 81.0 100.0 
大 学 院
(人) 
2 11 13 
文系 
(%) 15.4 84.6 100.0 
学 部
(人) 
47 113 160 
(%) 29.4 70.6 100.0 
大 学 院
(人) 
10 39 49 
理系 










みられなかった14。もともと自宅通学生が少ないこと（自宅 94 人、自宅外 258 人）、男
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表 11 居住形態×留学希望 
（Ａ票；問 10×問 6） 




自宅 (n＝94) 22.3 77.7 100.0













表 12 現在の状況に対する評価と留学希望 
（Ａ票；問 23，問 29） 
 







満足 無回答 計 平均値*
院・希望 (n=50) 12.0 52.0 28.0 8.0 0.0 100.0 2.32
院・非希望(n=12) 8.3 66.7 16.7 8.3 0.0 100.0 2.25
学部・希望(n=219) 10.5 38.8 43.4 6.4 0.9 100.0 2.46
学部・非希望(n=70) 8.6 31.4 57.1 2.9 0.0 100.0 2.54
 







満足 無回答 計 平均値*
院・希望 (n=50) 8.0 22.0 46.0 24.0 0.0 100.0 2.86
院・非希望(n=12) 8.3 16.7 25.0 50.0 0.0 100.0 3.17
学部・希望(n=219) 4.6 17.8 53.9 16.4 7.3 100.0 2.89
学部・非希望(n=70) 2.9 10.0 55.7 17.1 14.3 100.0 3.02
 
2002 年度 日本人学生アンケートの分析 











満足 無回答 計 平均値*
院・希望 (n=50) 0.0 8.0 50.0 42.0 0.0 100.0 3.34
院・非希望(n=12) 8.3 8.3 33.3 50.0 0.0 99.9 3.25
学部・希望(n=219) 2.7 16.0 53.9 27.4 0.0 100.0 3.06
学部・非希望(n=70) 0.0 18.6 51.4 30.0 0.0 100.0 3.11
 







満足 無回答 計 平均値*
院・希望 (n=50) 0.0 16.0 46.0 38.0 0.0 100.0 3.22
院・非希望(n=12) 8.3 8.3 50.0 33.3 0.0 99.9 3.08
学部・希望(n=219) 2.3 16.0 55.7 25.1 0.9 100.0 3.05
学部・非希望(n=70) 4.3 18.6 48.6 27.1 1.4 100.0 3.00
 







満足 無回答 計 平均値*
院・希望 (n=50) 4.0 6.0 44.0 46.0 0.0 100.0 3.32
院・非希望(n=12) 0.0 0.0 41.7 58.3 0.0 100.0 3.58
学部・希望(n=219) 4.1 23.3 51.6 20.1 0.9 100.0 2.88
学部・非希望(n=70) 10.0 17.1 52.9 17.1 2.9 100.0 2.79
 







満足 無回答 計 平均値*
院・希望 (n=50) 0.0 6.0 44.0 50.0 0.0 100.0 3.44
院・非希望(n=12) 0.0 8.3 25.0 66.7 0.0 100.0 3.58
学部・希望(n=219) 0.9 11.0 52.5 35.6 0.0 100.0 3.23
学部・非希望(n=70) 0.0 8.6 55.7 35.7 0.0 100.0 3.27
 








楽観的 無回答 計 平均値*
院・希望 (n=50) 0.0 16.0 62.0 20.0 2.0 100.0 3.04
院・非希望(n=12) 0.0 33.3 41.7 25.0 0.0 100.0 2.92
学部・希望(n=219) 5.0 21.9 55.3 16.0 1.8 100.0 2.84
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ほか、「経費が足りないから」（合計 34 人）、「時間が足りないから」（合計 28 人）が、
留学を希望しない理由の上位となっている。 
つぎに、大学院学生をみてみると、「経費が足りないから」（合計 7 人）、「時間が足
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表 13 留学を希望しない理由 
（Ａ票；問 28） 
                                                    
（人） 









京都大学の授業に満足しているから 3 0 3 0 3 0 9 0




24 2 9 0 5 2 38 4
留学の手続きが面倒だから 0 2 6 0 8 1 14 3
時間が足りないから 7 1 11 2 10 3 28 6
経費が足りないから 9 2 16 4 9 1 34 7
海外での経験は、旅行などで充分味わえる
から 
2 0 9 1 2 0 13 1
留学という形式をとると、海外での行動が
制約されてしまうから 
1 0 0 0 2 0 3 0
そもそも、留学について考えたことがない 17 1 2 1 9 1 28 3
その他 4 2 3 1 2 0 9 3
特に理由はない* - - 10 2 18 3 28 5
計 70 12 70 12 70 12 210 36
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15 学部学生の 58.6％、大学院学生の 74.6％が海外に渡航した経験がある（Ａ票；問 8）。 
16 回答者 210 名のうち留学経験者は 153 名（72.9％）で、内訳は学部時代 4 名（2.6％；
留学経験者を母数とする。複数回答。以下同じ）、大学院時代 33 名（21.6％）、大学院修了
2002 年度 日本人学生アンケートの分析 















分析―」，京都大学留学生センター『自己点検・学内評価報告書』2002 年，第 7 章 
 
                                                                                                                                                           
後 37 名（24.2％）、就職後 94 名（61.4％）であった（Ｐ票；問 33，33-2） 
2002 年度 日本人学生アンケートの分析 

















渡航届け」を提出して留学している人は 114 人中（のべ人数）82 人（72.0％）で、約
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 留学回数は、半数（48.0％）が 1 回で、半数（49.4％）が 2 回以上である。留学の
内容（留学先、留学期間など）については 3 回目まで尋ねた。以下は留学 1 回目 75 ケ
ース、2 回目 39 ケース、3 回目 10 ケース、のべ 124 ケースについての集計結果である。 
 
Ｃ．留学の類型 
 主に問 10（滞在期間）、問 12（受け入れ機関）、問 14（留学の目的）、問 13（留学中
の身分）への回答から、以下のような留学のタイプが浮かび上がった。 
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  語学は教育を受けるため、あるいは研究を行うためのツール。 
○語学力アップのための留学 
 ②長期語学留学 
   語学学校などに所属し、もっぱら語学力アップを目的とする。期間は 1 年
程度。 
 ③短期語学留学 
   主に語学学校に所属し、語学力アップのために短期間（1-3 ヶ月程度）滞在
する 
④現地での調査データ収集を目的とした留学（いわゆるフィールドワーク） 







付表 2 留学の類型 
 







 その他 2 1.6
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（１）2005 年度 留学生アンケート 調査票・単純集計 
自由記述 
 
（２）2005 年度 日本人学生アンケート 調査票・単純集計 
自由記述 
 
（３）2002 年度 留学生アンケート 調査票・単純集計 
自由記述 
 
（４）2002 年度 日本人学生アンケート 調査票・単純集計 
自由記述 
 
（５）2002 年度 留学経験者アンケート 調査票・単純集計 
自由記述 
 
（６）2002 年度 チューターアンケート 調査票・単純集計 
自由記述 
 











〔   －     〕 
 
回収日 


































  （１）女性 （２）男性 
（例）   不充分 あまり充分でない ある程度充分  充分      該当しない 


























問 1. 性別 n=135 
１．女子(52.6%)  ２．男子(47.4%) 
 
問 2. 年齢 n=135 
  平均 26.26   歳     
問 3. 出身国名 
  
n=135、回答率 100.0%  
    
 
問 4. 所属学部 n=135  
【国際交流センター】   
１．  国際交流センター                       （13.3％） 
【学部･研究科】 
２．  総合人間学部                         （ 2.2％） 
３．  文学部・文学研究科                            （ 5.2％） 
４．  教育学部・教育学研究科                         （ 0.7％） 
５．  法学部・法学研究科                            （ 6.7％） 
６．  経済学部・経済学研究科                             （13.3％） 
７．  理学部・理学研究科                           （ 3.7％） 
８．  医学部・医学研究科                            （ 2.2％） 
９．   薬学部・薬学研究科                            （ 3.0％） 
１０．工学部・工学研究科                       （17.0％） 
１１．農学部・農学研究科                            （11.1％） 
１２．人間・環境学研究科                               （11.9％） 
１３．エネルギー科学研究科                          （ 0.0％） 
１４．アジア・アフリカ地域研究研究科                （ 1.5％） 
１５．情報学研究科                                  （ 5.2％） 
１６．生命科学研究科                                （ 2.2％） 
１７．地球環境学堂・地球環境学舎・三才学林          （ 0.0％） 
【研究所・センター】（具体名をご記入願います）                 （ 0.0％） 
  １８．（                      ） 
                                              その他（ 0.7％） 
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問 5. 京都大学における身分 n=135 
１． 学部の正規学生                                                       （17.0％） 
２． 大学院の正規学生                                                      （37.8％） 
３． 研究生、聴講生                                                       （21.5％） 
４．  京都大学との学術交流協定による留学生                                  （ 0.0％） 
５．  KUINEP（京都大学国際教育プログラム）学生                            （11.9％） 
６．  日本語･日本文化研修生                                                 （ 6.7％） 
７．  その他（具体的に：                                         （ 3.7％） 
                                                                     無回答 （ 1.5％） 
 





問 7. 学位の取得を目的とされていますか。n=135      
１．目的としている (74.8%)         ２．目的としていない (25.2%) 
  ↓        →問 8. にお進みください。 
学位の取得を目的とされている方にお尋ねします。 
問 7‐a．学位の種類は何ですか。n=101 
１． 博士（54.5％）  
２． 修士（35.6％）  
３． 学士（ 8.9％） 
無回答（ 1.0％） 
問 8. 日本での滞在期間について 
問 8‐a．今回はいつ日本に来ましたか。n=135  
       年    月                                                          
 
問 8‐b．今回の滞在は初めてですか。n=135 
１． 初めて                   (68.9％) 
２． 以前に滞在したことがある (28.9％)               無回答(2.2％) 
  ↓ 
以前の合計滞日期間：n=39 
    年   平均  18.79 ヵ月          *無回答 2.2％をのぞく 
  
2 
2005 年     （21.5％） 
2004 年    （36.3％） 
2003 年以前   （38.5％） 
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問 9. 京都大学での留学期間はどのくらいの予定ですか。n=135 
１． ３ヵ月未満                             （ 0.7％） 
２． ３ヵ月～６ヵ月未満                      （ 4.4％) 
３． ６ヵ月～１年未満                          （17.8％） 
４． １年～２年未満                          （ 7.4％） 
５． ２年～３年未満                          （14.8％） 
６． ３年～４年未満                           （22.2％） 
７． ４年～５年未満                          （11.1％） 
８． ５年以上                              （20.0％） 
                                                                    無回答（ 1.5％） 
問 10. 現在、奨学金を受けていますか。 n=135 
１．受けている（69.6％）   ２．受けていない（28.9％）      無回答（ 1.5％） 
   ↓           →問 11. にお進みください。 
奨学金を受けている方にお尋ねします。 
問 10‐a． どのような奨学金を受けていますか。n=94  
１． 出身国の公的奨学金もしくは在籍大学からの奨学金              （ 2.1％） 
２． 日本政府など日本側からの奨学金                              （83.0％） 
３． 京都大学からの奨学金                                        （ 2.1％） 
４． その他の奨学金（具体的に：               ）  （10.6％） 
                                                              無回答（ 2.1％） 
問 10‐b． 月平均の奨学金の額はどのくらいですか。n=87 
 平均 123,828  円              *無回答 6.7％をのぞく 
問 11. 授業料免除を受けたことがありますか。n=135 
１． 受けたことがある                                                     （34.1％） 
２． 出願したが免除されなかった                                           （ 5.2％） 
３． 出願しなかった                                                       （23.0％） 
４． 該当しない                                                           （31.9％） 
                                                                     無回答（ 5.9％） 
問 12. 現在の住居 n=135 
１． 京都大学の国際交流会館                          （30.4％） 
２． 上記以外の外国人留学生用宿舎                     （ 8.9％） 
３． 京都大学の学生寮                             （13.3％） 
４． アパート・マンション・文化住宅                     （38.5％） 
５． 一戸建て                                     （ 5.2％） 
６． その他（具体的に：                          ）（ 1.5％) 
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問 13. 現在、アルバイトをしていますか。n=135 
1．している（27.4％）   ２．していない（71.9％）              無回答（ 0.7％） 




１．語学講師・塾講師                       （64.9％） 
２．TA（Teaching Assistant）・RA（Research Assistant）      （64.9％） 
３．学内アルバイト（図書館など）                 （86.5％） 
４．通訳・ガイド                         （86.5％） 
５．飲食店・コンビニ                       （73.0％） 
６．配達                             （94.6％） 
７．建設・土木などの肉体労働                   （94.6％） 
８．ホテルや旅館などのサービス業                 （83.8％） 




   平均  38,171    円           *無回答 2.2％をのぞく  
 
問 14. あなたは、家族といっしょに日本で生活していますか。n=135 
１．はい（14.1％）      ２．いいえ（85.2％）                    無回答（0.7％） 
↓     ↓ 
家族同伴の方にお尋ねします。          家族同伴ではない方にお尋ねします。 
問 14‐a. 家族構成をお答えください。  問 14‐b. 該当するものに○をつけてください。 
  n=20                                                         n=116 
成人  平均 1.63 人   １．単身（母国に配偶者がいる）     （ 8.6％） 
子ども  平均 0.71  人  ２．独身                           （84.5％） 
         ＊無回答 0.7％をのぞく  ３．その他（具体的に）             （ 0.1％）  
（              ） 

















１． 質の高い学問・研究が行えるから                   （57.0％） 
２． 日本の文化や社会への関心があったから                 （57.8％） 
３． 母国に適当な大学（大学院）がなかったから                           （ 5.9％） 
４． 母国において日本留学は高い評価をうけるから                         （10.4％） 
５． 日本政府などの奨学金を得たから                                     （37.0％） 
６． 母国の先生に勧められたから                                         （13.3％） 
７． 家族や親戚に勧められたから                                         （12.6％） 
８． 友人や知人に勧められたから                                         （ 6.7％） 
９． 地理的に近い国だから                                               （14.1％） 
１０． 祖父母・両親・配偶者が日本人（日系人）だから                       （ 2.2％) 
１１． その他（具体的に：                       ） （ 8.1％） 
 
問 16. 京都大学は留学先として第一志望でしたか。n=135 
１．はい(87.4%)  ２．いいえ(11.1%)       無回答(1.5％)  
↓            ↓ 
 問 17 へ   第一志望でなかった方にお尋ねします。n=18  回答率 83.3％ 
      問 16‐a. 留学したかった大学はどこですか。 
国と大学名を志望順に３つまでお答えください。 
  第一志望：国（        ）大学名（          ） 
  第二志望：国（        ）大学名（          ） 
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問 17. 京都大学に留学した理由は何ですか。該当するものに３つまで○をつけてください。 
                                    n=135、無回答 3.7％ 
１． すぐれた教育研究指導をうけることができると考えたから        （60.0％） 
２． 施設が充実しており研究環境がよいから                （45.9％） 
３． 京都で学びたかったから                       （43.7％） 
４． 母国の先生に勧められたから                     （17.0％） 
５． 家族や親戚に勧められたから                     （ 5.9％） 
６． 友人や知人に勧められたから                     （14.8％） 
７． 母国や日本での就職に有利であると考えたから             （ 8.1％） 
８． 第一志望ではなかったが、文部科学省に指定されたから          （ 2.2％） 
９． 第一志望ではなかったが、入学試験に合格したから           （ 5.9％） 
１０． その他（具体的に：                      ）  （14.1％） 
 
問18. 母国にいたとき、京都大学についての情報はどこから得ましたか。該当するものに
３つまで○をつけてください。               n=135、無回答 3.7％ 
１． 家族や親戚                             （ 9.6％） 
２． 知人や友人                             （24.4％） 
３． 母国の先生                             （29.6％） 
４． 日本大使館                             （15.6％） 
５． 京都大学パンフレット（Bulletin など）                （14.1％） 
６． 京都大学に在籍中の留学生                      （17.0％） 
７． 日本から帰国した留学生                       （15.6％） 
８． ホームページ                            （48.1％） 
９． 留学フェア                             （ 3.0％） 
１０． 京都大学の先生                           （11.9％） 





















            不充分 あまり充分でない  ある程度充分    充分      該当しない     無回答  
a. 入学試験の方法 （ 4.4％） （ 5.9％） （28.1％） （41.5％） （12.6％） （ 7.4％） 
b. 授業料 （ 9.6％） （ 8.1％） （22.2％） （28.9％） （21.5％） （ 9.6％） 
c. 指導教員 （ 6.7％） （14.1％） （33.3％） （32.6％） （ 5.2％） （ 8.1％） 
d. 専攻分野 （ 6.7％） （11.9％） （32.6％） （31.9％） （ 8.9％） （ 8.1％） 
e. 研究生になる方法 （ 8.1％） （13.3％） （24.4％） （17.8％） （25.9％） （10.4％） 
f. 学位取得の条件 （ 4.4％） （11.9％） （31.1％） （26.7％） （17.0％） （ 8.9％） 
g. 住居（学生寮など） （15.6％） （20.7％） （27.4％） （23.7％） （ 5.9％） （ 6.7％） 
h. 奨学金 （17.0％） （14.8％） （21.5％） （31.1％） （ 7.4％） （ 8.1％） 
i. 大学の歴史や学風 （ 4.4％） （ 8.1％） （28.1％） （43.7％） （ 4.4％） （11.1％） 
j. その他 （ 2.2％） （ 1.5％） （ 5.9％） （ 3.7％） （ 0.0％） （86.7％） 




１． 家族や親戚の紹介で                          （ 3.0％） 
２． 知人や友人の紹介で                           （10.4％） 
３． 母国の先生の紹介で                           （14.8％） 
４． 京都大学の先生の紹介で                         （16.3％） 
５． ホームページで見て                           （40.7％） 
６． 京都大学パンフレットを見て                       （ 7.4％） 
７． 論文を読んで                              （ 6.7％） 






















      
不充分        ある程度充分 充分 該当しない  無回答 
a. 所属学部・大学院の事務のしくみ （11.9％） （21.5％） （35.6％） （20.7％） （ 3.7％） （ 6.7％）
b. 京都大学全体の事務のしくみ （10.4％） （28.1％） （40.0％） （12.6％） （ 4.4％） （ 4.4％）
c. 授業カリキュラム （ 5.2％） （20.0％） （38.5％） （26.7％） （ 4.4％） （ 5.2％）
d. キャンパス内の建物配置 （ 4.4％） （14.1％） （35.6％） （41.5％） （ 0.7％） （ 3.7％）
e. 身分証発行の方法 （ 3.7％） （11.9％） （29.6％） （47.4％） （ 1.5％） （ 5.9％）
f. 図書館の利用方法 （ 3.0％） （ 6.7％） （34.8％） （49.6％） （ 1.5％） （ 4.4％）
g. コンピュータ設備の利用方法 （ 5.9％） （11.9％） （32.6％） （43.0％） （ 3.0％） （ 3.7％）
 (メールアカウントの取得方法を含む）      
h. 大学生協の利用方法 （ 6.7％） （16.3％） （36.3％） （34.1％） （ 1.5％） （ 5.2％）
i. 国際交流センターの日本語授業 （ 3.7％） （14.8％） （29.6％） （40.0％） （ 7.4％） （4.4％） 
j. 国際交流センターの留学生相談室 （ 9.6％） （17.0％） （30.4％） （25.9％） （11.1％） （ 5.9％）
k. その他 （ 3.0％） （ 1.5％） （ 2.2％） （ 1.5％） （ 0.0％） （91.9％）
（具体的に：                                               ) 
 







１． ほとんどできない                            （ 5.2％） 
２． 日常生活でのコミュニケーションができる程度                （34.1％） 
３． 教科書を読み、授業をほぼ理解できる程度                                  （17.0％） 
４． レポートを書き、授業で質疑ができる程度                                  （24.4％） 
５． 論文を読んだり書いたりし、専門的なことを日本人と同等に議論できる程度   （16.3％） 













てください。n=128          
  平均  23.0  ヵ月                              *無回答 5.2％をのぞく 
問 25‐b. 京都大学入学以降（研究生を含む）の日本語学習歴について、学習期
間を月数で記入してください。  
  平均  8.57  ヵ月                               *無回答 5.9％をのぞく 
 
問 26. 日本語能力試験を受けたことがありますか。n=135 
 
１．はい（54.1％）        ２．いいえ（44.4％）          無回答（ 1.5％） 
↓          →問 27 へお進みください。 
日本語能力試験を受けた方にお尋ねします。 
問 26‐a. 何級を受けましたか。  
   級  １級（61.6％）、2 級（17.8％）、3 級（16.4％）、4 級（ 4.1％）、無回答（ 0.0％） 
問 26‐b. 合格しましたか。n=73 
１．はい   （90.4％） 
２．いいえ （ 8.2％）                      無回答 （ 1.4％） 
 
問 27. あなたの英語力はどのくらいですか。n=135 
 
１． ほとんどできない                          （ 8.1％） 
２． 英語で日常生活でのコミュニケーションができる程度          （17.8％） 
３． 英語で教科書を読み、授業をほぼ理解できる程度            （16.3％） 
４． 英語でレポートを書き、授業で質疑ができる程度            （16.3％） 
５． 英語で論文を読んだり書いたりし、専門的なことを議論できる程度    （40.0％） 
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問 28. あなたの指導教員についてお尋ねします。あなたには指導教員がいますか。n=135 
１．はい（90.4％）   ２．いいえ（ 7.4％）                   無回答 ( 2.2％） 
↓   →問 30（次ページ）へお進みください。 
問 28‐a．指導教員との関係はどうですか。あてはまる番号に○をつけてください。n=122 
 
        どちらかといえば  どちらかといえば   
うまくいっていない   うまくいっていない うまくいっている うまくいっている        無回答 
１――――――――２――――――――３――――――――４ 
     （ 5.7％）           （ 6.6％）           （45.1％）           （40.2％）            （ 2.5％） 
↓        ↓    →問 29 へ   →問 29 へ 





              














１． 日常生活でも、授業・研究でも日本語は必要ない。                     （ 4.9％） 
２． 日常生活ができれば、授業・研究では日本語はほとんど必要ない。       （16.4％） 
３． 教科書を読み、授業をほぼ理解できる程度の日本語が必要である。       （15.6％） 
４． レポートを書き、授業で質疑ができる程度の日本語が必要である。       （15.6％） 
５． 論文を読んだり書いたりし、専門的なことを日本人と同等に議論できる 
程度の日本語が必要である。                                         （40.2％） 
６． その他（具体的に：                      ）   （ 4.9％） 









１． 日常生活でも、授業・研究でも日本語は必要ない。            （ 1.5％） 
２． 日常生活ができれば、授業・研究では日本語はほとんど必要ない。      （ 5.9％） 
３． 教科書を読み、授業をほぼ理解できる程度の日本語が必要である。    （13.3％） 
４． レポートを書き、授業で質疑ができる程度の日本語が必要である。    （17.8％） 
５． 論文を読んだり書いたりし、専門的なことを日本人と同等に議論できる程度の日本
語が必要である。（                          （54.8％） 
６． その他（具体的に：                      ）   （ 3.7％） 




１．学生として研究を続ける   →問 31-a．にお進みください     （34.8％） 
２．就職する（ポストドクターを含む） →問 31-b．にお進みください       （58.5％） 
３．その他（具体的に：                            （ 5.9％） 
                           無回答 （ 0.7％） 
学生として研究を続けると答えた方にお尋ねします。 
問 31‐a．どこで研究を続けたいですか。１つだけ○をつけてください。n=47 
１． 母国                            （23.4％） 
２． 日本                            （48.9％） 
３． その他の国(具体的に：                  )  （23.4％） 




１． 母国 →問 31-c．にお進みください                           （53.2％） 
２． 日本                                                       （27.8％） 
３． その他の国(具体的に：                  )  （ 7.6％） 




１． 留学前に就いていた職に復職する                      （23.8％） 
２． 新たに就職する                                      （69.0％） 
３． その他（具体的に：                ）（ 4.8％） 
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問 32． 京都大学での留学経験はあなたにとってプラスになると思いますか。n=135 
 
          プラスに どちらかといえば どちらかといえば プラス      
               ならない プラスにならない  プラスになる   になる        無回答  
a． 進学に関して（進学予定者のみ） （ 1.5％）     （ 4.4％）     （29.6％）      （49.6％）     （14.7％） 
b． 職業選択に関して        （ 0.7％）     （ 5.2％）     （38.5％）      （48.9％）     （ 6.7％） 
c． 昇進に関して         （ 2.2％）     （ 5.9％）     （45.2％）      （38.5％）     （ 8.1％） 
d． 異文化理解に関して        （ 0.7％）     （ 8.1％）     （22.2％）      （65.2％）     （ 3.7％） 
e． その他         （ 1.5％）     （ 0.7％）     （ 8.9％）      （11.1％）     （88.9％） 
（具体的に：                                 ） 
 
問 33． 問 32 で一つでもプラスになる、どちらかといえばプラスになると回答された方に
お尋ねします。特に役にたつと考えられるものは何ですか。１つだけ○をつけてください。 
n=133 
１． 留学中に取得した知識や技術                     （54.1％） 
２． 留学中に培った人脈                         （13.5％） 
３． 留学中に取得した学位や留学したという履歴              （21.8％） 
４． その他（具体的に：                       ） （ 1.5％） 
1＋３（ 2.3％）、1＋２＋３（ 1.5％）                                     無回答（5.3％） 
 
問 34. あなたは、これまで京都大学で日本人学生と知り合う機会が充分ありましたか。 １
つだけ○をつけてください。n=135 
知り合う機会は、 
 ほとんどなかった    どちらかというと  どちらかというと        
      不充分     充分          充分     無回答  
１――――――――２――――――――３――――――――４         
（ 6.7％）          （37.0％）          （34.8％）          （17.0％）     （ 4.4％） 
→問 35 へ     →問 35 へ   ↓     ↓ 
       ↓     ↓ 
充分、どちらかというと充分と答えた方にお尋ねします。 
問 34－a どのような機会に日本人学生と知り合いましたか。（すべてに○） 
１．授業                               
（授業名を分かる範囲でお答えください：            ）    （48.6％） 
２．部活・サークル活動で                        （68.1％） 
３．チューターとして                          （79.2％） 
４．研究室で                              （48.6％） 
５．学内のパーティ・イベントなどで                   （52.8％） 
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問 35. 京都大学の教育・研究環境について、どのような印象をお持ちですか。  
a～n について、あてはまる番号に○をつけてください。n=135 
           やや        やや            
不満足     不満足    満足     満足  わからない   無回答 
a. 指導教員の指導 （ 4.4％） （11.9％） （31.1％） （39.3％） （ 9.6％） （ 3.7％）
b. 研究水準 （ 1.5％） （ 5.2％） （28.9％） （43.0％） （17.0％） （ 4.4％）
c. 授業や講義の質 （ 6.7％） （19.3％） （35.6％） （20.7％） （12.6％） （ 5.2％）
d. 研究室の雰囲気 （ 3.0％） （ 8.9％） （28.1％） （29.6％） （25.2％） （ 5.2％）
e. 所属学部の留学生担当教員 （ 6.7％） （ 5.9％） （27.4％） （31.9％） （21.5％） （ 6.7％）
f. 日本人学生との交流 （ 8.9％） （28.9％） （39.3％） （15.6％） （ 2.2％） （ 5.2％）
g. チューターのサポート （14.1％） （ 9.6％） （21.5％） （24.4％） （22.2％） （ 8.1％）
h. 国際交流センターの日本語授業 （ 0.7％） （11.9％） （36.3％） （25.9％） （18.5％） （ 6.7％）
i. 国際交流センターの留学生相談室 （ 3.7％） （ 7.4％） （26.7％） （19.3％） （31.9％） （11.1％）
j. 所属学部の字部サービス （ 2.2％） （14.1％） （31.9％） （34.1％） （11.9％） （ 5.9％）
k. 留学生課の事務サービス （ 1.5％） （ 4.4％） （31.9％） （51.9％） （ 4.4％） （ 5.9％）
l. 建物、図書館、実験設備 （ 3.7％） （ 9.6％） （37.0％） （44.4％） （ 1.5％） （ 3.7％）
m. コンピュータ設備 （10.4％） （19.3％） （25.9％） （33.3％） （ 5.2％） （ 5.9％）
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問 38． あなたの心配事や悩みについてお尋ねします。 
問 38‐a．次のような心配事や悩みを誰に相談しますか。ア．イ．ウ．エについて、
下記の選択肢 1～１１から最大３つまで選んで番号をご記入ください。「その他」
を選んだ場合は、具体的に書いてください。 n=135、無回答 12.6％ 
              ＊回答が多かった上位４つの選択肢まで、回答率を掲載 
 
ア．専門の研究に関する心配事・悩み 
１．指導教員                             （77.6％） 
２．同じ国の留学生                         （35.5％） 
３．チューター以外の日本人                     （24.3％） 
４．違う国の留学生                         （17.8％）
      
イ．人間関係に関する心配事・悩み 
    １．同じ国の留学生                         （68.0％） 
    ２．違う国の留学生                          （39.0％）
 ３．チューター以外の日本人                     （20.0％） 
    ４．指導教員                             （12.0％）
  
ウ．日本での生活に関する心配事・悩み 
 １．同じ国の留学生                          （61.7％） 
    ２．違う国の留学生                          （30.8％）
 ３．チューター以外の日本人                            （30.8％） 
    ４．留学生課                             （18.7％） 
 
エ．心身の健康に関する心配事・悩み 
１．同じ国の留学生                          （52.1％） 
２．留学生課                             （20.8％） 
３．違う国の留学生                          （14.6％） 
４．その他（病院・専門家など）                    （37.5％） 
                                              
問 38-a．の選択肢： 
１．指導教員 ２．所属学部の留学生担当教員 ３．所属学部の事務室 
４．留学生課 ５．チューター以外の日本人学生   ６．チューター 
７．同じ国からの留学生 ８．違う国からの留学生  
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問 39． あなたの学部・研究科には留学生担当教員がいますか。n=135 
１．いる（45.9％）     ２．いない（ 5.9％）     ３．知らない（45.9％）  無回答（ 2.2％） 
       ↓  →問 40 へ   →問 40 へ 
留学生担当教員がいると答えた方にお尋ねします。 
問 39‐a．留学生担当教員と相談したことがありますか。n=65 
 １．はい（61.3％）        ２．いいえ（37.1％）                無回答（ 1.6％） 












問 40． チューター制度を知っていますか。n=135 
１． 知っている（63.0％）      ２． 知らない（34.1％）           無回答（ 3.0％） 
 ↓                  →問 41（p.17）へ      
チューター制度を知っている方にお尋ねします。 
問 40‐a．現在、あなたにはチューターがいますか。n=85 
１．いる（38.8％）   ２．以前いたが今はいない（30.6％）   ３．いない（29.4％） 
↓       ↓       →問 41（p.17）へ 




１．ほぼ毎日                                                       （10.2％） 
２．週に 2，3 回                                                   （ 6.8％） 
３．週に１回                                                       （23.7％） 
４．2 週間に 1 回                                                   （ 5.1％） 
５．1 ヵ月に 1,  2 回                                               （15.3％） 
６．2,  3 ヵ月に 1 回                                               （16.9％） 
７．その他（具体的に：                    ）   （13.6％） 









１． 日本語について                       （50.8％） 
２． 専門の研究について                     （52.5％） 
３． 大学生活について                      （22.0％） 
４． 日本での一般的な生活について                （45.8％） 
５． 人間関係について                      （ 6.8％） 
６． 生活費などの経済面について                 （ 6.8％） 
７． その他（具体的に：                    ）（15.3％） 





  どちらかといえば   どちらかといえば 
うまくいっていない うまくいっていない  うまくいっている    うまくいっている        無回答 
 
１――――――――２――――――――３――――――――４ 
（10.2％）             （10.2％）            （42.4％）             （33.9％）      （ 3.4％） 
↓     ↓       →問 41 へ     →問 41 へ 
うまくいっていない、どちらかといえばうまくいっていないを選んだ方にお尋ね
します。 
問 40‐e．その理由は何だと思いますか。もっとも当てはまるものに 1 つだけ○を
つけてください。n=13 
１． チューターにやる気がない                 （46.2％） 
２． チューターが忙しくて時間がない              （23.1％） 
３． チューターと性格的に合わない               （23.1％） 





















１． 日本語授業                             （69.6％） 
２． 英語講義（KUINEP）                        （16.3％） 
３． 新聞・教材・図書の閲覧および借出                  （28.9％） 
４． 留学生相談室の利用                         （12.6％） 
５． 国際交流センター教員と面談                     （11.1％） 
６． 奨学金に関わる相談、情報収集                    （40.7％） 
７． 住居に関わる相談、情報収集                     （26.7％） 
８． アルバイトに関わる情報収集                     （ 6.7％） 
９． 催し物の情報収集                          （15.6％） 
１０． 見学旅行に参加                           （34.8％） 
１１． 他の留学生との交流を求めて                     （14.8％） 
１２． 日本人学生との交流を求めて                     （11.1％） 
１３． ラウンジ（Kizuna）の利用                      （42.2％） 
１４． 国際交流センター主催の講演会                    （ 3.7％） 
１５． その他（具体的に：                       ） （ 3.0％） 
 
問 42.  国際交流センター・留学生課をどの程度利用していますか。該当するものに１つ
だけ○をしてください。n=135、無回答 0.7％ 
１． ほとんど毎日                             （12.6％） 
２． 週に２～３回程度                           （13.3％） 
３． 週に１回程度                            （25.2％） 
４． 月に１回程度                            （25.2％） 
５． 半年に２～３回程度                         （ 8.9％） 
６． 一年に２～３回程度                         （ 3.0％） 
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問 43. 日本語の学習についてお尋ねします。今後も日本語の学習を続けたいですか。n=135 
１．はい（91.9％）     ２．いいえ（ 6.7％）                   無回答（ 1.5％） 





１． 教室での授業 →問 44 へお進みください。             （57.3％） 
２． 個人学習  →問 44 へお進みください。         （43.5％） 
３． オンラインを利用した学習 →問 43-b,c へ進みください。    （15.3％） 





１． 研究室                              （63.2％） 
２． 自宅                               （57.9％） 
３． メディアセンター                         （21.1％） 
４． 国際交流センター                         （21.1％） 




１． 文法                               （52.6％） 
２． 漢字                               （52.6％） 
３． 読解                               （42.1％） 
４． 聴き取り                             （57.9％） 
５． 発音練習・会話                         （52.6％） 
６． 作文添削                             （21.1％） 
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問 44. 国際交流センターの留学生相談室を知っていますか。n=135 
１．知っている（42.2％）  ２．知らない（55.6％）            無回答（ 2.2％） 
↓       →問 45（次ページ）へお進みください。 
留学生相談室を知っている方にお尋ねします。 
問 44－a．留学生相談室を利用したことがありますか。n=57 
１．ある（17.5％）  ２．ない（77.2％）                          無回答（ 5.3％） 
↓        →問 44-c へお進みください。 
留学生相談室を利用したことがある方にお尋ねします。 
問 44－b．どのような方法で利用しましたか。n=10 
１． 面談                          （100.0％） 
２． 電話で相談                       （ 10.0％） 
３． email で相談                      （  0.0％） 





n=135、無回答 52.6％ ＊本来は n=64 であるが回答されているものは全て有効回答とした。 
１． 研究上の相談                        （12.6％） 
２． 進学・転学（学部・研究科）                  （16.3％） 
３． 指導教員に関連すること                   （ 7.4％） 
４． 日本語の問題                        （14.8％） 
５． 奨学金に関連すること                    （21.5％） 
６． 就職に関連すること                     （19.3％） 
７． 宿舎に関連すること                     （20.7％） 
８． 医療に関連すること                     （20.7％） 
９． 家族問題に関連すること                   （ 3.0％） 
１０． 人間関係に関連すること                   （ 3.0％） 
１１． 心理相談                          （ 4.4％） 
１２． 事故・事件に遭遇した場合                  （14.8％） 
１３． その他（差し支えない範囲で書きください：         ）（52.6％） 
 
問 44－d． 留学生相談室についての感想、要望をお書きください。 
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問３. 出身国名             問 16. 留学先として希望していた国 
 
回答数 割合(%) 第一希望
中国 45 33.3 国名 人 ％
韓国 14 10.4 数
タイ 8 5.9 日本 11 73.3
台湾 7 5.2 アメリカ 2 13.3
ドイツ 4 3.0 オランダ 1 6.7
フィリピン 4 3.0 カナダ 1 6.7
フランス 4 3.0 合計 15 100.0
インド 3 2.2
スイス 3 2.2
ベトナム 3 2.2 第二希望
イギリス 2 1.5 国名 人 ％
イスラエル 2 1.5 数
インドネシア 2 1.5 日本 6 66.7
カナダ 2 1.5 台湾 1 11.1
コロンビア 2 1.5 アメリカ 1 11.1
ブルガリア 2 1.5 オーストラリア 1 11.1
アメリカ合衆国 1 0.7 合計 9 100.0
アルゼンチン 1 0.7
イラン 1 0.7
ウクライナ 1 0.7 第三希望
エジプト 1 0.7 国名 人 ％
オーストリア 1 0.7 数
オランダ 1 0.7 日本 2 50.0
カンボジア 1 0.7 アメリカ 1 25.0
キルギス 1 0.7 イギリス 1 25.0



















合計 135 100.0  
 
 











































合計 135 100.0  
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                （ここには何も記入しないで下さい） 
                        整理番号 




       






























  １．女性       ２．男性 
 
（例）   不充分 あまり充分でない ある程度充分  充分      該当しない 







①       の中に具体的にご記入下さい。 
 
 









①  担当の先生から指示がある場合は、その指示に従ってください。 
 










問１． 性別   n=408   
 
   １．女性（24.3％）          ２．男性（75.0％）                  無回答 （ 0.7％） 
 
 
問２． 年齢 n=408 
       
       7月1日現在    満     歳            無回答0.7％をのぞく平均21.12 歳 
 
 
問３． 所属学部・研究科 n=408 
 
１． 国際交流センタ  ー   （  -  ）    ２．総合人間学部                  （ 2.7％） 
３．文学部・文学研究科  （10.0％）     ４．教育学部・教育学研究科        （ 3.4％） 
５．法学部・法学研究科  （ 9.6％）    ６．経済学部・経済学研究科        （ 3.9％） 
７．理学部・理学研究科  （18.1％）    ８．医学部・医学研究科            （ 2.0％） 
９．薬学部・薬学研究科  （ 3.9％）     10．工学部・工学研究科            （27.2％） 
11．農学部・農学研究科  （12.5％）     12．人間・環境学研究科            （ 1.0％） 
13．エネルギー科学研究科 （ 2.0％）    14．アジア・アフリカ地域研究研究科（ 0..2％） 
15．情報学研究科          （ 2.5％）     16．生命科学研究科                （ 0.2％） 
17．地球環境学堂     （ 0.0％） 
18．研究所・センター（具体的に：                   ） （ 0.2％） 
無回答 （ 0.7％） 
 
 
問４． 京都大学における身分 n=408 
 
１． 学部の正規学生            （73.5％） 
２． 大学院修士課程の正規学生  （17.9％）              回生 
３． 大学院博士課程の正規学生  （ 4.4％） 
４． 研究生・聴講生            （ 0.7％） 
５． 科目等履修生              （ 0.2％） 
６． 研修員                    （ 0.0％） 
７． その他                    （ 0.0％） 
（具体的に：                           ） 
                                                         無回答 （ 3.2％） 
問５． 専門の研究分野（具体的にご記入下さい） 
                                        
                         
       n=408、 回答率61.5％ 
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  回数もお答え下さい。（すべてに○）n=258 無回答 4.7％ 
 
１． 海外で生まれた                                                     （ 1.6％） 
２． 子どもの頃、家族と一緒に海外に居住していた                         （12.4％） 
３． 留学（語学や専門研究などのキャリアアップを目的とした海外渡航）をした        （17.1％） 
      ＊ 高校での留学も含む                       →合計（  ）回 
４． ツアーで旅行をした              →合計（  ）回程度 （43.8％） 
５． 個人で旅行をした               →合計（  ）回程度 （45.7％） 
６． ボランティア活動をした            →合計（  ）回程度 （ 2.3％） 
７． 主に働いた                  →合計（  ）回程度 （ 0.0％） 





          １．はい（88.5％）       ２．いいえ（11.0％）            無回答 （ 0.5％） 
                           
 
付問－ａ．どのような形態で海外に行きたいですか。（すべてに○） n=363、無回答 （ 0.8％） 
 
１． 留学（語学や専門研究などのキャリアアップを目的とした海外渡航）をしたい      （62.0％） 
２． ツアーで旅行をしたい                                               （25.3％） 
３． 個人で旅行をしたい                                                 （80.7％） 
４． ボランティア活動をしたい                                           （14.0％） 
５． 働いてみたい                                                       （32.0％） 
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          １．はい（61.0％）        ２．いいえ（38.5％）        無回答 （ 0.5％） 




１． 授業で（授業名を分かる範囲でお答えください：          ）（42.2％） 
２． 部活・サークル活動で                       （36.3％） 
３． チューターとして                         （ 2.8％） 
４． 研究室で                             （19.9％） 
５． 学内のパーティ・イベントなどで                  （11.6％） 
６． その他（具体的に：                       ）（19.1％） 
 
問10． これまでに、留学してみたいと思ったことはありますか。 
   （これまでに留学したことがある人は、それ以降の希望についてお答え下さい） 
n=408、無回答0.0％ 
１． 思ったことがある           （69.6％）  → 問11（次ページ）におすすみ下さい 
２． 思ったことはない           （29.9％）  → 問28（10ページ）におすすみ下さい 





１． 大学学部で                             （25.0％） 
２． 大学卒業後                             （19.7％） 
３． 大学院修士課程で                          （22.5％） 
４． 大学院修士課程修了後                        （12.7％） 
５． 大学院博士課程で                          （ 8.8％） 
６． 博士学位取得後                           （ 6.0％） 
７． その他（具体的に：                        ）（ 3.9％） 




１． １ヶ月程度                             （ 6.0％） 
２． ３ヶ月程度                             （ 8.8％） 
３． ６ヶ月程度                             （11.3％） 
４． １年程度                              （42.6％） 
５． ２年程度                              （19.4％） 
６． ３年程度                              （ 4.6％） 
７． ４年程度                              （ 1.4％） 
８． ５年程度                              （ 1.1％） 
９． ６年以上                              （ 4.9％） 
                                  無回答 （ 0.0％） 
- 3 - 




























                                               第１希望  第２希望  第３希望 
１． 専門分野での勉強・研究に役立てたい      （51.1％）   （15.1％）    （ 8.1％） 
２． 語学力を高めたい               （28.9％）   （42.3％）    （10.9％） 
３． 海外を経験したい               （ 7.7％）   （15.5％）    （19.7％） 
４． 異文化交流をしたい・異文化を理解したい    （ 4.9％）   （11.3％）    （23.6％） 
５． 見聞を広げたい                （ 4.6％）   （10.6％）    （25.0％） 
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１． 大学                                 （34.2％） 
２． 大学院                                （40.8％） 
３． 研究所                                （18.3％） 
４． 語学学校・語学研修所                         （ 4.6％） 
５． 専門学校                               （ 0.7％） 
６． その他（具体的に：                         ）（ 0.4％） 
無回答 （ 1.1％） 
問16． 留学するとしたら、日本の学校の学籍はどうしたいですか。（１つだけに○）n=284 
 
１． 休学したい                              （25.7％） 
２． 休学はしたくない                           （30.3％） 
３． どちらでもいい                            （26.1％） 
 ４．該当しない（大学院修了後に留学したい人など）             （17.6％） 
無回答 （ 0.4％） 
問17． 留学するとしたら、留学先で得た単位はどうしたいですか。（１つだけに○）n=284 
 
１．日本の大学（大学院）の、卒業に必要な単位として認定して欲しい         （58.1％） 
２．日本の大学（大学院）の、卒業に必要な単位として認定されなくてよい     （ 5.3％） 
３．どちらでもいい                                                       （21.1％） 
４． 該当しない（大学院修了後に留学したい人など）                         （15.5％） 
無回答 （ 0.0％） 
問18． 留学するなら、留学先で学位を取得したいと思いますか。（１つだけに○）n=284 
 
１． 取得したい                              （68.0％） 
２． 取得しない                              （ 2.8％） 
３． どちらでもいい                            （29.2％） 




                   役立たない あまり役立たない ある程度役立つ  役立つ     無回答 
                    と思う    と思う     と思う     と思う 
１． 就職           （ 3.5％）    （14.1％）    （41.2％）    （40.8％）    （ 0.4％） 
２． 今後の研究活動      （ 2.1％）    （ 6.3％）    （31.3％）    （59.5％）    （ 0.7％） 
３． 語学力の向上       （ 0.7％）    （ 1.1％）    （16.2％）    （81.7％）    （ 0.4％） 
４． 国際的な視野を持つこと  （ 1.1％）    （ 3.5％）    （30.3％）    （64.8％）    （ 0.4％）   
５． 友人・知人関係      （ 2.8％）    （ 7.7％）    （36.6％）    （52.5％）    （ 0.4％）   




                             回答率7.7％ 
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                      実現には…   関係が  ある程度関係が かなり関係が 
                  ないと思う  あると思う  あると思う 
１． 奨学金                 （ 7.0％）   （25.0％）   （67.4％）    （ 0.4％） 
２． 単位認定制度              （28.2％）   （47.9％）   （23.6％）    （ 0.4％） 
３． 交換留学制度              （23.6％）   （45.1％）   （31.0％）    （ 0.4％） 
４． 日本と海外の学期の調整         （19.0％）   （48.9％）   （31.7％）    （ 0.4％） 
５． 事務的な手続きのしやすさ        （ 8.5％）   （44.0％）   （47.2％）    （ 0.4％） 
６． 留学に関する京都大学の          
  サポート体制（悩みの相談、情報提供など）（ 8.5％）   （42.3％）   （48.9％）    （ 0.4％） 
７．日本と受け入れ国の関係         （ 5.6％）   （42.6％）   （51.4％）    （ 0.4％） 
８．自分自身の語学能力           （ 3.5％）   （21.8％）   （74.3％）    （ 0.4％） 
９．自分自身の興味・関心          （ 0.7％）   （ 9.2％）   （89.8％）    （ 0.4％） 
10．親の理解                （16.5％）   （41.9％）   （41.2％）    （ 0.4％） 
11．友人、知人の紹介・つて         （33.8％）   （52.8％）   （13.0％）    （ 0.4％） 











                   実現には…   関係が   ある程度関係が かなり関係が 
                          ないと思う   あると思う   あると思う 
１．受け入れ機関の施設・設備      （ 1.1％）    （31.3％）    （66.9％）    （ 0.7％） 
２．受け入れ機関の授業カリキュラム   （ 2.5％）    （35.6％）    （61.3％）    （ 0.7％） 
３．受け入れ機関の指導教員・教員    （ 3.2％）    （35.6％）    （60.6％）    （ 0.7％） 
４．受け入れ国の文化・風土・歴史    （ 4.6％）    （55.6％）    （39.1％）    （ 0.7％） 
５．受け入れ国の経済状況        （ 3.5％）    （60.2％）    （35.6％）    （ 0.7％） 





                            回答率5.6％ 
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無回答 
無回答 






                        利用したくない ある程度利用したい かなり利用したい  無回答 
１． 日本国内の語学学校        （38.0％）     （47.2％）     （13.7％）     （ 1.1％） 
２． 短期の海外語学研修        （20.1％）     （48.2％）     （30.6％）     （ 1.1％） 
３． 会話サークル           （43.3％）     （46.1％）     （ 9.2％）     （ 1.4％） 
４． 京都大学が行う授業・講義     （15.1％）     （56.3％）     （27.1％）     （ 1.4％） 
５． ラジオ・テレビの講座       （14.1％）     （55.3％）     （29.2％）     （ 1.4％） 
６． 市販の本             （17.6％）     （52.8％）     （28.2％）     （ 1.4％） 
７． インターネット                （22.9％）     （49.3％）     （26.1％）     （ 1.8％）  
８． その他            
（具体的にお書き下さい） 
 





                                  どちらかといえば どちらかといえば 
                       不満足    不満足       満足      満足     無回答 
１． 京都大学の講義      （ 7.7％）    （37.0％）    （41.5％）    （12.3％）    （ 1.4％） 
２．京都大学の研究環境    （ 2.1％）    （13.7％）    （51.1％）    （24.6％）    （ 8.5％） 
３．学生生活         （ 2.1％）    （12.7％）    （46.5％）    （37.0％）    （ 1.8％） 
４．大学以外の生活      （ 2.5％）    （15.8％）    （51.8％）    （28.2％）    （ 1.8％） 
５．指導教員         （ 4.2％）    （20.8％）    （48.6％）    （23.6％）    （ 2.8％） 
６．現在の友人・知人関係   （ 1.8％）    （ 8.1％）    （47.2％）    （41.2％）    （ 1.8％） 
 
                                どちらかといえば どちらかといえば 
                    悲観的     悲観的     楽観的    楽観的     無回答 
７．卒業後の展望       （ 5.3％）    （19.4％）    （56.7％）    （13.4％）    （ 5.3％）    
 
問24． いま現在、留学に向けて具体的に準備をしていることがありますか。（すべてに○） 
                                 n=284 無回答 3.9％ 
１． 奨学金など経費の確保                         （ 5.6％） 
２． 留学に関する情報の収集                        （23.2％） 
３． 受け入れ先の確保                           （ 1.4％） 
４． 語学の学習                              （45.8％） 
５． 周囲の説得                              （ 4.6％） 
６． その他（具体的に：                        ） （ 1.8％） 
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                                      n=284 
                      行っている 行っていない            無回答 
１． 単位認定制度           （12.7％）    （ 5.3％）    （78.5％）    （ 3.5％）  
２． 奨学金制度            （14.1％）    （ 5.3％）    （78.5％）    （ 3.5％）   
３． 交換留学制度           （21.8％）    （ 3.9％）    （70.4％）    （ 3.9％）  
４． 留学情報の掲示             （31.3％）    （ 3.5％）    （61.6％）    （ 3.5％）  




                         回答率1.1％ 
 
付問25－ａ． 留学に関して、所属学部・研究科にサポートして欲しいことはありますか。 
  ご自由にお書き下さい。 
 
 




                                 n=284 無回答9.5％ 
１． 留学・英語講義（KUINEP）・インターンシップ・英語教育についての説明会（46.8％） 
２． センター教員による個別相談                      （ 2.1％） 
３． ホームページ                             （20.4％） 
４． 海外留学・国際交流に関するメーリングリスト              （ 8.1％） 
５． センター教員提供のポケットゼミ                    （25.0％） 
６． センター教員提供の多文化間交流クラス                 （ 5.3％） 
７． センター主催の講演会                         （ 3.5％） 
８． 留学フェア（時計台にて11月に開催）                  （ 7.0％） 
９． ミニ留学フェア international week（センターにて5月末昼休みに開催）  （10.2％） 
10． 国際交流科目（全学共通科目A群として提供されている。海外研修を含む科目。）（ 5.3％） 
11．ラウンジ（KIZUNA）の利用又はラウンジ（KIZUNA）主催のイベント    （ 4.2％） 
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                                                  1番目       2番目       3番目 
１． 京都大学の授業に満足しているから       （10.7％）    （ 4.9％）    （ 9.0％） 
２． 京都大学の研究環境に満足しているから     （ 7.4％）    （10.7％）    （ 1.6％） 
３． 京都大学の教育・研究への満足度とは関係なく、 
そもそも留学する必要を感じないから      （25.4％）    （12.3％）    （ 9.0％） 
４． 留学の手続きが面倒だから           （ 5.7％）    （13.1％）    （11.5％） 
５． 時間が足りないから              （ 7.4％）    （ 9.8％）    （14.8％） 
６． 経費が足りないから              （ 5.7％）    （20.5％）    （11.5％） 
７． 海外での経験は、旅行などで充分味わえるから  （ 0.0％）    （ 1.6％）    （ 1.6％） 
８． 留学という形式をとると、海外での行動が制約 
されてしまうから                （ 0.0％）    （ 0.8％）    （ 6.6％） 
９． そもそも、留学について考えたことがない    （27.9％）    （ 6.6％）    （10.7％） 
10．その他                    （ 5.7％）    （ 4.1％）    （ 0.8％） 





                                 どちらかといえば どちらかといえば 
                       不満足   不満足      満足     満足    無回答 
１．京都大学の講義       （ 4.1％）   （23.0％）   （59.0％）   （13.1％）   （ 0.8％） 
２．京都大学の研究環境     （ 0.8％）   （ 9.8％）   （54.9％）   （27.9％）   （ 6.6％） 
３．学生生活          （ 0.8％）   （15.6％）   （60.7％）   （22.1％）   （ 0.8％） 
４．大学以外の生活       （ 0.8％）   （18.9％）   （59.0％）   （19.7％）   （ 1.6％） 
５．指導教員          （ 1.6％）   （19.7％）   （56.6％）   （20.5％）   （ 1.6％） 
６．現在の友人・知人関係    （ 1.6％）   （12.3％）   （51.6％）   （33.6％）   （ 0.8％） 
                                  どちらかといえば どちらかといえば 
                       悲観的   悲観的    楽観的    楽観的      無回答 




                        （次ページへつづく） 
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                                      n=122 
                    行っている  行っていない             無回答 
１． 単位認定制度          （ 4.1％）     （ 3.3％）     （91.8％）     （ 0.8％） 
２． 奨学金制度           （13.1％）     （ 0.8％）     （85.2％）     （ 0.8％） 
３． 交換留学制度          （ 9.0％）     （ 2.5％）     （87.7％）     （ 0.8％） 
４． 留学情報の掲示            （15.6％）     （ 1.6％）     （82.0％）     （ 0.8％） 




                      回答率4.1％ 
 
付問30－ａ． 留学に関して、所属学部・研究科にサポートして欲しいことはありますか。 
  ご自由にお書き下さい。 
 
 




                                 n=122、無回答19.7％ 
１． 留学・英語講義（KUINEP）・インターンシップ・英語教育についての説明会  （13.9％） 
２． センター教員による個別相談                                           （ 0.0％） 
３． ホームページ                             （ 4.1％） 
４． 海外留学・国際交流に関するメーリングリスト              （ 0.0％） 
５． センター教員提供のポケットゼミ                    （ 4.9％） 
６． センター教員提供の多文化間交流クラス                 （ 0.0％） 
７． センター主催の講演会                         （ 0.0％） 
８． 留学フェア（時計台にて11月に開催）                 （ 0.8％） 
９． ミニ留学フェア international week（センターにて5月末昼休みに開催）  （ 0.0％） 
10．国際交流科目（全学共通科目A群として提供されている。海外研修を含む科目。）  （ 0.8％）
11．ラウンジ（KIZUNA）の利用又はラウンジ（KIZUNA）主催のイベント  （ 1.6％） 






          …………..      n=122、 回答率7.4％ 
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４． その他（具体的に：                             ） 
 
問35． 奨学金を受けますか。 
       
            １．受ける             ２．受けない 
 
 
     付問35－ａ. 奨学金名をわかる範囲で具体的にお書きください。 
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                                      どちらかといえば  どちらかといえば 
                        不満足      不満足          満足       満足 
１．京都大学の講義        １――――――２――――――３――――――４ 
２．京都大学の研究環境      １――――――２――――――３――――――４ 
３．学生生活           １――――――２――――――３――――――４ 
４．大学以外の生活        １――――――２――――――３――――――４ 
５．指導教員           １――――――２――――――３――――――４ 
６．現在の友人・知人関係     １――――――２――――――３――――――４ 
 
                                      どちらかといえば  どちらかといえば 
                       悲観的      悲観的       楽観的      楽観的 




              行っている         行っていない    行っているかどうか知らない 
１．単位認定制度       １…………………………２        ８ 
２． 奨学金制度        １…………………………２        ８ 
３． 交換留学制度       １…………………………２        ８ 
４． 留学情報の掲示         １…………………………２        ８ 
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 人数 割合(%) 
検定資格あり     224 54.9 
検定資格なし 151 37.0 
 無回答 33  8.1 
  合計 408 100.0
 
      検定資格ありのうち、35名は2種類、5名は3種類、1名は4種類の検定資格を所有している。 
以下、語学検定のうちわけ（のべ272  ( =224＋35＋5×2＋3) 名）  
 
 
            
 人数 割合(%)
英検   154  56.6
    うち  １級    (3) ( 1.1)
       準1級  (6) ( 2.2)
        ２級 (57) (21.0)
       準２級 (30) (11.0)
        ３級 (52) (19.1)
        ４級  (6) ( 2.2)
TOEFL 25 9.2 
TOEIC 73 26.8 
その他 20 7.4 
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    問 13．どこの国に留学したいですか。あれば第３希望まで国名でお答え下さい。 
 
   
第一希望      第二希望      第三希望     
国名 人数 ％    人数 ％    人数 ％ 
アメリカ合衆国 145 51.1  イギリス 70 24.6  イギリス 26 9.2 
イギリス 43 15.1  アメリカ合衆国 48 16.9  オーストラリア 25 8.8 
カナダ 18 6.3  ドイツ 31 10.9  アメリカ合衆国 24 8.5 
ドイツ 17 6.0  カナダ 18 6.3  ドイツ 24 8.5 
オーストラリア 12 4.2  オーストラリア 16 5.6  カナダ 12 4.2 
フランス 12 4.2  フランス 9 3.2  フランス 11 3.9 
イタリア 5 1.8  中国 6 2.1  中国 8 2.8 
スイス 3 1.1  オランダ 4 1.4  ニュージーランド 4 1.4 
スウェーデン 3 1.1  イタリア 3 1.1  イタリア 3 1.1 
ニュージーランド 2 0.7  ニュージーランド 3 1.1  スウェーデン 3 1.1 
タイ 2 0.7  オーストリア 2 0.7  スペイン 3 1.1 
アルゼンチン 1 0.4  スペイン 2 0.7  インド 2 0.7 
韓国 1 0.4  ラオス 2 0.7  オランダ 2 0.7 
中国 1 0.4  シンガポール 1 0.4  シンガポール 2 0.7 
英語圏 1 0.4  スイス 1 0.4  オーストリア 1 0.4 
無回答 18 6.3  スウェーデン 1 0.4  ギリシア 1 0.4 
合計 284 100.0  ハンガリー 1 0.4  ジャマイカ 1 0.4 
    ベルギー 1 0.4  スイス 1 0.4 
    ポーランド 1 0.4  タイ 1 0.4 
    メキシコ 1 0.4  デンマーク 1 0.4 
    英語圏 1 0.4  ノルウェー 1 0.4 
    無回答 62 21.8  ブラジル 1 0.4 
    合計 284 100.0  韓国 1 0.4 
        無回答 126 44.4 
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 人数 割合(%) 
検定資格あり     224 54.9 
検定資格なし 151 37.0 
 無回答 33  8.1 
  合計 408 100.0
 
      検定資格ありのうち、35名は2種類、5名は3種類、1名は4種類の検定資格を所有している。 
以下、語学検定のうちわけ（のべ272  ( =224＋35＋5×2＋3) 名）  
 
 
            
 人数 割合(%)
英検   154  56.6
    うち  １級    (3) ( 1.1)
       準1級  (6) ( 2.2)
        ２級 (57) (21.0)
       準２級 (30) (11.0)
        ３級 (52) (19.1)
        ４級  (6) ( 2.2)
TOEFL 25 9.2 
TOEIC 73 26.8 
その他 20 7.4 



















    問 13．どこの国に留学したいですか。あれば第３希望まで国名でお答え下さい。 
 
   
第一希望      第二希望      第三希望     
国名 人数 ％    人数 ％    人数 ％ 
アメリカ合衆国 145 51.1  イギリス 70 24.6  イギリス 26 9.2 
イギリス 43 15.1  アメリカ合衆国 48 16.9  オーストラリア 25 8.8 
カナダ 18 6.3  ドイツ 31 10.9  アメリカ合衆国 24 8.5 
ドイツ 17 6.0  カナダ 18 6.3  ドイツ 24 8.5 
オーストラリア 12 4.2  オーストラリア 16 5.6  カナダ 12 4.2 
フランス 12 4.2  フランス 9 3.2  フランス 11 3.9 
イタリア 5 1.8  中国 6 2.1  中国 8 2.8 
スイス 3 1.1  オランダ 4 1.4  ニュージーランド 4 1.4 
スウェーデン 3 1.1  イタリア 3 1.1  イタリア 3 1.1 
ニュージーランド 2 0.7  ニュージーランド 3 1.1  スウェーデン 3 1.1 
タイ 2 0.7  オーストリア 2 0.7  スペイン 3 1.1 
アルゼンチン 1 0.4  スペイン 2 0.7  インド 2 0.7 
韓国 1 0.4  ラオス 2 0.7  オランダ 2 0.7 
中国 1 0.4  シンガポール 1 0.4  シンガポール 2 0.7 
英語圏 1 0.4  スイス 1 0.4  オーストリア 1 0.4 
無回答 18 6.3  スウェーデン 1 0.4  ギリシア 1 0.4 
合計 284 100.0  ハンガリー 1 0.4  ジャマイカ 1 0.4 
    ベルギー 1 0.4  スイス 1 0.4 
    ポーランド 1 0.4  タイ 1 0.4 
    メキシコ 1 0.4  デンマーク 1 0.4 
    英語圏 1 0.4  ノルウェー 1 0.4 
    無回答 62 21.8  ブラジル 1 0.4 
    合計 284 100.0  韓国 1 0.4 
        無回答 126 44.4 
        合計 284 100.0 
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◆V.O.A,  CNN（学部/経/無） 
































































































































































































































































       















  （１）女性 （２）男性 
（例）   不充分 あまり充分でない ある程度充分  充分      該当しない 





















問１. 性別 n＝324 
  １．女子（41.0％）       ２．男子（58.3％）       無回答（ 0.6％） 
 
問 2. 年齢 n＝324 
  平均 27.86  歳     ＊無回答 1.2％をのぞく 
    
問 3. 出身国名 
    
 n＝324、回答率 100.0％ 
 
問 4. 所属学部 n＝324 
【留学生センター】  １．留学生センター        （10.5％）  
【学部･研究科】  ２．総合人間学部           （ 2.2％）      ３．文学部・文学研究科    ( 3.4％) 
４．教育学部・教育学研究科 （ 1.5％）      ５．法学部・法学研究科    ( 4.9％) 
６．経済学部・経済学研究科 （ 4.3％）       ７．理学部・理学研究科    ( 4.9％) 
８．医学部・医学研究科     （ 9.6％）       ９．薬学部・薬学研究科    ( 2.2％) 
１０．工学部・工学研究科    （23.1％）     １１．農学部・農学研究科    (11.1％) 
１２．人間・環境学研究科     （ 7.4％）     １３．エネルギー科学研究科   （1.5％) 
１４．アジア・アフリカ地域研究研究科 （ 1.9％） 
１５．情報学研究科     （ 6.5％） 
１６．生命科学研究科     （ 0.6％） 
【研究所・センター】（具体名をご記入願います）  （ 3.7％） 
  １７．（                                        ） 
                 無回答  （ 0.6％） 
問５. 京都大学における身分 n＝324 
１． 学部の正規学生 （ 5.6％）
２． 大学院の正規学生 （54.3％）
３． 研究生、聴講生 （24.4％）
４． 京都大学との学術交流協定による留学生 （ 2.2％）
５． ＫＵＩＮＥＰ（京都大学国際教育プログラム）学生 （ 8.6％）
６． 日本語・日本文化研修生 （ 4.0％）
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問 6. 専門の研究分野 
 
                   n＝324、回答率 94.1％                    
 
問 7. 学位の取得を目的とされていますか。n＝324 
１．目的としている（80.9％）      ２．目的としていない（17.0％）     無回答（ 2.2％） 
  ↓      →問 8. にお進みください。 
学位の取得を目的とされている方にお尋ねします。 
問 7‐a．学位の種類は何ですか。n＝262 
１． 博士  （68.3％） 
２． 修士  （27.5％） 
３． 学士  （ 3.8％） 
           無回答   （ 0.4％） 
問 8. 日本での滞在期間について 
問 8‐a．今回はいつ日本に来ましたか。n＝324 
       年    月 
 
問 8‐b．今回の滞在は初めてですか。n＝324 
１． 初めて                    （66.0％） 
２． 以前に滞在したことがある  （29.6％）                     無回答  （ 4.3％） 
↓ 
以前の合計滞日期間：n＝96 
    年  平均  11.17  ヵ月     ＊無回答（ 3.2％）をのぞく 
  
問 9. 京都大学での留学期間はどのくらいの予定ですか。n＝324 
１． ３ヵ月未満                             （ 0.0％） 
２． ３ヵ月～６ヵ月未満                                             （ 1.5％） 
３． ６ヵ月～１年未満                                              （12.7％） 
４． １年～２年未満                                               （11.7％） 
５． ２年～３年未満                                               （17.0％） 
６． ３年～４年未満                                               （22.2％） 
７． ４年～５年未満                                               （14.2％） 
８． ５年以上                                                  （20.4％） 





無回答 （ 4.9％） 
2002 年度 留学生アンケート 調査票・単純集計 
 
 161 
問 10. 現在、奨学金を受けていますか。n＝324 
１．受けている（74.1％）     ２．受けていない（25.9％）      無回答（ 0.0％） 
  ↓       →問 11. にお進みください。 
奨学金を受けている方にお尋ねします。 
問 10‐a． どのような奨学金を受けていますか。n＝240 
１． 出身国の公的奨学金もしくは在籍大学からの奨学金        （ 7.5％） 
２． 日本政府など日本側からの奨学金                （79.2％） 
３． 京都大学からの奨学金                     （ 0.4％） 
４． その他の奨学金（具体的に：              ）   （12.5％） 
                                              無回答  （ 0.4％） 
問 10‐b． 月平均の奨学金の額はどのくらいですか。n＝240 
 平均 160,175    円                        ＊無回答 6.7％をのぞく 
 
問 11. 授業料免除を受けたことがありますか。n＝324 
１． 受けたことがある                                            （27.5％） 
２． 出願したが免除されなかった                                       （ 3.7％） 
３． 出願しなかった                                             （32.4％） 
４． 該当しない                                               （29.0％） 
              無回答  （ 7.4％） 
問 12. 現在、アルバイトをしていますか。n＝324 
1．している（22.2％）           ２．していない（76.5％）           無回答（ 1.2％） 




１．語学講師・塾講師                        （26.4％） 
２．TA（Teaching Assistant）・RA（Research Assistant）      （30.6％） 
３．学内アルバイト（図書館など）                                   （ 8.3％） 
４．通訳・ガイド                                                   （11.1％） 
５．飲食店・コンビニ                                               （12.5％） 
６．配達                                                           （ 2.8％） 
７．建設・土木などの肉体労働                                       （ 2.8％） 
８．ホテルや旅館などのサービス業                                   （16.7％） 
９．その他（具体的に：                      ）（ 9.7％） 
 
問 12‐b．月平均のアルバイト収入はどのくらいですか。n＝72 
 平均 46,619    円                       ＊無回答 12.5％をのぞく 
 
3 
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問 13. 現在の住居 n＝324 
１． 京都大学の国際交流会館                         （23.5％） 
２． 上記以外の外国人留学生用宿舎                     （13.9％） 
３． 京都大学の学生寮                           （ 5.9％） 
４． アパート・マンション・文化住宅                    （46.3％） 
５． 一戸建て                               （ 5.6％） 
６． 日本人家庭へのホームステイ                      （ 0.9％） 
７． その他（具体的に：                         ）（ 3.1％） 
                                  無回答  （ 0.9％） 
問 14. あなたは、家族といっしょに日本で生活していますか。n＝324 
１．はい（17.9％）    ２．いいえ（82.1％）     無回答（ 0.0％） 
↓       ↓ 
家族同伴の方にお尋ねします。     家族同伴ではない方にお尋ねします。 
問 14‐a. 家族構成をお答えくだ
さい。n=58 
 問 14‐b. 該当するものに○をつけてくだ
さい。n＝266 
  １．単身（母国に配偶者がいる） （14.7％）
成人  平均 1.27  人  ２．独身 （73.7％）
子ども  平均 0.58  人  ３．その他（具体的に） （ 6.4％）
＊無回答（ 5.2％）をのぞく  （                 ）
  無回答  （ 5.3％）





１． 質の高い学問・研究が行えるから                    （64.8％） 
２． 日本の文化や社会への関心があったから                （59.3％） 
３． 母国に適当な大学（大学院）がなかったから              （ 8.3％） 
４． 母国において日本留学は高い評価をうけるから             （15.7％） 
５． 日本政府などの奨学金を得たから                   （38.3％） 
６． 母国の先生に勧められたから                     （20.4％） 
７． 家族や親戚に勧められたから                     （ 8.6％） 
８． 友人や知人に勧められたから                     （ 8.0％） 
９． 地理的に近い国だから                        （10.2％） 
１０． 祖父母・両親・配偶者が日本人（日系人）だから            （ 2.8％） 
１１． その他（具体的に：                    ）    （ 9.3％） 
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問 16. 日本は留学先として第一志望でしたか。n＝324 
１．はい（82.7％）              ２．いいえ（16.0％）              無回答（ 1.2％） 
          ↓ 
          第一志望でなかった方にお尋ねします。n＝52、回答率 94.2％ 
        問 16‐a. 留学したかった大学はどこですか。 
国と大学名を志望順に３つまでお答えください。 
    第一志望：国（         ）大学名（          ） 
    第二志望：国（         ）大学名（          ） 
    第三志望：国（         ）大学名（          ） 
  
問 17．京都大学に留学した理由は何ですか。該当するものに３つまで○をつけてください。 
    n＝324、無回答 0.9％ 
１． すぐれた教育研究指導をうけることができると考えたから        （68.5％） 
２． 施設が充実しており研究環境がよいから                （55.6％） 
３． 京都で学びたかったから                       （39.5％） 
４． 母国の先生に勧められたから                     （23.8％） 
５． 家族や親戚に勧められたから                     （ 7.1％） 
６． 友人や知人に勧められたから                     （13.0％） 
７． 母国や日本での就職に有利であると考えたから             （ 9.3％） 
８． 第一志望ではなかったが、文部科学省に指定されたから         （ 4.6％） 
９． 第一志望ではなかったが、入学試験に合格したから           （ 2.5％） 




１． 家族や親戚                             （12.7％） 
２． 知人や友人                             （26.5％） 
３． 母国の先生                             （38.9％） 
４． 日本大使館                             （15.1％） 
５． 京都大学パンフレット（Bulletin など）                （19.8％） 
６． 京都大学に在籍中の留学生                      （16.0％） 
７． 日本から帰国した留学生                       （14.8％） 
８． ホームページ                            （49.1％） 
９． 留学フェア                             （ 4.3％） 
１０． その他（具体的に：                          ）（12.0％） 
5 





  不充分 あまり充分でない ある程度充分  充分 該当しない 無回答 
a. 入学試験の方法 （ 7.1％） （12.3％） （28.4％） （30.6％） （14.8％） （ 6.8％） 
b. 授業料 （ 5.9％） （10.8％） （22.8％） （28.1％） （23.5％） （ 9.0％） 
c. 指導教官 （ 7.4％） （12.0％） （25.6％） （38.3％） （ 9.9％） （ 6.8％） 
d. 専攻分野 （ 5.2％） （12.7％） （27.2％） （37.0％） （10.2％） （ 7.7％） 
e. 研究生になる方法 （ 8.0％） （15.4％） （24.1％） （24.7％） （18.8％） （ 9.0％） 
f. 学位取得の条件 （ 6.2％） （15.7％） （29.0％） （27.8％） （11.7％） （ 9.6％） 
g. 住居（学生寮など） （20.1％） （28.1％） （21.6％） （19.1％） （ 4.3％） （ 6.8％） 
h. 奨学金 （13.6％） （19.8％） （24.7％） （25.6％） （ 8.3％） （ 8.0％） 
i. 大学の歴史や学風 （ 5.2％） （14.8％） （33.0％） （32.7％） （ 5.6％） （ 8.6％） 
j. その他 （ 3.4％） （ 1.9％） （ 3.4％） （ 1.9％） （ 2.8％） （86.7％） 




１． 家族や親戚の紹介で                          （ 3.4％） 
２． 知人や友人の紹介で                          （13.9％） 
３． 母国の先生の紹介で                          （21.0％） 
４． 京都大学の先生の紹介で                        （12.7％） 
５． ホームページで見て                          （30.2％） 
６． 京都大学パンフレットを見て                      （ 9.0％） 
７． 論文を読んで                             （13.6％） 























問22. 京都大学入学時に、次のことについて充分な説明がありましたか。a～k について、 
あてはまる番号に○をつけてください。n＝324 
 
  不充分 あまり充分でない ある程度充分 充分 該当しない 無回答 
a. 所属学部・大学院の事務のしくみ （10.5％） （24.7％） （35.8％） （20.7％） （ 5.2％） （ 3.1％）
b. 京都大学全体の事務のしくみ （15.1％） （27.8％） （32.7％） （15.4％） （ 5.2％） （ 3.7％）
c. 授業カリキュラム （10.8％） （23.8％） （35.5％） （20.7％） （ 4.6％） （ 4.6％）
d. キャンパス内の建物配置 （ 7.4％） （17.3％） （38.0％） （32.7％） （ 1.5％） （ 3.1％）
e. 身分証発行の方法 （ 6.8％） （13.6％） （28.7％） （46.0％） （ 1.9％） （ 3.1％）
f. 図書館の利用方法 （ 9.0％） （16.4％） （30.2％） （39.8％） （ 1.2％） （ 3.4％）
g. コンピュータ設備の利用方法 （ 8.6％） （18.8％） （36.1％） （31.5％） （ 1.5％） （ 3.4％）
 （メールアカウントの取得方法を含む） 
h. 大学生協の利用方法 （ 6.5％） （17.9％） （35.8％） （35.5％） （ 1.2％） （ 3.1％）
i. 留学生センターの日本語授業 （ 4.3％） （16.4％） （30.2％） （39.2％） （ 6.5％） （ 3.4％）
j. 留学生センターの留学生相談室 （11.1％） （20.4％） （29.0％） （25.0％） （10.2％） （ 4.3％）
k. その他 （ 3.1％） （ 0.6％） （ 0.6％） （ 0.0％） （ 0.3％） （95.4％）
（具体的に：                                                       ) 
 
問 23. あなたの母語(生まれてからずっと使っている言葉)は何ですか。 
 





 １． ほとんどできない                            （13.3％） 
 ２． 日常生活でのコミュニケーションができる程度              （42.3％） 
 ３． 教科書を読み、授業をほぼ理解できる程度                 （15.4％） 
 ４． レポートを書き、授業で質疑ができる程度                 （14.8％） 
 ５． 論文を読んだり書いたりし、専門的なことを日本人と同等に議論できる程度（14.2％） 
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問 25. あなたの日本語学習暦についてお答えください。 
問 25‐a. 京都大学入学以前の日本語学習歴について、学習期間を月数で記入し
てください。n＝324 
  平均 18.94  ヵ月                            ＊無回答 2.5％をのぞく 
問 25‐b. 京都大学入学以降（研究生を含む）の日本語学習歴について、学習期
間を月数で記入してください。n＝324 
  平均  6.09  ヵ月                            ＊無回答 6.2％をのぞく 
 
問 26. 日本語能力試験を受けたことがありますか。n＝324 
１．はい（40.7％）              ２．いいえ（59.0％）              無回答（ 0.3％） 
↓        →問 27 へお進みください。 
日本語能力試験を受けた方にお尋ねします。 
問 26‐a. 何級を受けましたか。n＝132 
       級 １級（69.7％）、2 級（11.4％）、3 級（12.9％）、4 級（ 4.5％）、無回答（ 1.5％） 
問 26‐b. 合格しましたか。n＝132 
１．はい  （81.1％） 
２．いいえ （18.2％）                                             無回答   （ 0.8％） 




問 27‐a.  あなたの使用言語（一番近いものに１つだけ○をつけてください。） 
１． 日本語のみ                         （27.5％） 
２． 主に日本語で少し英語を使う                 （22.2％） 
３． 主に日本語で少し母語（英語以外）を使う           （ 1.2％） 
４． 主に英語で少し日本語を使う                 （25.0％） 
５． 主に母語（英語以外）で少し日本語を使う           （ 1.2％） 
６． 英語のみ                          （15.4％） 
７． 母語（英語以外）のみ                    （ 0.9％） 
８． その他（具体的に：                    ）（ 4.0％） 
                                                     無回答    （ 2.5％） 
問 27‐b. 指導教官の使用言語（一番近いものに１つだけ○をつけてください。） 
１． 日本語のみ                         （24.7％） 
２． 主に日本語で少し英語を使う                 （38.9％） 
３． 主に日本語で少し母語（英語以外）を使う           （ 1.9％） 
４． 主に英語で少し日本語を使う                 （18.5％） 
５． 主に母語（英語以外）で少し日本語を使う           （ 1.2％） 
６． 英語のみ                          （ 7.7％） 
７． 母語（英語以外）のみ                    （ 0.3％） 
８． その他（具体的に：                    ）（ 3.4％） 
                                  無回答  （ 3.4％） 
8 
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問 28. あなたの英語力はどのくらいですか。n＝324 
１． ほとんどできない                                                   （ 5.2％） 
２． 英語で日常生活でのコミュニケーションができる程度          （14.8％） 
３． 英語で教科書を読み、授業をほぼ理解できる程度            （15.1％） 
４． 英語でレポートを書き、授業で質疑ができる程度            （16.4％） 
５． 英語で論文を読んだり書いたりし、専門的なことを議論できる程度    （47.8％） 




 １． 日常生活でも、授業・研究でも日本語は必要ない。            （ 2.8％） 
 ２． 日常生活ができれば、授業・研究では日本語はほとんど必要ない。     （22.8％） 
 ３． 教科書を読み、授業をほぼ理解できる程度の日本語が必要である。     （15.7％） 
 ４． レポートを書き、授業で質疑ができる程度の日本語が必要である。     （10.2％） 
 ５． 論文を読んだり書いたりし、専門的なことを日本人と同等に議論できる 
      程度の日本語が必要である。                          （38.0％） 
 ６． その他（具体的に：                          ）（ 3.7％） 
                                 無回答  （ 6.8％） 
問30. 指導教官との関係はどうですか。あてはまる番号に○をつけてください。n＝324 
 
         どちらかといえば    どちらかといえば   
うまくいっていない   うまくいっていない   うまくいっている  うまくいっている          無回答 
１―――――――２―――――――３―――――――４ 
         （ 3.4％）        （ 4.0％）        （41.4％）        （44.4％）          （ 6.8％） 
↓        ↓     →問 31 へ   →問 31 へ 

























      程度の日本語が必要である。 
（51.2％）
６． その他（具体的に：                           ） 




問 32. 予定している留学が終わった後、どういった進路をとりたいと考えていますか。 
１つだけ○をつけてください。n＝324 
１．学生として研究を続ける           →問 32-a．にお進みください      （28.4％） 
２．就職する（ポストドクターを含む）   →問 32-b．にお進みください   （67.9％） 
３．その他（具体的に：                           ）（ 2.2％） 
                            無回答  （ 1.5％） 
学生として研究を続けると答えた方にお尋ねします。 
問 32‐a．どこで研究を続けたいですか。１つだけ○をつけてください。n＝92 
     １．母国                               （30.4％） 
         ２．日本                               （27.2％） 
         ３．「母国と日本」以外のアジアの国 (具体的に：            ) （ 1.1％） 
         ４．欧米諸国 (具体的に：                      ) （28.3％） 
         ５．その他(具体的に：                        ) （ 5.4％） 
                                                     無回答  （ 7.6％） 
就職すると答えた方にお尋ねします。 
問 32‐b．どこで就職したいですか。１つだけ○をつけてください。n＝220 
 １．母国  →問 32-c．にお進みください                           （61.4％）
 ２．日本                                 （15.9％）
 ３．「母国と日本」以外のアジアの国 (具体的に：            ) （ 1.4％）
 ４．欧米諸国 (具体的に：                       ) （ 8.6％）
 ５．その他(具体的に：                         )  （ 9.5％）
                                                 無回答 （ 3.2％）
      
母国で就職すると答えた方にお尋ねします。 
問 32‐c．n＝135 
１． 留学前に就いていた職に復職する           （31.9％） 
２． 新たに就職する                   （54.8％） 
３． その他（具体的に：                ）（ 8.9％） 
                                                      無回答  （ 4.4％） 
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問 33． 京都大学における留学経験は、あなたにとってプラスになると思いますか。n＝324 
 











a. 進学に関して（進学予定者のみ） （ 0.0％） （ 0.3％） （ 8.6％） （18.8％） （68.5％） （ 3.7％） 
b. 職業選択に関して （ 0.6％） （ 4.9％） （29.9％） （58.3％） （ 0.0％） （ 6.2％） 
c. 昇進に関して （ 0.9％） （ 7.1％） （34.3％） （47.2％） （ 0.0％） （10.5％） 
d. 異文化理解に関して （ 0.3％） （ 1.5％） （20.1％） （73.1％） （ 0.0％） （ 4.9％） 
e. その他 （ 0.0％） （ 0.3％） （ 0.9％） （ 8.3％） （ 0.0％） （90.4％） 
   （具体的に：                                             ） 
 
問34. 問 33 で一つでもプラスになる、どちらかといえばプラスになると回答された方に 
お尋ねします。特に役にたつと考えられるものは何ですか。１つだけ○をつけて 
ください。n＝318 
１． 留学中に取得した知識や技術                     （65.1％） 
２． 留学中に培った人脈                                                 （ 7.2％） 
３． 留学中に取得した学位や留学したという履歴                           （21.7％） 
４． その他（具体的に：                        ）（ 2.2％） 
                                                                  無回答  （ 3.8％） 
問35. 京都大学の教育・研究環境について、どのような印象をお持ちですか。  
a～n について、あてはまる番号に○をつけてください。n＝324 
 
  不満足 やや不満足 やや満足 満足 わからない 無回答 
a. 指導教官の指導 （ 3.1％） （ 4.0％） （27.8％） （53.7％） （ 8.3％） （ 3.1％） 
b. 研究水準 （ 0.3％） （ 4.6％） （26.9％） （55.2％） （10.2％） （ 2.8％） 
c. 授業や講義の質 （ 5.2％） （17.3％） （36.4％） （26.2％） （12.0％） （ 2.8％） 
d. 研究室の雰囲気 （ 3.1％） （ 6.2％） （28.4％） （44.4％） （13.9％） （ 4.0％） 
e. 所属学部の留学生専門教育教官 （ 4.0％） （ 9.9％） （23.5％） （32.1％） （25.6％） （ 4.9％） 
f. 日本人学生との交流 （11.1％） （17.6％） （38.6％） （27.2％） （ 4.0％） （ 1.5％） 
g. チューターのサポート （10.2％） （10.8％） （25.3％） （25.6％） （22.8％） （ 5.2％） 
h. 留学生センターの日本語授業 （ 2.5％） （12.0％） （29.6％） （34.6％） （17.6％） （ 3.7％） 
i. 留学生センターの留学生相談室 （ 3.4％） （11.7％） （24.4％） （23.8％） （31.8％） （ 4.9％） 
j. 所属学部の事務サービス （ 4.6％） （13.6％） （30.6％） （37.7％） （11.1％） （ 2.5％） 
k. 留学生課の事務サービス （ 3.7％） （ 9.3％） （30.9％） （43.2％） （10.5％） （ 2.5％） 
l. 建物、図書館、実験設備 （ 2.5％） （ 9.6％） （36.7％） （45.4％） （ 4.6％） （ 1.2％） 
m. コンピュータ設備 （ 5.6％） （13.3％） （33.6％） （38.9％） （ 5.9％） （ 2.8％） 





















問 38． あなたの心配事や悩みについてお尋ねします。 
   問 38‐a．次のような心配事や悩みを誰に相談しますか。ア．イ．ウ．エについて、 
    下記の選択肢 1～11 から最大３つまで選んで番号をご記入ください。 




11（ 4.6％）、5（ 4.0％） 
5（12.7％）、7（ 9.3％）、 
6（ 8.6％）、1（ 5.2％） 
5（ 6.8％）、7（ 5.9％）、 
8（ 3.4％）、1（ 3.1％） 
    イ．人間関係に関する心配事・悩み 
7（37.7％）、11（10.5％）、 
5（ 9.9％）、8（ 5.9％） 
8（11.4％）、5（ 7.1％）、 
7（ 6.8％）、6（ 3.4％） 
5（ 4.9％）、8（ 4.0％）、 




5（ 9.0％）、8（ 8.6％）、 
7（ 8.3％）、6（ 3.7％） 




1（ 6.2％）、5（ 4.3％） 
8（ 7.7％）、7（ 6.2％）、 
5（ 4.9％）、1（ 4.6％） 
5（ 4.6％）、8（ 3.1％）、 
6（ 2.8％）、7（ 2.2％） 
 
問 38-a．の選択肢： 
１．指導教官 ２．所属学部の留学生専門教育教官 ３．所属学部の事務室 
４．留学生課 ５．チューター以外の日本人学生   ６．チューター 





2002 年度 留学生アンケート 調査票・単純集計 
 
 171 















問 39． あなたの学部・研究科には留学生専門教育教官がいますか。n＝324 
１．いる（27.8％）    ２．いない（13.3％）    ３．知らない（54.9％）    無回答（ 4.0％） 
       ↓  →問 40 へ     →問 40 へ 
留学生専門教育教官がいると答えた方にお尋ねします。 
問 39‐a．留学生専門教育教官と相談したことがありますか。n＝90 
１．はい（35.6％）             ２．いいえ（63.3％）              無回答（ 1.1％） 















問 40． チューター制度を知っていますか。n＝324 
１．知っている（57.4％）          ２．知らない（39.5％）          無回答（ 3.1％） 
↓         →問 41 へ 
チューター制度を知っている方にお尋ねします。 
問 40‐a．現在、あなたにはチューターがいますか。n＝186 
１．いる（36.6％）      ２．以前いたが今はいない（29.0％）      ３．いない（31.2％） 
↓     ↓           →問 41 へ 
 ↓     ↓                          無回答（ 3.2％）  
    チューターがいる／いた方にお尋ねします。 
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     のに１つだけ○をしてください。n＝123 
１． ほぼ毎日                          （22.0％） 
２． 週に２，３回                          （17.9％） 
３． 週に１回                                                   （24.4％） 
４． ２週間に１回                                               （ 4.9％） 
５． １ヵ月に１，２回                                           （ 6.5％） 
６． ２，３ヵ月に１回                                           （ 6.5％） 
７． その他（具体的に：                    ）（17.9％） 
                                                   無回答  （ 0.0％） 
問 40‐c．チューターとはどのような相談をしていますか／しましたか。該当す 
         るものに３つまで○をつけてください。n＝123、無回答 5.7％ 
１． 日本語について                       （40.7％） 
２． 専門の研究について                     （49.6％） 
３． 大学生活について                      （25.2％） 
４． 日本での一般的な生活について                （37.4％） 
５． 人間関係について                      （12.2％） 
６． 生活費などの経済面について                 （ 4.9％） 




      どちらかといえば   どちらかといえば 
     うまくいっていない うまくいっていない  うまくいっている  うまくいっている         無回答 
１――――――２――――――３――――――４ 
（ 4.9％）        （ 4.9％）       （43.1％）        （40.7％）         （ 6.5％） 
↓      ↓     →問 41 へ   →問 41 へ 
うまくいっていない、どちらかといえばうまくいっていないを選んだ方にお尋ね
します。 
問 40‐e．その理由は何だと思いますか。もっとも当てはまるものに 1 つだけ○ 
     をつけてください。n＝12、無回答 0 人 
１． チューターにやる気がない                               （2 人） 
２． チューターが忙しくて時間がない                            （1 人） 
３． チューターと性格的に合わない                             （2 人） 
４． その他（具体的に）                                  （7 人） 
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問 41. 留学生センター・留学生課をどのように利用していますか。該当するものにすべ 
て○をつけてください。n＝324、無回答（ 4.3％） 
１． 日本語授業                            （76.2％） 
２． 英語講義（ＫＵＩＮＥＰ）                      （10.8％） 
３． 新聞・教材・図書の閲覧および借出                 （19.4％） 
４． 留学生相談室の利用                        （13.0％） 
５． 留学生センター教官と面談                     （ 8.0％） 
６． 奨学金に関わる相談、情報収集                   （34.0％） 
７． 住居に関わる相談、情報収集                    （26.2％） 
８． アルバイトに関わる情報収集                    （ 9.3％） 
９． 催し物の情報収集                         （18.8％） 
１０． 見学旅行に参加                          （39.8％） 
１１． 他の留学生との交流を求めて                    （14.5％） 
１２． 日本人学生との交流を求めて                    （ 9.3％） 
１３． その他（具体的に：                       ）（ 4.0％） 
 
問 42.  留学生センターをどの程度利用していますか。該当するものに１つだけ○をして 
ください。n＝324 
１． ほとんど毎日                           （ 9.9％） 
２． 週に２～３回程度                         （17.3％） 
３． 週に１回程度                           （23.5％） 
４． 月に１回程度                           （23.8％） 
５． 半年に２～３回程度                        （ 6.5％） 
６． 一年に２～３回程度                        （ 6.5％） 
７． ほとんど利用しない                        （11.4％） 
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問 43. 日本語コースについて伺います。 
問 43－a．京都大学で受講した日本語コースにすべて○をつけ、それぞれの学習期
間を学期数（semester）で記入してください。n＝261、無回答（19.5％） 
 学習期間（学期数）  
１． 集中コース（日本語予備教育） →（ ）学期間 （計 21.5％）
２． 日本語補講：重点コース →（ ）学期間 （計 6.5％）
３． 日本語補講：選択コース 初級Ⅰ →（ ）学期間 （計 13.4％）
４． 日本語補講：選択コース 初級Ⅱ →（ ）学期間 （計 15.3％）
５． 日本語補講：選択コース 中級Ⅰ →（ ）学期間 （計 18.8％）
６． 日本語補講：選択コース 中級Ⅱ →（ ）学期間 （計 15.7％）
７． 日本語補講：選択コース 中級Ⅲ →（ ）学期間 （計 5.4％）
８． 日本語補講：選択コース 上級 →（ ）学期間 （計 5.7％）
９． ＫＵＩＮＥＰ日本語コース →（ ）学期間 （計 5.7％）
１０．その他（               ） →（ ）学期間 （計 3.8％）
 
問 43－b．受講した日本語クラスについて、よかった点を具体的にお書きくださ 
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問 44. 今後も日本語の学習を続けたいですか。n＝324 
１．はい（79.0％）     ２．いいえ（15.7％）                  無回答
（ 5.2％） 
   ↓    →問 45 へお進みください。 
今後も日本語を学習したい方にお尋ねします。 
問 44－a. どのような形態での学習を希望しますか。該当するものにすべて○をつけ 
     てください。n＝256、無回答 0.8％ 
１． 教室での授業 →問 45 へお進みください。             （53.5％） 
２． 個人学習 →問 45 へお進みください。             （43.0％） 
３． オンラインを利用した学習 →問 44-b,c へ進みください。       （20.0％） 





１． 研究室                             （74.5％） 
２． 自宅                              （51.0％） 
３． メディアセンター                        （15.7％） 
４． 留学生センター                         （ 9.9％） 




１． 文法                              （62.7％） 
２． 漢字                              （54.9％） 
３． 読解                              （52.9％） 
４． 聴き取り                            （41.2％） 
５． 発音練習・会話                         （43.1％） 
６． 作文添削                            （51.0％） 
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問 45. 留学生センターの留学生相談室を知っていますか。n＝324 
１．知っている（54.6％）     ２．知らない（42.3％）          無回答（ 3.1％） 
↓     →問 46 へお進みください。 
留学生相談室を知っている方にお尋ねします。 
問 45－a．留学生相談室を利用したことがありますか。n＝177 
１．ある（16.4％）   ２．ない（81.4％）                無回答（ 2.3％） 
↓     →問 45-c へお進みください。 
留学生相談室を利用したことがある方にお尋ねします。 
問 45－b．どのような方法で利用しましたか。n＝29、無回答 3.4％ 
１．面談 （86.2％）
２．電話で相談 （ 3.4％）
３．e-mail で相談 （ 6.9％）





  n＝324、無回答 40.7％  ＊本来、n＝177 であるが、回答されているものはすべて有効回答とした。 
１． 研究上の相談                        （ 8.6％） 
２． 進学・転学（学部・研究科）                 （10.2％） 
３． 指導教官に関連すること                   （ 4.0％） 
４． 日本語の問題                        （20.4％） 
５． 奨学金に関連すること                    （29.0％） 
６． 就職に関連すること                     （16.0％） 
７． 宿舎に関連すること                     （25.9％） 
８． 医療に関連すること                     （23.8％） 
９． 家族問題に関連すること                   （ 4.0％） 
１０． 人間関係に関連すること                   （ 6.8％） 
１１． 心理相談                          （ 6.2％） 
１２． 事故・事件に遭遇した場合                  （21.6％） 
１３． その他（差し支えない範囲で書きください：                         
                                 ）（ 0.9％） 


































































回答数 割合（%） 回答数 割合（%）
中国 79 24.4 カンボジア 
韓国 61 18.8 シンガポール 





ブラジル 11 3.4 ホンデュラス 





















































 回答数 割合（%） 
文系 100 30.9 
理系 205 63.3 
無回答 19 5.9 
計 324 100.0 
理系内訳 情報・コンピューター 23 11.2 
 土木・建築・都市 55 26.8 
 工学・物理 56 27.3 
 化学・材料 20 9.8 








第一希望  第二希望 第三希望 
国名 人
数





アメリカ 39 75.0  アメリカ 12 23.1 アメリカ 6 11.5
イギリス 5 9.6  カナダ カナダ 
タイ  イギリス 
4 7.7
イギリス 
カナダ  ドイツ 2 3.8 オランダ 
スペイン  オーストラリア 1 1.9 スウェーデン 
ドイツ  特になし 26 50.0 フランス 
フランス 
1 1.9 
 無回答 3 5.8 オーストラリア 
1 1.9
無回答 3 5.8  合計 52 100.0 特になし 37 71.2
合計 52 100.0  無回答 3 5.8
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◇ インターネットで情報を提供して欲しい。(学部・薬) (院・エネ研) (院・工) (院・生命科
研) (院・理) (院・その他) 
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◇ 1．大学の校風、知名度、教育環境。 2．入試に関する情報、たとえば過去問題。 3．学費
減免の情報及び奨学金の情報（インターネットで調べれられるか直接学校に問い合わせられ
る）(院・人環) 
























































◆ 指導教官がいないから(学部・総人） - 













































◆ 言語方面、日本語が下手なので(研究生・経） 自分のできる言葉で話して交流する。 











































































































































































































































































































◆ 来日間もないのでわからない。(研究生・医) (研究生・工) (研究生・情報研) (研究生・農) 
(研究生・理) (研究生・留セ) (研究生・その他) 
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◆ たくさんあるから、挙げたくない。(院・農) 




◆ 特になし・なし(学部・工) (院・工) (院・医)5人(院・農) 2人 (院・情報研) (院・人環) (院・










































































































































































◆ 集中 日常生活に役立った。(院・農) 
◆ 集中 会話(院・法) 
◆ 集中 会話クラスはすばらしかった。(院・工) 
◆ 集中 簡単な聴解能力を身につけました。新聞記事と社会科学ゼミの授業でいろい
ろ勉強になりました。(院・教) 
◆ 集中 聴解と文型(研究生・法) 
◆ 集中 文法の理解(院・理) 
◆ 集中 理解し、話せるようになった。(院・理) 
◆ 集中 漢字クラス(研究生・留セ) 
◆ 集中 日本語授業の復習が日本語の基礎作りに役立った。(院・工) 
◆ 集中 集中コースは、日本研究の基礎を理解できるようになった。選択コースは、
教師と学生との密なやりとりがあってよかった。(院・農) 









◆ 集中 日本語の理解、日本語クラスで友達を得たこと。(研究生・法) 







◆ 集中 先生と日本語を練習できること(協定校・経) 
◆ 集中 日本語を習うことは、最も有益である。(院・農) 
◆ 集中 有益だったが、私はもっと読むことと話すことの練習が必要だ。(院・工) 
◆ 集中 はい(研究生・工) 
◆ 集中 はい。とてもよい。(院・農) 
◆ 集中 とても役に立った。(研究生・AA研) 
◆ 集中 日本語クラスはすべて役に立った。(研究生・AA研) 
◆ 集中 少しだけ(院・工) 
◆ 集中 1つしかとったことがない(院・農) 
◆ 集中 評価するにはまだ滞在期間が短すぎる。(研究生・医) 
◆ 集中 日本語の準備は非常に大切なので、もっと役立つコースが集中的にあったほ
うがいい。(研究生・情報研) 
◆ 集中 コメントするには早すぎる。(研究生・留セ) 
◆ 集中 まだ集中日本語を始めたばかりなのでわからないが、きっと日常生活や研究
に役立つと思う。(研究生・農) 
◆ 集中、補（初） 文法、聴解、新聞を使った会話、読解(院・工) 










◆ 集中、補（中） 良い。(院・工) 
◆ KUINEP 先生方、授業教材。(KUINEP) 
◆ KUINEP 先生方が上手におしえていらっしゃる。(KUINEP) 
◆ KUINEP アシスタントの先生の個人的な勉強指導、英語で十分日本語を説明してくれ
たこと。(KUINEP) 
◆ KUINEP 教材がよかった（Minano Nihongo)。体系的で詳しい講義も。 





◆ KUINEP、補（初） 文法と語彙が心配だ。(KUINEP) 
◆ KUINEP、補（初） 教官に色々な人がいて色々な経験が出来る。色々な授業。(KUINEP) 
◆ KUINEP、補（初） 文法(KUINEP) 
◆ 重点 話す、読む、理解する（ひらがな、カタカナ）簡単な日常会話。(院・農) 
◆ 重点 ある程、日本語を勉強でき、他の留学生と友達になった。(院・農) 
◆ 重点 日常のコミュニケーションに役立った。(院・医) 
◆ 重点 先生方が親切に、誠意を込めて教えてくれた。(院・工) 
◆ 重点 文法クラスがよかった。(院・人環) 





◆ 重点、補（初） 日本語能力(院・エネ研) 




◆ 補（初） 先生とのやりとり。(KUINEP) 
◆ 補（初） 質の高い教師、よい教材が役に立った。(KUINEP) 
◆ 補（初） いい先生。(KUINEP) 
◆ 補（初） 先生がとても熱心で、授業も多い。(院・その他) 
◆ 補（初） 教授のプロとしての素質と授業中の親切な雰囲気。(院・工) 
◆ 補（初） 先生が親切に教えてくれた。(院・工) 
◆ 補（初） 先生は皆親切です。(院・農) 
◆ 補（初） 先生の性格はとてもオープンで、授業の雰囲気もとても活発である(院・理)
◆ 補（初） 比較的簡単に覚えられる。(院・工) 
◆ 補（初） やはりいろんな人たちを会えるのができるし、研究室以外でつかう言葉に接
することができてよかった。(院・工) 
◆ 補（初） 他のところで習うより時間が節約できたこと。(院・情報研) 
◆ 補（初） 体系的な講座。(院・農) 
◆ 補（初） 日常会話を学べてとても役に立った。(院・農) 
◆ 補（初） 有益です。しかし、留学生はもっと効率よく集中的にできるだけ日本語を学
ぶべきと思う。SFJの1～3巻は1学期間で教わるべき。(院・理) 
◆ 補（初） コミュニケーションと文化的側面。(協定校・工) 
◆ 補（初） 初級漢字(研究生・工) 
◆ 補（初） 学生は様々な国から来ているため、授業のスピードが速いと感じることがあ








◆ 補（初）、補（中） 日本語教室で標準日本語を学べる。(院・医) 











◆ 補（中） 先生はとっても親切です。(院・医) 
◆ 補（中） Ｘ先生の講義は楽しかった。(院・工) 
◆ 補（中） 先生の授業はとても面白く、学生たちに考えさせてくれる。(院・工) 
◆ 補（中） Ｘ先生の授業は、これまで受けたなかでも最高の授業だった。 







◆ 補（中） 活発で、とても実践的。(院・医) 










◆ 補（中） 文法、会話、漢字(KUINEP) 
◆ 補（中） 文法(KUINEP) 
◆ 補（中） 文法の基礎(協定校・経) 
◆ 補（中） 新聞を読むのにとても満足している。日本社会、日本経済について多くの論
点を学ぶことが出来るから。(KUINEP) 
◆ 補（中） 日本語のニュアンスの違いを習ったこと(院・工) 
◆ 補（中） 日本語の流暢さを上達させること。(研究生・工) 
◆ 補（中） 会話、聞き取り、読みとり、日本語の技能、作文(研究生・農) 
◆ 補（中）、補（上） 書く能力の向上、日本文化事情(院・法) 
◆ 補（中） 日本人から日本語を習う機会を得られた。(院・工) 
◆ 補（中） 聴解コース(院・医) 
◆ 補（中） 中級Ⅰのクラス。(院・医) 
◆ 補（中） カリキュラムが豊富。内容が多彩。選択のチャンスが多い。(院・工) 
◆ 補（中） 私の日本語能力は徐々に良くなっているので、いいと思います。(院・工) 




◆ 補（中） 身近な日本語なので、とても役立つ(院・情報研) 
◆ 補（中）、補（上） 国境を越えたこと。Ｘ先生とＸ先生、Ｘ先生の授業(KUINEP) 
◆ 補（中）、補（上） 先生がやさしくしてくれた。先生の教え方が分かりやすかった。(院・法) 
◆ 補（上） はい。でも、集中的なクラスがもっとあってよい。(院・工) 
◆ 補（上） 外国人がわかりにくい部分を詳しく説明してくれたこと。(院・人環) 





◆ 補（上） 授業のテーマ、教材が面白かった。(院・人環) 
◆ 補（上） 中級Ⅱの「ＸＸＸ」。本当に役立ったので、2学期間受講した。Ｘ先生の金融
に関する上級コースは、日本語と知識の両方で役立つと思う。(院・農) 
◆ 補（上） 作文の校正や漢字の勉強になった(院・法) 
◆ 補（上） 日本語能力が急激に伸びた。(院・工) 
◆ 補（上） まだ始まったばばかりなのでわかりません(研究生・人環) 

















◆ 集中 実戦的な練習の時間を増やしてほしい(院・工) 
◆ 集中 専門日本語(院・工) 
◆ 集中 ですます調にあまりこだわるべきではない。ほとんど日常生活で使われてい
ない。(院・工) 
◆ 集中 作文と研究発表が出来る力をつける。(院・農) 
◆ 集中 作文、読解(院・法) 
◆ 集中 作文技術の指導(院・理) 
◆ 集中 初心者に辛抱強く接し、よい発音と作文を教えてほしい。(研究生・情報研)
◆ 集中 漢字と会話(研究生・留セ) 
◆ 集中 読解。学生のレベルに差があるので、自分に適切な漢字レベルと学習進度が
わからない。(研究生・法) 
◆ 集中 講義のスピードが遅すぎる時がある(院・工) 
◆ 集中 スピード。時々、教師の言っていることが分からなかった。特に、最初の1
ヶ月（ひらがな・カタカナ）。(研究生・AA研) 
◆ 集中 もう少し長期間のほうがよかった。(院・理) 
◆ 集中 集中期間の長さ（もっと内容を多くし且つ期間を長く）(研究生・法) 
◆ 集中 日本語クラスの学期末に学生による授業評価をしたほうがよい。(院・工) 
◆ 集中 集中度（1週間に何回あるか）の違うコースの設置。(院・工) 
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◆ 集中 すべての領域(院・農) 
◆ 集中 勉強や研究には、それほど習ったことが役に立っていない。たとえば、専門
日本語クラスはあまりよくない。(院・農) 
◆ 集中 もっと効果的な教え方(院・薬) 
◆ 集中 すべての日本語クラスで改善が必要。(研究生・AA研) 
◆ 集中 評価するにはまだ滞在期間が短すぎる。(研究生・医) 
◆ 集中 わからない。(院・工) 




◆ 集中、補（初） 日本語会話に関しては、研究室を使えばいい。(院・工) 
◆ 集中、補（初） はい。実際に使えるようになるように努力が必要。(院・情報研) 









◆ 集中、補（中） 日常会話(院・工) 
◆ KUINEP 少し誠実さに欠けたり、実力が不十分な先生がいらっしゃる。(KUINEP) 
◆ KUINEP 時々（学生が全員出席するとき）学生数が多すぎることがある。(KUINEP) 
◆ KUINEP 文法ばかりでなく日本で生活するために必要な会話をもっと。(KUINEP) 
◆ KUINEP、補（初） 初級Ⅱ会話のクラスは大いに改善の余地がある。これは教師のせいではな
く、興味をひく教材・テープが乏しいことによると思う。(KUINEP) 
◆ KUINEP、補（初） 教室に学生が多すぎることがあり、あまり話す機会がない。(KUINEP) 
◆ KUINEP、補（初） 分からない。(KUINEP) 
◆ 重点 会話クラス(院・人環) 
◆ 重点 日常会話、意見の交換、ひらがな、カタカナの読み(院・農) 
◆ 重点 もっとビデオを使うとよいと思う。(院・その他) 
◆ 重点 ①教師はもっと例を挙げて説明して欲しい。②もっと、ビデオテープとかそ
の他の教材を使うべきである。③講義はもっと明解であるべき。(院・農) 
◆ 重点 授業では、教師は中立言語として英語を使うべき。(院・農) 
◆ 重点 学生の出席をチェックし、一定の期間以上を欠席した学生は、他の学生に支
障ないようにしなければならない。(研究生・工) 




◆ 補（初） もっと会話を 
◆ 補（初） 会話 
◆ 補（初） 文法の説明が足りない(院・工) 
◆ 補（初） 文法、会話が体系的ではない。(院・工) 
◆ 補（初） 文法(院・情報研) 
◆ 補（初） 文法、聞き取り、話し方(院・理) 
◆ 補（初） 発話練習を増やす(協定校・工) 
◆ 補（初） 留学生に日本語を興味持たせる(KUINEP) 
◆ 補（初） 双方向交流の欠如 





















◆ 補（初）、補（中） もっと、クラスの人数を減らしていいと思います。(院・農) 
◆ 補（中） 漢字コースと会話力(協定校・人環) 
◆ 補（中） 授業はもっと情報が豊富であるべき。(研究生・AA研) 
◆ 補（中） 準備すべき部分はあらかじめ教えてほしい。(KUINEP) 
◆ 補（中） 授業にいささか体系性が欠けているように感じられた点。(院・工) 
◆ 補（中） 専門日本語クラスは、もっと分野を絞るべき(院・工) 
◆ 補（中） 会話能力をアップしたいのですが、今の日本語コースの内容を見てなかなか
できない。(院・人環) 
◆ 補（中） しくみ、会話(協定校・経) 
◆ 補（中） 会話の授業は極めて不充分。先生はおずおずしているし、内気な感じ。
(KUINEP) 
◆ 補（中） もっと先生と相談する機会があるべきだ。(院・医) 







◆ 補（中） 国籍を冗談のネタにしない先生を採用してほしい(KUINEP) 
◆ 補（中） 西洋人を露骨に好む先生がいる。(研究生・総人) 




◆ 補（中） 文法の講義が少ししかない。(協定校・人環) 





◆ 補（中） 1つのクラスに学生の数が多すぎる。(院・人環) 
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工) 
◆ 補（中） 総合的に日本語を学べる環境を作る。(院・人環) 
◆ 補（中）、補（上） 漢字、充実したプログラム、授業を週3回連続でやる。(KUINEP) 
◆ 補（中）、補（上） 準備をして授業に臨むには、授業スケジュールがもっと綿密であったほうが
よい。(院・法) 
◆ 補（上） 読み(院・工) 
◆ 補（上） 会話の練習、聞き取りの練習が少なかった。(院・人環) 
◆ 補（上） 作文、論文を書く授業があれば良い。(院・法) 






◆ 補（上） 出席管理(日研・留セ) 
◆ その他 会話と聴解(研究生・工) 
◆ （不明） 宇治キャンパスでも講義をやってほしい。(院・工) 


























































































































































































































































































































































































































◆ 特になし・なし(学部・工) (院・医)5人 (院・情報研) (院・農)2人 (院・教) (院・その他) 









                       
                     整理番号 




     回収日 
       
































  １．女性       ２．男性 
 
（例）   不充分 あまり充分でない ある程度充分  充分      該当しない 
























１． 月曜日２コマ（Conceptual Modern Physics／青谷助教授） 
２． 月曜日３コマ（Social and International Relations Ⅱ／喜志麻助教授） 
３． 火曜日３コマ（International Monetary Study Ⅱ／村瀬教授） 





問１． 性別 n＝355 
 
       １．女性（23.9％）       ２．男性（76.1％）       無回答（ 0.0％） 
 
問２． 年齢 n＝355 
 
       ４月15日現在    満      歳    無回答0.8％をのぞく平均21.42 歳 
 
問３． 所属学部・研究科 n＝355 
 
１． 留学生センタ  ー       （  -  ）    ２．総合人間学部                   （ 5.6％） 
３．文学部・文学研究科   （ 7.3％）    ４．教育学部・教育学研究科         （ 2.8％） 
５．法学部・法学研究科   （15.2％）    ６．経済学部・経済学研究科         （10.1％） 
７．理学部・理学研究科   （ 9.9％）    ８．医学部・医学研究科             （ 3.1％） 
９．薬学部・薬学研究科   （ 6.5％）    10．工学部・工学研究科             （26.8％） 
11．農学部・農学研究科   （12.1％）     12．人間・環境学研究科             （ 0.3％） 
13．エネルギー科学研究科 （ 0.0％）    14．アジア・アフリカ地域研究研究科 （ 0.0％） 
15．情報学研究科         （ 0.0％）    16．生命科学研究科                 （ 0.0％） 
17．研究所・センター（具体的に：                    ）（ 0.0％） 
                                  無回答 （ 0.3％） 
問４． 京都大学における身分 n＝355 
 
１． 学部の正規学生             （81.7％） 
２． 大学院修士課程の正規学生   （ 9.9％）          回生 
３． 大学院博士課程の正規学生   （ 7.9％） 
４． 研究生・聴講生             （ 0.0％） 
５． 科目等履修生               （ 0.3％） 
６． 研修員                     （ 0.3％） 
７． その他                     （ 0.0％） 
    （具体的に：                                    ） 
                                  無回答 （ 0.0％） 
問５． 専門の研究分野（具体的にご記入下さい） 
 
      
n＝355、回答率66.5％ 
 
問６． 現在の居住形態 n＝355 
 
１． 自宅に家族と住んでいる                        （26.8％） 
２． アパート・マンション・貸間に下宿している               （68.7％） 
３． 大学の寮にいる                            （ 3.1％） 
４． その他（具体的に：                         ）（ 1.4％） 
                                        無回答 （ 0.0％） 
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  は回数もお答え下さい。（すべてに○）n＝218、無回答0.3％ 
 
１． 海外で生まれた                           （ 1.4％） 
２． 子どもの頃、家族と一緒に海外に居住していた             （13.8％） 
３． 留学（語学や専門研究などのキャリアアップを目的とした海外渡航）をした     （13.3％） 
      ＊ 高校での留学も含む                   →合計（  ）回 
４． ツアーで旅行をした            →合計（  ）回程度     （45.4％） 
５． 個人で旅行をした             →合計（  ）回程度     （51.8％） 
６． ボランティア活動をした          →合計（  ）回程度    （ 0.9％） 
７． 主に働いた                →合計（  ）回程度    （ 2.8％） 




           １．はい（94.4％）          ２．いいえ（ 5.6％）          無回答（ 0.0％） 




１． 留学（語学や専門研究などのキャリアアップを目的とした海外渡航）をしたい   （66.6％） 
２． ツアーで旅行をしたい                        （24.8％） 
３． 個人で旅行をしたい （77.9％） 
４． ボランティア活動をしたい                      （15.8％） 
５． 働いてみたい                               （26.6％） 
６．その他（具体的に：                       ）  （ 4.2％） 
 
問10． これまでに、留学してみたいと思ったことはありますか。n＝355、無回答0.0％ 
   （これまでに留学したことがある人は、前回の留学以降の希望についてお答え下さい） 
 
１． 思ったことがある     （76.3％）   → 問11（次ページ）におすすみ下さい 
２． 思ったことはない     （23.1％）   → 問28（９ページ）におすすみ下さい 
３． 現在、留学が決定している （ 0.6％）   → 問33（12ページ）におすすみ下さい 
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１． 大学学部で                              （24.0％） 
２． 大学卒業後                              （19.9％） 
３． 大学院修士課程で                           （21.8％） 
４． 大学院修士課程修了後                         （13.3％） 
５． 大学院博士課程で                                                     （ 8.1％） 
６． 博士学位取得後                            （ 8.5％） 
７． その他（具体的に：                         ） （ 3.3％） 
                                        無回答 （ 1.1％） 
問12． 留学するとすれば、どのくらい留学したいですか。（１つだけに○）n＝271 
 
１． １ヶ月程度                              （ 3.0％） 
２． ３ヶ月程度                              （ 8.9％） 
３． ６ヶ月程度                               （15.5％） 
４． １年程度                                （41.0％） 
５． ２年程度                                （18.8％） 
６． ３年程度                                （ 7.4％） 
７． ４年程度                                （ 0.4％） 
８． ５年程度                                （ 1.1％） 
９． ６年以上                                （ 2.2％） 
                                        無回答 （ 1.8％） 
問13． どこの国に留学したいですか。あれば第３希望まで、国名でお答え下さい。n＝271 







１． 大学                                 （34.7％） 
２． 大学院                                （42.8％） 
３． 研究所                                （12.9％） 
４． 語学学校・語学研修所                         （ 6.6％） 
５． 専門学校                               （ 1.1％） 
６． その他（具体的に：                        ） （ 0.4％） 
                                        無回答 （ 1.5％） 
問15． 留学するなら、どういう目的で留学したいですか。（１つだけに○）n＝271 
 
１． 専門分野での勉強・研究に役立てたい                  （52.8％） 
２． 語学力を高めたい                                                     （24.4％） 
３． 海外を経験したい                                                     （ 8.9％） 
４． 異文化交流をしたい・異文化を理解したい                               （ 5.9％） 
５． 見聞を広げたい                                                       （ 6.3％） 
６． その他（具体的に：                        ） （ 0.0％） 
                                        無回答 （ 1.8％） 
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１． 休学したい                              （25.8％） 
２． 休学はしたくない                           （29.5％） 
３． どちらでもいい                            （24.7％） 
 ４．該当しない（大学院修了後に留学したい人など）                         （19.6％） 
                                        無回答 （ 0.4％） 
問17． 留学するとしたら、留学先で得た単位はどうしたいですか。（１つだけに○）n＝271 
 
１．日本の大学（大学院）の、卒業に必要な単位として認定して欲しい      （51.7％） 
２．日本の大学（大学院）の、卒業に必要な単位として認定されなくてよい      （ 2.6％） 
３．どちらでもいい                                                       （26.2％） 
４． 該当しない（大学院修了後に留学したい人など）             （18.8％） 
                                        無回答 （ 0.7％） 
問18． 留学するなら、学位を取得したいと思いますか。（１つだけに○）n＝271 
 
１． 取得したい                              （64.9％） 
２． 取得しない                              （ 3.7％） 
３． どちらでもいい                                                       （31.0％） 









１．就職 （ 5.2％） （11.8％） （49.1％） （32.8％） （ 1.1％） 
２．今後の研究活動 （ 1.8％） （10.7％） （31.4％） （55.7％） （ 0.4％） 
３．語学力の向上 （ 0.4％） （ 0.4％） （16.2％） （82.7％） （ 0.4％） 
４．国際的な視野を持つこと （ 1.5％） （ 5.2％） （33.6％） （59.4％） （ 0.4％） 
５．友人・知人関係 （ 0.4％） （8.9％） （47.2％） （43.2％） （ 0.4％） 
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１．奨学金 （ 3.0％） （29.5％） （67.5％） （ 0.0％） 
２．単位認定制度 （24.4％） （52.4％） （23.2％） （ 0.0％） 
３．交換留学制度 （18.8％） （53.9％） （26.9％） （ 0.4％） 
４．日本と海外の学期の調整 （22.9％） （47.6％） （29.5％） （ 0.0％） 
５．事務的な手続きのしやすさ （ 9.2％） （41.3％） （49.1％） （ 0.4％） 
６．留学に関する京都大学の 
   サポート体制（悩みの相談、情報提供など）
（ 5.9％） （47.6％） （46.5％） （ 0.0％） 
７．日本と受け入れ国の関係 （ 9.2％） （49.4％） （41.3％） （ 0.0％） 
８．自分自身の語学能力 （ 5.2％） （31.7％） （63.1％） （ 0.0％） 
９．自分自身の興味・関心 （ 0.0％） （11.1％） （88.9％） （ 0.0％） 
10．親の理解 （19.6％） （49.4％） （31.0％） （ 0.0％） 
11．友人、知人の紹介・つて （33.9％） （52.4％） （13.3％） （ 0.4％） 




















１．受け入れ機関の施設・設備 （ 1.8％） （33.6％） （64.6％） （ 0.0％） 
２．受け入れ機関の授業カリキュラム （ 5.5％） （44.3％） （50.2％） （ 0.0％） 
３．受け入れ機関の指導教官 （ 6.6％） （43.9％） （49.1％） （ 0.4％） 
４．受け入れ国の文化・風土・歴史 （ 6.6％） （56.5％） （36.5％） （ 0.4％） 
５．受け入れ国の経済状況 （ 7.4％） （57.2％） （35.1％） （ 0.4％） 
６．受け入れ国の生活環境 （ 1.8％） （41.0％） （57.2％） （ 0.0％） 
７． その他、留学を実現するために知りたいと思うことがあれば、ご自由にお書き下さ 
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  利用したくない ある程度利用したい かなり利用したい 無回答 
１．日本国内の語学学校 （38.4％） （52.0％） （ 9.2％） （ 0.4％） 
２．短期の海外語学研修 （28.0％） （43.2％） （28.4％） （ 0.4％） 
３．会話サークル （53.9％） （40.6％） （ 5.5％） （ 0.0％） 
４．京都大学が行う授業・講義 （24.7％） （52.4％） （22.5％） （ 0.4％） 
５．ラジオ・テレビの講座 （17.0％） （52.8％） （30.3％） （ 0.0％） 
６．市販の本 （18.1％） （56.5％） （25.5％） （ 0.0％） 
７．インターネット （27.7％） （55.0％） （16.2％） （ 1.1％） 
















１．京都大学の講義 （10.7％） （41.7％） （40.2％） （ 6.6％） （ 0.7％） 
２．京都大学の研究環境 （ 5.2％） （18.8％） （52.0％） （17.7％） （ 6.3％） 
３．学生生活 （ 2.2％） （14.8％） （53.1％） （29.9％） （ 0.0％） 
４．大学以外の生活 （ 1.8％） （16.2％） （53.9％） （27.3％） （ 0.7％） 
５．指導教官 （ 4.1％） （20.3％） （50.2％） （24.7％） （ 0.7％） 
６．現在の友人・知人関係 （ 0.7％） （10.3％） （50.6％） （38.4％） （ 0.0％） 








１． 奨学金など経費の確保                         （ 4.4％） 
２． 留学に関する情報の収集                        （19.6％） 
３． 受け入れ先の確保                           （ 1.5％） 
４． 語学の学習                                 （40.6％） 
５． 周囲の説得                                 （ 5.9％） 
６． その他（具体的に：                         ）（ 0.7％） 
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１．単位認定制度 （12.2％） （ 3.7％） （83.4％） （ 0.7％） 
２．奨学金制度 （12.5％） （ 2.2％） （84.5％） （ 0.7％） 
３．交換留学制度 （17.3％） （ 2.6％） （79.3％） （ 0.7％） 
４．留学情報の掲示 （26.6％） （ 2.6％） （69.7％） （ 1.1％） 

















１．留学・英語講義（KUINEP）・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ・英語教育についての説明会  （42.1％） 
２．センター教官による個別相談                    （ 1.5％） 
３．ホームページ （17.7％） 
４．海外留学・国際交流に関するメーリングリスト （ 7.4％） 
５．センター教官提供のポケットゼミ （ 3.3％） 
６．センター主催のイベント（インターナショナルティー、講演会など） （ 3.0％） 
７．どれも利用・参加したことがない                   （42.8％） 
 
付問26－ａ． 上記以外の目的で、留学生センターを利用したことがありますか。あれ 
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１番目 ２番目 ３番目 
１．京都大学の授業に満足しているから （ 3.7％） （ 3.7％） （ 3.7％） 
２．京都大学の研究環境に満足しているから （ 6.1％） （ 2.4％） （ 3.7％） 
３．京都大学の教育・研究への満足度とは関係なく、そもそ
   も留学する必要を感じないから 
（31.7％） （11.0％） （ 8.5％） 
４．留学の手続きが面倒だから （ 2.4％） （ 7.3％） （11.0％） 
５．時間が足りないから （ 9.8％） （15.9％） （15.9％） 
６．経費が足りないから （13.4％） （24.4％） （12.2％） 
７．海外での経験は、旅行などで充分味わえるから （ 2.4％） （12.2％） （ 2.4％） 
４． 留学という形式をとると、海外での行動が制約されてし
    まうから 
（ 1.2％） （ 0.0％） （ 2.4％） 
９．そもそも、留学について考えたことがない （22.0％） （ 3.7％） （12.2％） 
10．その他 （ 7.3％） （ 4.9％） （ 2.4％） 
（具体的に ：                                ） 










１．京都大学の講義 （ 8.5％） （36.6％） （51.2％） （ 3.7％） （ 0.0％） 
２．京都大学の研究環境 （ 3.7％） （11.0％） （51.2％） （22.0％） （12.2％） 
３．学生生活 （ 1.2％） （17.1％） （48.8％） （32.9％） （ 0.0％） 
４．大学以外の生活 （ 4.9％） （17.1％） （48.8％） （28.0％） （ 1.2％） 
５．指導教官 （ 8.5％） （14.6％） （51.2％） （23.2％） （ 2.4％） 















                        （次ページへつづく） 
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１．単位認定制度 （ 8.5％） （ 2.4％） （87.8％） （ 1.2％） 
２．奨学金制度 （15.9％） （ 2.4％） （80.5％） （ 1.2％） 
３．交換留学制度 （14.6％） （ 3.7％） （80.5％） （ 1.2％） 
４．留学情報の掲示 （19.5％） （ 3.7％） （75.6％） （ 1.2％） 



















１．留学・英語講義（KUINEP）・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ・英語教育についての説明会  （18.3％） 
２．センター教官による個別相談                    （ 0.0％） 
３．ホームページ （1.2％） 
４．海外留学・国際交流に関するメーリングリスト （ 1.2％） 
５．センター教官提供のポケットゼミ （ 1.2％） 
６．センター主催のイベント（インターナショナルティー、講演会など） （ 1.2％） 











                        （次ページへつづく） 
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４． その他（具体的に：                            ） 
 
問35． 奨学金を受けますか。 
       
            １．受ける             ２．受けない 
 
 
     付問35－ａ. 奨学金名をわかる範囲で具体的にお書きください。 
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                                      どちらかといえば  どちらかといえば 
                        不満足      不満足          満足       満足 
１．京都大学の講義        １――――――２――――――３――――――４ 
２．京都大学の研究環境      １――――――２――――――３――――――４ 
３．学生生活           １――――――２――――――３――――――４ 
４．大学以外の生活        １――――――２――――――３――――――４ 
５．指導教官           １――――――２――――――３――――――４ 
６．現在の友人・知人関係     １――――――２――――――３――――――４ 
 
                                      どちらかといえば  どちらかといえば 
                       悲観的      悲観的       楽観的      楽観的 




              行っている         行っていない    行っているかどうか知らない 
１．単位認定制度       １…………………………２        ８ 
１． 奨学金制度        １…………………………２        ８ 
２． 交換留学制度       １…………………………２        ８ 
３． 留学情報の掲示         １…………………………２        ８ 

















  ７．どれも利用・参加したことがない             
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  ば具体的にお書き下さい。 
 
付問40－ｂ． 留学に関して、留学生センターにサポートして欲しいと思うことはあり 
























- 15 - 







   
 回答数 割合（%） 
文系 80 22.5 
理系 141 39.7 
まだ決まっていない 15 4.2 
無回答 119 33.5 
計 355 100.0 
理系内訳 情報・コンピューター 1 0.7 
 土木・建築・都市 17 12.1 
 工学・物理 62 44.0 
 化学・材料 13 9.2 

















うち 1級 (5) (2.4)
 準1級 (14) (6.8)
 2級 (69) (33.7)
 準2級 (22) (10.7)
 3級 (36) (17.6)




合計  205 100.0 
 








第一希望  第二希望 第三希望 
国名 人数 %  国名 人数 % 国名 人数 % 
アメリカ 143 52.8  イギリス 68 25.1 イギリス 26 9.6
イギリス 42 15.5  アメリカ 35 12.9 オーストラリア 20 7.4
カナダ 14 5.2  カナダ ドイツ 19 7.0
オーストラリア 11 4.1  オーストラリア
21 7.7
フランス 13 4.8
ドイツ 9 3.3  ドイツ 14 5.2 カナダ 12 4.4
フランス 6 2.2  フランス 11 4.1 中国 7 2.6
スペイン 3 1.1  スウェーデン 7 2.6 アメリカ 




4 1.5 スペイン 4 1.5
ラオス  イタリア 3 1.1 オランダ 
シンガポール  スペイン 2 0.7 スイス 
ペルー  台湾 スウェーデン 
3 1.1
アイルランド  ベトナム 台湾 
イタリア  ラオス シンガポール 
スイス  シンガポール ペルー 
デンマーク  インド ベルギー 
2 0.7
ノルウェー  タンザニア ラオス 
フィンランド  オランダ マレーシア 
ニュージーラン
ド 






無回答 29 10.7  特になし 43 15.9 ノルウェー 
合計 271 100.0  無回答 29 10.7 フィンランド 
    合計 271 100.0 ニュージーラン
ド 
1 0.4
    特になし 105 38.7
    無回答 29 10.7
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◆ TOEFL, TOEIC。（教/学部/無） 
 




























































































































































◆ 語学演習室（語学教材があって自由に音読（reading out loud)できる場所）の設置。（工/
学部/無） 















































                                       （ここには何も記入しないで下さい） 
                     整理番号 




     回収日 
       

























































  １．女性       ２．男性 
 
 
（例）   不充分 あまり充分でない ある程度充分  充分      該当しない 
１――――２――――３――――４   ８ 
 
 
            
           （例）          １度目の留学     ２度目の留学    ３度目の留学 
大学入学以前       ・――――――――・――――――――・ 
大学学部のとき      ・――――――――・――――――――・ 
大学院修士課程のとき   ・――――――――・――――――――・ 
大学院博士課程のとき   ・――――――――・――――――――・ 

















問１． 性別 n＝75 
 
       １．女性（49.3％）       ２．男性（50.7％）       無回答（ 0.0％） 
 
問２． 年齢 n＝75 
 
        ４月30日現在     満      歳   無回答2.7％をのぞく平均27.32 歳 
 
問３． 所属学部・研究科 n＝75 
 
１． 留学生センタ  ー （  -  ） ２．総合人間学部 （ 2.7％） 
３．文学部・文学研究科 （ 9.3％） ４．教育学部・教育学研究科 （ 2.7％） 
５．法学部・法学研究科 （ 5.3％） ６．経済学部・経済学研究科 （ 4.0％） 
７．理学部・理学研究科 （ 2.7％） ８．医学部・医学研究科 （  -  ） 
９．薬学部・薬学研究科 （ 4.0％） 10．工学部・工学研究科 （ 2.7％） 
11．農学部・農学研究科 （24.0％） 12．人間・環境学研究科 （17.3％） 
13．エネルギー科学研究科  （ 1.3％） 14．アジア・アフリカ地域研究研究科  （22.7％） 
15．情報学研究科 （ 0.0％） 16．生命科学研究科 （ 0.0％） 
17．研究所・センター（具体的に：                   ） （ 1.3％） 
                                     無回答 （ 0.0％） 
 
問４． 京都大学における身分 n＝75 
 
１． 学部の正規学生             （13.3％） 
２． 大学院修士課程の正規学生   （13.3％）          回生 
３． 大学院博士課程の正規学生   （69.3％） 
４． 研究生・聴講生             （ 0.0％） 
５． 科目等履修生               （ 0.0％） 
６． 研修員                     （ 1.3％） 
７． その他                     （ 2.7％） 
    （具体的に：                                    ） 
                                  無回答 （ 0.0％） 
問５． 専門の研究分野（具体的にご記入下さい） 
 
      
n＝75、無回答0.0％ 
 
問６． 現在の居住形態 n＝75 
 
１． 自宅に家族と住んでいる                        （29.3％） 
２． アパート・マンション・貸間に下宿している                             （66.7％） 
３． 大学の寮にいる                                                       （ 1.3％） 
４． その他（具体的に：                           ）（ 2.7％） 
                                  無回答 （ 0.0％） 
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１． 海外で生まれた                           （ 0.0％） 
２． 子どもの頃、家族と一緒に海外に居住していた             （ 5.3％） 
３． 留学（語学や専門研究などのキャリアアップを目的とした海外渡航）をした      （98.7％） 
          ＊ 高校での留学も含む                   →合計（  ）回 
４． ツアーで旅行をした            →合計（  ）回程度     （38.7％） 
５． 個人で旅行をした             →合計（  ）回程度     （80.0％） 
６． ボランティア活動をした          →合計（  ）回程度    （10.7％） 
７． 主に働いた                →合計（  ）回程度    （ 8.0％） 




 以下、問9～問19 は、1～3 度目までの留学経験それぞれについて尋ねている。 




０． 大学入学以前                                （ 2.4％） 
１． 大学学部のとき                             （31.5％） 
２． 大学卒業後                                           （ 5.6％） 
３． 大学院修士課程のとき                          （27.4％） 
４． 大学院修士課程修了後                                 （ 1.6％） 
５． 大学院博士課程のとき                          （29.0％） 
６． 博士学位取得後                                       （ 0.0％） 
７． その他（具体的に：                          ）（ 0.0％） 
  無回答 （ 2.4％） 
問10． 留学期間はどれくらいでしたか。n＝124 
 
１． １ヶ月未満                               （17.7％） 
２． １ヶ月～３ヶ月未満                           （16.9％） 
３． ３～６ヶ月未満                             （ 9.7％） 
４． ６ヶ月～１年未満                            （32.3％） 
５． １～２年未満                              （12.1％） 
６． ２～３年未満                              （ 6.5％） 
７． ３～４年未満                              （ 2.4％） 
８． ４～５年未満                              （ 0.8％） 
９． ５年以上                                （ 0.8％） 
  無回答 （ 0.8％） 
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１． 大学                                  （40.3％） 
２． 大学院                                 （10.5％） 
３． 研究所                                 （12.1％） 
４． 大学付属の語学学校・語学研修所                     （ 9.7％） 
５． 民間の語学学校・語学研修所                       （12.9％） 
６． 専門学校                                （ 0.0％） 
７． その他                                 （11.3％） 
  （具体的に：                               ） 
  無回答 （ 3.2％） 
問13． 留学中の身分は、つぎのどれでしたか。n＝124 
 





 （具体的に：                               ） 
  無回答 （ 3.2％） 
付問13－ａ.（１および２と回答した方にお尋ねします）正規のコースに入る前に、受け 
    入れ国で語学研修を受けましたか。n＝39 
 
１． 受けた                                 （46.2％） 
２． 受けていない                              （51.3％） 
  無回答 （ 2.6％） 
問14． 留学の主な目的は何でしたか。（１つだけ○）n＝124 
 
１．専門の勉強・研究に役立てるため                        （59.7％） 
２．語学習熟のため                                （28.2％） 
３．海外経験のため                                （ 2.4％） 
４．異文化交流・異文化理解のため                        （ 2.4％） 
５．見聞を広めるため                              （ 2.4％） 
６．その他                                   （ 2.4％） 
  （具体的に：                               ） 
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  １．休学した                                 （25.0％） 
   ２．そのままにしておいた                            （66.9％） 
  ３．学籍はなかった                              （ 6.5％） 
  無回答 （ 1.6％） 
付問15－ａ.（１および２と回答した方にお尋ねします）在籍していた学校に、＜海外渡 
  航届け（およびそれに類する書類）＞は提出しましたか。n＝114 
 
１．提出した                                 （72.0％） 
２． 提出していない                              （26.3％） 
  無回答 （ 1.8％） 
問16． 奨学金を受けていましたか。n＝124 
       
            １．受けていた（28.2％）        ２．受けていない（70.2％）        無回答（ 1.6％） 
                       →問17にお進みください 
 
     付問16－ａ. （奨学金を受けていた方にお尋ねします）それは、どこからの奨 
              学金でしたか。具体的にお書き下さい。２回以上留学経験のある方は、それ 
              ぞれについてお書き下さい。n＝35 
 
 
受け入れ国もしくは受け入れ機関からの奨学金   40.0％ 
日本側からの奨学金               37.1％ 
国際機関からの奨学金               8.6％ 
複数の奨学金                   5.7％ 
無回答                      8.6％ 
 
付問16－ｂ． （奨学金を受けていた方にお尋ねします）あなたが受けた奨学 
    金は、留学先の生活、学業、研究を行うのに充分でしたか？これまでに行 
  った留学のそれぞれについてあてはまるものを、つぎの４つのなかから選 





１． 個人的に経費を負担する必要がないほど、奨学金は充分だった。 （28.6％） 
２． 主な経費は奨学金でまかなえたが、いくらか個人的に負担する必要があっ
た。                           （28.6％） 
３． 奨学金は経費の足しになったが、大部分は個人的にまかなう必要があった。         
（42.9％） 
４． 奨学金だけではほとんど足りなかった。            （ 0.0％） 
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１．受けた                                 （10.5％） 
２．受けていない                               （87.1％） 
  無回答 （ 2.4％） 
 
付問17－b． 奨学金、京都大学教育研究振興財団助成金以外に、経済的サポート（授業 
  料免除、T.A.シップ、R.Aシップなど）を受けていましたか。具体的にご記入下さい。 
  ２回以上留学経験のある方は、それぞれについてお書き下さい。 
n＝75、回答率25.3％ 
 
回答者19 人の内訳   授業料免除  5 人 
               授業料免除＋その他の補助  6 人 
               授業料補助＋その他の補助  2 人 
               TA，RA  2 人 
               住居費など生活費の補助  2 人 








１．学士号を取得した                               （ 0.0％） 
２．修士号を取得した                               （ 5.6％） 
３．博士号を取得した                               （ 0.0％） 
４．その他                                    （ 4.8％） 
（具体的にお書き下さい） 
５．学位は取得していない                             （79.8％） 
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             ほとんど出来なかった                      ほぼ問題なかった 
              １―――――２―――――３―――――４―――――５ 
              （32.0％）      （25.3％）     （24.0％）      （13.3％）      （ 4.0％）  無回答（ 1.3％） 
               
問21． 留学に備えて、語学の勉強をしましたか。n＝75 
 




  所・方法をどの程度利用しましたか。（それぞれ○）n＝50                           
 
 利用していない ある程度利用した かなり利用した 無回答 
１．日本国内の語学学校 （66.0％） （16.0％） （16.0％） （ 2.0％） 
２．短期の海外語学研修 （84.0％） （ 6.0％） （ 8.0％） （ 2.0％） 
３．会話サークル （84.0％） （ 8.0％） （ 6.0％） （ 2.0％） 
４．学校での授業や講義 （38.0％） （40.0％） （20.0％） （ 2.0％） 
５． ラジオ・テレビの講座 （28.0％） （48.0％） （22.0％） （ 2.0％） 
６． 市販の本 （20.0％） （60.0％） （18.0％） （ 2.0％） 
７．インターネット （88.0％） （ 8.0％） （ 2.0％） （ 2.0％） 





                                   
                   利用したくない    ある程度利用したい  かなり利用したい   無回答 
１． 日本国内の語学学校    （60.0％）           （34.7％）          （ 4.0％）      （ 1.3％） 
２． 短期の海外語学研修    （52.0％）           （28.0％）          （18.7％）      （ 1.3％） 
３． 会話サークル       （61.3％）           （28.0％）          （ 8.0％）      （ 2.7％） 
４． 京都大学が行う授業・講義（36.0％）           （45.3％）          （17.3％）      （ 1.3％） 
５． ラジオ・テレビの講座   （24.0％）           （44.0％）          （30.7％）      （ 1.3％） 
６． 市販の本          （25.3％）           （46.7％）          （26.7％）      （ 1.3％） 
７． インターネット      （50.7％）           （30.7％）          （17.3％）      （ 1.3％） 
８． その他  （14.6％）                                                        （ 1.3％） 
（具体的にお書き下さい） 
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                            あまり充分では  ある程度 
                    不充分だった     なかった   充分だった   充分だった    無回答 
１． 奨学金制度         （25.3％）      （38.7％）     （29.3％）     （ 2.7％）     （ 4.0％） 
２． 日常生活の必要経費     （14.7％）      （34.7％）     （38.7％）     （10.7％）     （ 1.3％） 
３． 受け入れ機関のカリキュラム （26.7％）      （30.7％）     （28.0％）     （ 8.0％）     （ 1.3％） 
４． 受け入れ機関の施設・設備  （22.7％）      （29.3％）     （36.0％）     （ 8.0％）     （ 4.0％） 
５． 指導教官          （24.0％）      （32.0％）     （26.7％）     （10.7％）     （ 6.7％） 
６． 受け入れ国の生活環境    （ 6.7％）      （29.3％）     （49.3％）     （13.3％）     （ 1.3％） 
７． 受け入れ国の文化      （ 5.3％）      （22.7％）     （54.7％）     （16.0％）     （ 1.3％） 
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  例）受け入れ大学の研究体制について、指導教官からもっと教えて欲しかった。 
    受け入れ国の生活費について、受け入れ国の事情をよく知っている人から、もっと聞いてお 
   きたかった。 
     
   
n＝75、回答率41.3％ 
     
   











１．奨学金 （ 1.3％） （25.3％） （73.3％） （ 0.0％） 
２．単位認定制度 （22.7％） （46.7％） （30.7％） （ 0.0％） 
３．交換留学制度 （12.0％） （46.7％） （41.3％） （ 0.0％） 
４．日本と海外の学期の調整 （24.0％） （42.7％） （33.3％） （ 0.0％） 
５．事務的な手続きのしやすさ （ 5.3％） （36.0％） （58.7％） （ 0.0％） 
７． 留学に関する京都大学のサポート
    体制（悩みの相談、情報提供など）
（20.0％） （46.7％） （33.3％） （ 0.0％） 
７．日本と受け入れ国の関係 （13.3％） （44.0％） （42.7％） （ 0.0％） 
８．自分自身の語学能力 （ 8.0％） （32.0％） （60.0％） （ 0.0％） 
９．自分自身の興味・関心 （ 1.3％） （ 9.3％） （89.3％） （ 0.0％） 
10．親の理解 （12.0％） （49.3％） （38.7％） （ 0.0％） 
11．友人、知人の紹介・つて （26.7％） （46.7％） （26.7％） （ 0.0％） 
12．偶然の要因 （25.3％） （45.3％） （28.0％） （ 1.3％） 
13．受け入れ機関の施設・設備 （10.7％） （52.0％） （34.7％） （ 2.7％） 
14．受け入れ機関の授業カリキュラム （12.0％） （60.0％） （26.7％） （ 1.3％） 
15．受け入れ機関の指導教官 （ 9.3％） （42.7％） （45.3％） （ 2.7％） 
16．受け入れ国の文化・風土・歴史 （10.7％） （62.7％） （26.7％） （ 0.0％） 
17．受け入れ国の経済状況 （13.3％） （53.3％） （33.3％） （ 0.0％） 
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                      どちらかといえば    どちらかといえば 
    満足していない     満足していない     満足している       満足している 
          １――――――――２――――――――３――――――――４ 


















  留学経験は、どの程度役に立つと思いますか。（それぞれに○）n＝75 












１．就職 （17.3％） （32.0％） （25.3％） （22.7％） （ 1.3％） （ 1.3％） 
２．今後の研究活動 （ 0.0％） （ 4.0％） （25.3％） （69.3％） （ 1.3％） （ 0.0％） 
３．語学力の向上 （ 1.3％） （ 8.0％） （29.3％） （61.3％） - （ 0.0％） 
４．国際的な視野を持つこと （ 0.0％） （ 0.0％） （30.7％） （68.0％） - （ 1.3％） 
５．友人・知人関係 （ 2.7％） （ 4.0％） （40.0％） （53.3％） - （ 0.0％） 
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              １．あった（46.7％）              ２．なかった（52.0％）           無回答（ 1.3％） 
                     ↓ 
付問30－ａ． （あったと回答された方にお尋ねします）報告の形式、内容について具体 
    的にお書きください。n＝35 
例）○○が主催する留学説明会で、現地の生活の様子を、口頭で報告した。 
    所属学部の教務掛に、文書で報告書を提出した。 
 
大学・所属部局に文書で報告（34.3％）  奨学金の拠出団体に報告（22.9％） 





１． 授業・研究に関すること                                         （14.7％） 
２． 人間関係に関すること                                          （20.0％） 
３． 海外での生活一般に関すること                                      （24.0％） 
４． その他                                                 （ 2.7％） 
  ５．特に困難や問題はなかった    →問32にお進みください            （37.3％） 
無回答 （ 1.3％） 
付問31－ａ． （問31で５以外を選択した方にお尋ねします）その困難や問題の具体的 
























- 10 - 
















１．単位認定制度 （28.0％） （ 6.7％） （62.7％） （ 2.7％） 
２．奨学金制度 （29.3％） （14.7％） （53.3％） （ 2.7％） 
３．交換留学制度 （44.0％） （ 4.0％） （49.3％） （ 2.7％） 
４．留学情報の掲示 （62.7％） （ 1.3％） （32.0％） （ 4.0％） 
５．留学（送り出し）相談 （14.7％） （12.0％） （69.3％） （ 4.0％） 
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１．留学・英語講義（KUINEP）・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ・英語教育についての説明会  （10.7％） 
２．センター教官による個別相談                    （ 5.3％） 
３．ホームページ （20.0％） 
４．海外留学・国際交流に関するメーリングリスト （10.7％） 
５．センター教官提供のポケットゼミ （ 2.7％） 
６．センター主催のイベント（インターナショナルティー、講演会など） （ 4.0％） 
７．どれも利用・参加したことがない                   （57.3％） 
 
付問33－ａ． 上記以外の目的で、留学生センターを利用したことがありますか。あれ 




















１．京都大学の講義 （ 8.0％） （25.3％） （52.0％） （ 9.3％） （ 5.3％） 
２．京都大学の研究環境 ( 4.0％) （16.0％） （54.7％） （20.0％） （ 5.3％） 
３．学生生活 （ 0.0％） （13.3％） （52.0％） （32.0％） （ 2.7％） 
４．大学以外の生活 ( 1.3％) （16.0％） （52.0％） （28.0％） （ 2.7％） 
５．指導教官 （ 0.0％） （ 8.0％） （41.3％） （48.0％） （ 2.7％） 
６．現在の友人・知人関係 （ 0.0％) （13.3％） （50.7％） （33.3％） （ 2.7％） 
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          １．はい（97.3％）        ２．いいえ（ 0.0％）        無回答（ 2.7％） 




１． 留学をしたい                                                       （74.0％） 
２． ツアーで旅行をしたい                                               （12.3％） 
３． 個人で旅行をしたい                          （72.6％） 
４． ボランティア活動をしたい                                           （15.1％） 
５． 働いてみたい                                                       （53.4％） 
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 回答数 割合（%）
文系 30 40.0 
融合系（地域研究） 19 25.3 
理系 26 34.7 
無回答 0 0.0 
計 75 100.0 
理系内訳 工学 4 15.4 
 医・薬 4 15.4 
 農学 14 53.8 















*検定資格がある人のうち、12 名は 2 種類、6 名は 3 種類の検定資格を所有



















回答数 割合（%） 回答数 割合（%） 
アメリカ 17 13.7 台湾 
中国 13 10.5 ラオス 
ドイツ 11 8.9 ネパール 










インドネシア 4 3.2 コートジボアール 
ベトナム スウェーデン 
1 0.8 
カナダ その他 2 1.6 
マダガスカル 無回答 2 1.6 
イタリア 
3 2.4
計 124 100.0 
韓国   
フィリピン   
エチオピア   
ザンビア   
オランダ   















1 家族・知人・友人 2 13.3 1 20.0 1 12.0 15.1
2 大学の教官 1 34.7 3 13.3 3 10.7 19.6
3 受け入れ国に居住したことのある日本人 4 9.3 2 14.7 1 12.0 12.0
4 日本に来ていた受け入れ国の人 12 1.3 6 4.0 4 9.3 4.9
5 日本の大学が発行したパンフレット 6 4.0 12 0.0 7 4.0 2.7
6 受け入れ機関のパンフレット 2 13.3 3 13.3 6 8.0 11.6
7 受け入れ国のパンフレット 9 2.7 5 9.3 11 1.3 4.4
8 日本の大学機関 9 2.7 6 4.0 9 2.7 3.1
9 在日大使館 12 1.3 12 0.0 9 2.7 1.3
10 国際機関 6 4.0 6 4.0 4 9.3 5.8
11 民間業者 9 2.7 10 1.3 12 0.0 1.3
12 留学説明会 5 5.3 10 1.3 7 4.0 3.6
13 その他 6 4.0 6 4.0 12 0.0 2.7
 なし - 1.3 - 10.7 - 24.0 12.0
合計 100.0 100.0  100.0 100.0
















1 留学の計画や目的が明確でなかったこと 5 2.7 9 1.3 5 2.7 2.2
2 事前の情報不足 8 1.3 4 5.3 2 6.7 4.4
3 語学力の不足 1 20.0 1 12.0 4 4.0 12.0
4 講義や授業スタイルのちがい 9 0.0 6 2.7 5 2.7 1.8
5 講義内容のレベルの高さ 9 0.0 9 1.3 9 1.3 0.9
6 自分自身のネットワークの乏しさ 3 5.3 9 1.3 1 8.0 4.9
7 受け入れ機関の施設・設備の不十分さ 5 2.7 6 2.7 11 0.0 1.8
8 受け入れ機関のサポート体制の乏しさ 5 2.7 3 6.7 5 2.7 4.0
9 送り出し機関のサポート体制の乏しさ 9 0.0 6 2.7 9 1.3 1.3
10 文化的背景のちがい 1 20.0 2 9.3 3 5.3 11.6
11 その他（具体的にお書き下さい） 3 5.3 5 4.0 5 2.7 4.0
 なし - - - 10.7 - 22.7 11.1
 無回答 - 1.3 - 1.3 - 1.3 1.3
 非該当 - 38.7 - 38.7 - 38.7 38.7
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◆ 人種差別を受けた。「刺すよ」と言われた。 その場から立ち去る。 












































































◆ 食あたりなど体調を崩すことが多かった。 病院を大学から紹介してもらった。 















◆ 授業についていけない ひたすら勉強、そして外国語を使う。 
◆ 病気に悩まされた 薬をのむ 
◆ 言葉の壁 - 
 
















































































































































































































































































                             2002 年 6 月 5 日 
                       














       











































  １．女性       ２．男性 
 
（例）   不充分 あまり充分でない ある程度充分  充分      該当しない 




























１．１名           （80.5％） 
２．２名           （14.9％） 
３．３名           （ 3.9％） 
    ４．４名以上（     名） （ 0.0％）                     無回答 （ 0.6％） 







                               
                    ～  
           年       月          年       月 




１．日本にいる                                （93.5％） 
２．帰国した                           （ 5.2％） 
３．その他（具体的に：                      ） （ 0.6％） 
                              無回答  （ 0.6％） 
問４ その留学生の性別をお答えください。n＝154 
 
    １．女性（37.7％）              ２．男性（62.3％）            無回答  （ 0.6％） 
 
問５ その留学生のおよその年齢をお答えください。（担当時の年齢についてお答えくだ 
      さい。）n＝154 
１．20 歳未満（ 3.9％）  ２．20～24 歳（29.9％）  ３．25～29 歳（40.3％） 
４．30～34 歳（21.4％）  ５．35～39 歳（ 2.6％）  ６．40～44 歳（ 0.0％）         
７．45～49 歳（ 0.0％）  ８．50 歳以上（ 0.0％） 
                              無回答  （ 1.9％） 
問６ その留学生はどこの国の出身ですか。国名でお答えください。 












【留学生センター】  １．留学生センター    （ 2.6％） 
【学部･研究科】  ２．総合人間学部     （ 2.6％）  ３．文学部・文学研究科（10.4％） 
４．教育学部・教育学研究科（ 1.3％）  ５．法学部・法学研究科（ 8.4％） 
６．経済学部・経済学研究科（ 0.6％）  ７．理学部・理学研究科（ 4.5％） 
８．医学部・医学研究科  （ 5.8％）  ９．薬学部・薬学研究科（ 1.9％） 
１０．工学部・工学研究科   （34.4％） １１．農学部・農学研究科（12.3％） 
１２．人間・環境学研究科    （ 7.8％）  
１３．エネルギー科学研究科  （ 1.3％） 
１４．アジア・アフリカ地域研究研究科（ 1.9％） 
１５．情報学研究科                  （ 1.3％） 
１６．生命科学研究科                （ 1.3％） 
【研究所・センター】（具体名をご記入願います）         （ 1.3％） 
  １７．（                                ） 
                              無回答  （ 1.3％） 
問８ その留学生の京都大学における身分をお答えください。n＝154 
 
１．学部の正規学生       （12.3％） 
２．大学院修士課程の正規学生  （18.2％）        
３．大学院博士課程の正規学生  （24.7％）          回生 
４．研究生・聴講生       （38.3％） 
５．科目等履修生        （ 0.6％） 
６．研修員           （ 0.0％） 




    
n＝154、回答率 94.2％ 
 
問１０ 滞在期間 n＝154 
問１０－１ その留学生が、いつ日本へ留学してきたか知っていますか。 
 （西暦で） 
   １．知っている（81.2％）              
                       年      月  




１．初めて                  （55.2％） 
２．以前にも滞日したことがある  （26.0％） →２に○をつけた方にうかがいます 
３．知らない                （17.5％）  問１０－２ａ 以前の合計滞日期間はどの 
                        くらいか知っていますか。n＝40 
               ａ．知っている（57.5％）   
                                  年   ヶ月 
            ｂ．知らない  （37.5％） 
                                              
2 
無回答  （ 5.0％）






１．外国や外国人に関心があるので                  （19.5％） 
２．自らの研究について留学生から学べるので             （ 7.1％） 
３．自らの語学の勉強のため                     （10.4％） 
４．日本のことに不案内な人を支援したいので             （22.7％） 
５．チューター謝金が欲しいので                   （ 7.1％） 
６．依頼が断りにくかったので                    （16.2％） 
７．その他（具体的に：                      ）（13.6％） 




１．同じ（76.0％）   ２．違う（20.1％）   ３．知らない（ 3.2％）    無回答  （ 0.6％） 
↓       ↓          →問１３へ 




          どちらかといえば     どちらかといえば 
  うまくいっていない  うまくいっていない   うまくいっている  うまくいっている          無回答 
       （ 1.4％）―――――（ 8.8％）―――――（52.7％）―――――（35.1％）         （ 2.0％） 
     ↓        ↓      →問１３へ    →問１３へ 
  ↓    ↓  
















１．ほぼ毎日                             （41.6％） 
２．週に２，３回                           （18.8％） 
３．週に１回                             （18.8％） 
４．２週間に１回                           （ 3.9％） 
５．１ヶ月に１，２回                         （ 6.5％） 
６．２，３ヶ月に１回                         （ 5.8％） 
  ７．その他（具体的に：                        ）（ 1.9％） 
                              無回答  （ 2.6％） 
3 





１．あらかじめ決まった日時に会う／会っていた             （50.6％） 
２．チューターの側からコンタクト（連絡）をとって会う／会っていた   （15.6％） 
３．留学生の側からコンタクト（連絡）をとって会う／会っていた     （17.5％） 




１．日本語に関して                          （58.4％） 
２．学習・研究面に関して                       （70.8％） 
３．学内生活面に関して                        （37.7％） 
４．一般生活面に関して                        （37.7％） 
５．人間関係に関して                         （11.7％） 
６．生活費用など、日常的な経済問題に関して              （ 9.7％） 
















１．日本語支援 （59.1％） （16.9％） （ 1.9％） （22.1％）
２．学習・生活面の相談・助言 （35.7％） （47.4％） （ 1.9％） （14.9％）
３．学内生活面の相談・助言 （36.4％） （29.2％） （ 1.9％） （32.5％）
４．一般生活面の相談・助言 （42.9％） （23.4％） （ 2.6％） （31.2％）
５．人間関係の相談・助言 （31.8％） （18.2％） （ 1.9％） （48.1％）
６．生活費用など日常的な経済問題に関
   しての相談・助言 
（24.0％） （18.8％） （ 8.4％） （48.7％）



















           どちらかといえば   どちらかといえば 
  うまくいっていない  うまくいっていない   うまくいっている    うまくいっている       無回答 
   （ 0.0％）――――――（ 5.8％）―――――（42.2％）――――――（50.0％）        （ 1.9％） 
     ↓        ↓       →問１８へ    →問１８へ 
  ↓    ↓  




１．言語の問題でコミュニケーションがうまくとれない       （2 人） 
２．文化的背景の相違からコミュニケーションがうまくとれない   （0 人） 
３．あなた自身が忙しくて時間がない               （2 人） 
４．留学生が忙しくて時間がない                 （1 人） 
５．留学生と性格的に合わない                  （1 人） 
６．いろいろ努力したが、原因はわからない            （0 人） 
７．その他（具体的に：                    ）（3 人） 





１．付き合いたいと思う／付き合っている                （86.4％） 
２．付き合いたくない／付き合っていない                （ 8.4％） 
                              無回答  （ 5.2％） 
→１・２に関わらず、理由をお答えください  
    理由  
 
 




                                 




















十分に         ほぼ        あまり         全く 
とれている      とれている      とれていない      とれていない         無回答 













８．その他（具体的に：                   ） 
        ＊ここでいう母語とは、あなたの担当する留学生の母語のことです。 
                        無回答  （ 1.3％） 
 









８．その他（具体的に：                   ） 





１．ほとんどできない                         （14.3％） 
２．日常生活でのコミュニケーションが出来る程度            （37.7％） 
３．教科書を読み、授業をほぼ理解できる程度              （17.5％） 
４．レポートを書き、授業で質疑が出来る程度               （11.7％） 
５．論文を読んだり書いたりし、専門的なことを日本人と同等に議論できる程度       （17.5％） 



















無回答  （ 1.3％）











    できる程度の日本語が必要である。 （28.6％）






１．ほとんどできない                        （ 4.5％） 
２．日常生活でのコミュニケーションが出来る程度           （14.9％） 
３．教科書を読み、授業をほぼ理解できる程度             （ 9.1％） 
４．レポートを書き、授業で質疑が出来る程度             （24.0％） 
５．論文を読んだり書いたりし、専門的なことをネイティブ・スピ 
  ーカーと同等に議論できる程度                   （40.3％） 





１．ほとんどできない                        （14.3％） 
２．日常生活でのコミュニケーションが出来る程度           （46.1％） 
３．教科書を読み、授業をほぼ理解できる程度             （16.9％） 
４．レポートを書き、授業で質疑が出来る程度             （13.0％） 
５．論文を読んだり書いたりし、専門的なことをネイティブ・スピ 
    ーカーと同等に議論できる程度                  （ 8.4％） 






１．ほとんどできない                        （75.7％） 
２．日常生活でのコミュニケーションが出来る程度           （ 6.9％） 
３．教科書を読み、授業をほぼ理解できる程度             （ 1.4％） 
４．レポートを書き、授業で質疑が出来る程度             （ 0.0％） 
５．論文を読んだり書いたりし、専門的なことをネイティブ・スピ 
    ーカーと同等に議論できる程度                  （ 3.5％） 












１．知っていた   （37.7％） 





1番目 2番目 3番目 
１．日本語支援 （47.4％） （22.7％） （ 7.8％）
２．学習・研究面の相談・助言 （33.8％） （28.6％） （11.7％）
３．学内生活面の相談・助言 （11.0％） （31.2％） （38.3％）
４．一般生活面の相談・助言 （ 7.1％） （14.9％） （27.9％）
５．人間関係の相談・助言 （ 0.0％） （ 0.0％） （ 7.1％）
６．生活費用など日常的な経済問題に関しての相談・助言 （ 0.0％） （ 1.3％） （ 2.6％）
７．その他 （ 0.0％） （ 0.0％） （ 0.0％）




１．ある（14.9％）         ２．ない（84.4％）            無回答  （ 0.6％） 
                      →問２９へ 
問２８－１（あると答えた方にお尋ねします）その相談や問題はどのようなものでした
か。差し支えない範囲でお書きください。 
   




      てはまるもの全てに○をつけてください。n＝23、無回答 4.3％ 
 
１． 指導教官に相談した                       （26.1％） 
２． 所属部局の留学生担当教官に相談した               （ 0.0％） 
３． 留学生センターに相談した                    （ 4.3％） 
４． どうしていいか分からず、成り行きに任せた            （17.4％） 
５． その他                             （52.2％） 
  






  １．解決した  ２．どちらかといえば  ３．どちらかといえば ４．解決しなかった 
              解決した       解決しなかった 
       （34.8％）           （52.2％）               （ 8.7％）            （ 4.3％） 
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１．思う   （73.4％） 
２．思わない （21.4％）                                      無回答 （ 5.2％） 
   →１・２に関わらず、理由をお答えください 
理由  





１．思う   （77.9％） 
２．安すぎる （12.3％） 




１．思う   （88.3％） 
２．思わない （23.4％）                                      無回答 （ 1.9％） 
→１・２に関わらず、理由をお答えください 
理由  





１．思う   （81.2％） 
２．思わない （14.9％）                                       無回答 （ 3.9％） 
 →１・２に関わらず、理由をお答えください 
    理由  
























１．知っている（77.9％）        ２．知らない（21.4％）        無回答 （ 0.6％） 






１． 日本語授業                           （67.5％） 
２． 英語講義（ＫＵＩＮＥＰ）                    （34.2％） 
３． 新聞・教材・図書の閲覧および貸し出し              （ 7.5％） 
４． 留学生相談室                          （50.8％） 
５． 留学生センター教官による個別相談                （15.0％） 
６． 奨学金に関わる相談、情報提供                  （28.3％） 
７． 住居に関わる相談、情報提供                   （35.0％） 
８． アルバイトに関わる情報提供                   （23.3％） 
９． イベントの情報提供                       （14.2％） 
１０．見学旅行の主催                         （36.7％） 
１１．留学・英語講義（KUINEP）・インターンシップ・英語教育に 
          ついての説明会                                            （19.2％） 
１２．ホームページ                          （22.5％） 
１３．海外留学・国際交流に関するメーリング・リスト          （11.7％） 
１４．留学生センター教官によるポケットゼミ              （ 5.0％） 
１５．留学生センターによるイベント（インターナショナルティー、 
   講演会など）                          （14.2％） 
１６．その他（具体的に：                      ）（27.5％） 


























１．知っている（14.3％）      ２．知らない（85.1％）      無回答 （ 0.6％） 




１．はい（ 4.5％）     ２．いいえ（95.5％）    無回答 （ 0.6％） 








n＝1、回答者 1 人 



















                                         















問３８ あなたの性別 n＝154 
 
    １．女性（26.0％）        ２．男性（73.4％）        無回答 （ 0.6％） 
 
問３９ あなたの年齢 n＝154 
                
               歳  ＊無回答（ 0.6％）をのぞく 
                 
問４０ あなたの京都大学での所属 n＝154 
【留学生センター】  １．留学生センター    （  -  ） 
【学部･研究科】  ２．総合人間学部     （ 0.0％）  ３．文学部・文学研究科（13.6％） 
４．教育学部・教育学研究科（ 0.6％）  ５．法学部・法学研究科（ 9.7％） 
６．経済学部・経済学研究科（ 0.0％）  ７．理学部・理学研究科（ 5.2％） 
８．医学部・医学研究科  （ 4.5％）  ９．薬学部・薬学研究科（ 1.9％） 
１０．工学部・工学研究科   （32.5％） １１．農学部・農学研究科（11.0％） 
１２．人間・環境学研究科    （ 9.7％）  
１３．エネルギー科学研究科  （ 1.3％） 
１４．アジア・アフリカ地域研究研究科（ 1.9％） 
１５．情報学研究科                  （ 5.2％） 
１６．生命科学研究科                （ 0.0％） 
【研究所・センター】（具体名をご記入願います）         （ 1.3％） 
  １７．（                                ） 
                              無回答  （ 1.3％） 
 
問４１ あなたの京都大学における身分 n＝154 
 
    １．学部の正規学生       （ 3.2％） 
    ２．大学院修士課程の正規学生  （48.1％）        
    ３．大学院博士課程の正規学生  （45.5％）          回生 
    ４．研究生・聴講生       （ 0.0％） 
    ５．科目等履修生        （ 0.0％） 
    ６．研修員           （ 0.6％） 
    ７．その他（具体的に：    ）（ 0.0％）                  無回答  （ 2.6％） 
 
問４２ あなたの専門分野（例：英文学、日本史学・・・）n＝154、回答率 95.5％ 
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問４３ あなたは海外で生活したことがありますか n＝154 
 
    １．ある（44.8％）        ２．ない（54.5％）         無回答（ 0.6％） 
 




１． 海外で生まれた                          （ 2.9％） 
２． 子どもの頃、家族と一緒に海外に居住していた            （14.5％） 
３． 留学（語学・専門研究・キャリアアップなどを目的とした海外渡航）をした          （36.2％） 
４． 留学以外で長期（１年程度以上）、海外に滞在した           （ 1.4％） 
５． 旅行等で訪問した                         （52.2％） 
６． その他（具体的に：                       ）（ 5.8％） 
 
問４５ あなた自身の母語は何ですか n＝154 
 
    １．日本語（92.9％）       ２．その他（ 5.2％）        無回答（ 1.9％） 
                                  （具体的に：            ） 























































































 回答数 割合（%） 
文系 48 31.2 
理系 96 62.3 
無回答 10 6.5 
計 154 100.0 
理系内訳 情報・コンピューター 8 8.3 
 土木・建築・都市 18 18.8 
 工学・物理 32 33.3 
 化学・材料 20 20.8 









 回答数 割合（%） 
文系 50 32.5 
理系 97 63.0 
無回答 7 4.5 
計 154 100.0 
理系内訳 情報・コンピューター 9 9.3 
 土木・建築・都市 25 25.8 
 工学・物理 28 28.9 
 化学・材料 17 17.5 
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◆ 外国人のみが必要な手続き書類の詳細。（理系/同じ/不明） 成り行きにまかせた。 
◆ 金銭面の話。（理系/同じ/毎日） 指導教官に相談した。 





















◆ コンピューターの修復。（文系/違う/毎日） 自分で試行錯誤する。 
◆ 携帯電話の購入がうまくいかなかった。（理系/同じ/不明） 自力で解決した。 
◆ 研究に対する姿勢。（理系/同じ/毎日） 留学生指導の経験のある知人に相談した。
◆ 研究上の問題。（文系/同じ/週2-3） 指導教官に相談した。 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  １．女性       ２．男性 
 
（例）   不充分 あまり充分でない ある程度充分  充分    該当しない 
























1 ある      （65.7％） 
2 ない      （34.3％）           問１４（４ページ）へお進み下さい 
無回答 （0.0％） 
問２．過去３年間で受け入れた留学生数は合計何人ですか。n＝138 
                      
                             人  合計344 人、不明・無回答2.9％を除く教官１人あたりの平均2.57 人 
 
 問２－２．それらの留学生を受け入れた経緯はどのようでしたか。n＝138 
1 文部科学省からの依頼         （ 計  65  ）人 
2 海外の共同研究者の依頼         （ 計  26  ）人 
3 海外の知人の依頼               （ 計  25  ）人 
4 交流大学からの依頼             （ 計  17  ）人 
5 国内の知人からの依頼           （ 計  20  ）人 
6 学部・学科からの依頼           （ 計  15   ）人 
7 留学生の知人からの依頼      （ 計  20   ）人    ＊判明分の合計受け入れ人数 
8 留学生本人からの依頼           （ 計 132   ）人 
9 その他（具体的に：          計  17 人          ）無回答 （1.4％） 
 
問３．平均すると、指導している留学生とは大体どの程度の頻度で会いますか。n＝138 
1 ほぼ毎日                                                        （42.8％） 
2 週に２,３回                                                  （28.3％） 
3 週に1回                                                    （19.6％） 
4 月に1回                                                    （ 2.9％） 
5 数ヶ月に１回                                                  （ 2.2％） 
6 ほとんど会わない                                                       （ 0.7％） 
7 その他（具体的に：                                          ）（ 2.2％） 
 無回答 （ 1.4％） 
 
問４．指導している留学生からの相談へどのように対処していますか。以下の選択肢のなかからも 
   っとも近いものを1つだけ選び、それぞれの    のなかに番号を記入ください。n＝138 
1 だいたい自分一人で対応している   4 留学生センター教官に相談している  
2 留学生担当の事務官に相談している   5 その他の専門的な知識を持った人に任せている 
3 留学生専門教育教官に相談している   6 そのような相談は受けたことがない 
 
 対処法 
 1 2 3 4 5 6 無回答 
1 学習・研究面について （92.8％） （ 0.0％） （ 0.0％） （ 0.0％） （ 2.2％） （ 2.2％） （ 2.9％）
2 学内での生活面について （56.5％） （ 4.3％） （ 1.4％） （ 2.2％） （ 5.8％） （25.4％） （ 4.3％）
3 日本語について （32.6％） （ 2.9％） （ 2.2％） （ 4.3％） （10.9％） （39.1％） （ 8.0％）
4 一般生活面に関して （47.8％） （ 2.2％） （ 1.4％） （ 2.2％） （ 5.8％） （36.2％） （ 4.3％）
5 人間関係に関して （39.1％） （ 0.7％） （ 0.0％） （ 0.7％） （ 2.9％） （50.7％） （ 5.8％）
6 生活費など日常的な経済問題に関して （45.7％） （ 3.6％） （ 0.7％） （ 1.4％） （ 2.9％） （40.6％） （ 5.1％）
7 文化的な違いに関して （43.5％） （ 2.2％） （ 0.0％） （ 0.7％） （ 2.2％） （43.5％） （ 8.0％）
8 その他 （ 5.1％） （ 0.7％） （ 0.7％） （ 0.7％） （ 1.4％） （16.7％） （74.6％）
- 1 - 
 
2002 年度 教官アンケート 調査票・単純集計 
 
 318 




1 ほぼ全員が満足していると思う                             （25.4％） 
2 どちらかというと満足していると思う                               （63.0％） 
3 どちらかというと満足していないと思う                   （ 7.2％） 
4 ほぼ全員が満足していないと思う                            （ 0.7％） 
                                               無回答  （ 3.6％） 
  
問５－２．満足していない場合は、どのような点が問題だと思いますか。５つまで○をつけて下 
          さい。n＝11、無回答0 人 
1  研究水準 （2人） 2  講義などの教育の質 （2人） 
3  学位取得の難しさ （3人） 4  教育研究施設・設備 （1人） 
5  指導教官の指導 （0人） 6  日本人学生との交流 （3人） 
7  チューターのサポート （3人） 8  留学生センターの日本語授業 （1人） 
9  留学生センターの生活相談や心理相談 （4人） 10  奨学資金 （9人） 
11  留学生寮などの住環境 （5人） 12  大学内での留学生への差別や偏見 （1人） 
13  地域での留学生への差別や偏見 （1人）   
 
問６．あなたは一般学生と比較して、留学生への指導をどう感じますか。n＝138 
1  一般学生より指導しやすい （4.3％）
2  どちらかというと一般学生より指導しやすい （10.9％）
3  どちらも同じだ （31.9％）
4  どちらかというと一般学生よりも指導が難しい （36.2％）
5  一般学生よりも指導が難しい （13.8％）
 無回答 （ 2.9％）
 
 問６－２．留学生への「指導が難しいと」感じるのはどうしてですか。３つまで○をつけてくだ 
           さい。n＝69、無回答0.0％ 
1 言語上のコミュニケーションの難しさ                        （66.7％） 
2 留学生の学習・研究のレベルの低さ                               （59.4％） 
3 文化による差異から生じる問題                                        （43.5％） 
4 性格の不一致から生じる問題                                          （ 5.8％） 
5 経済的な諸問題                                                      （39.1％） 




1 優秀な学生なら誰でもよく、それがたまたま留学生だった                     （39.1％） 
2 国際的な学術交流が学問や研究の進歩に寄与するから                        （50.0％） 
3 総じて留学生は意欲的で日本人学生にも刺激になるから                      （38.4％） 
4 留学生の母国と日本との友好親善を進めるため                            （24.6％） 
5 世界的に高レベルの学問研究を留学生等の国・地域に「技術移転」させるため   （15.2％） 
6 途上国の人々に対し教育・研究面で｢国際貢献｣をするため                     （32.6％） 
7 留学生は研究の遂行に大いに貢献してくれるから                            （ 7.2％） 
8 文部科学省や公的機関などの依頼があったから                              （21.7％） 
9 知人の依頼で仕方なく                                                    （ 7.2％） 
     10 その他（具体的に：                             ）（ 3.6％） 
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（４，５を選択した方は） 
  問６－２へ 
（１～３を選択した方は） 
  問７へ 





1  ほぼ日本語を使っている                                        （23.9％） 
2  主に日本語で補助的に英語を使っている                     （21.0％） 
3  主に日本語で補助的に留学生の母語(英語以外)を使っている                 （ 1.4％） 
4  ほぼ英語を使っている                                                   （23.2％） 
5  主に英語で補助的に日本語を使っている                                   （14.5％） 
6  ほぼ留学生の母語を使っている                                           （ 2.2％） 
7  主に留学生の母語で補助的に日本語を使っている                           （ 0.0％） 
8  その他（具体的に：                                     ） （ 6.5％） 
                                 無回答    （ 7.2％） 
問９．指導している留学生の日本語能力はどのようなものですか。n＝138   
1 ほぼ全員が日本語でコミュニケーションできるレベル                        （28.3％） 
2 過半数は日本語でコミュニケーションできるレベル                          （28.3％） 
3 過半数以上が日本語でのコミュニケーションに問題があった                  （23.2％） 
4 ほぼ全員が日本語でのコミュニケーションに問題があった                    （15.9％） 
5 その他（具体的に：                               ）（ 2.2％） 
                                 無回答    （ 2.2％） 
問１０．指導している留学生の英語能力はどのようなものですか。n＝138   
1 ほぼ全員が英語でコミュニケーションできるレベルだった                    （48.6％） 
2 過半数は英語でコミュニケーションできるレベルだった                      （29.0％） 
3 過半数以上が英語でのコミュニケーションに問題があった                    （11.6％） 
4 ほぼ全員が英語でのコミュニケーションに問題があった                      （ 5.1％） 
5 その他（具体的に：                                ）（ 2.9％） 
                                 無回答    （ 2.9％） 
問１１．あなたの研究室では留学生がいることで言語使用について何らかの配慮をしていますか。 
n＝138 
1 している                                                         （30.4％） 
2 していない                                                              （65.9％） 
           無回答    （ 3.6％） 
問１２．あなたの研究室では、留学生の言語能力の向上に対して何らかの支援をしていますか。 
n＝138 
1 している           → 問１２－２へ                     （24.6％） 
2 していない         → 問１３へ            
（71.0％） 
           無回答    （ 4.3％） 
 問１２－２．「している」場合はどのような配慮ですか。n＝34、無回答0.0％ 
1 日本語を定期的に教えている                                            （ 8.8％） 
2 ゼミ発表や学会報告のために手助けをしている                            （67.6％） 
3 論文作成の時に手助けをしている                                        （58.8％） 
4 その他（具体的に：                                ）（11.8％） 
 
問１３．留学生が学会などで口頭発表する場合、その使用言語はどのような状況ですか。n＝138 
1 日本語報告のみ                                          （19.6％） 
2 日本語報告が主で、英語報告や母語(英語以外)報告が従                      （21.7％） 
3 英語報告のみ                                                            （27.5％） 
4 英語報告が主で、日本語報告や母語報告が従                      （18.1％） 
5  母語報告が主で、日本語報告や英語報告が従                                （ 0.7％） 
                                 無回答    （12.3％） 
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       必要だと思いますか。n＝210                                               （%） 





1 京大教官の海外派遣 （14.8％） （16.7％） （31.0％） （35.2％） （ 2.4％） 
2 客員研究者の受け入れ （ 6.2％） （13.3％） （36.2％） （42.4％） （ 1.9％） 
3 海外との共同研究の推進 （ 7.6％） （ 9.0％） （39.0％） （41.9％） （ 2.4％） 
4 外国人留学生の受け入れ （ 9.5％） （18.6％） （37.6％） （31.9％） （ 2.4％） 
5 京大生の海外への送り出し （ 5.2％） （10.0％） （40.5％） （42.4％） （ 1.9％） 
6 大学間交流協定の締結 （14.3％） （20.5％） （37.1％） （24.8％） （ 3.3％） 
 
 問１４－２．京都大学における国際交流に関するご意見や感想を自由にお書き下さい。 
                                                                                      
                                                                                      
n＝210、回答率％ 
                                                                                      
 
問１５．外国人留学生の受け入れを促進するには、どのような取り組みを行うことが必要だと思い 
    ますか。必要だと思われる順に３つまで○をつけてください。n＝210、無回答2.4％ 
1 大学の教育水準の向上 （17.6％） 2 入学選考の在り方の改善 （23.8％）
3 留学生への学位授与への配慮  （14.3％） 4 留学生のための教育指導体制の整備 （39.0％）
5 教育研究施設の整備 （14.8％） 6 奨学金の拡充 （61.9％）
7 宿舎の確保 （67.6％） 8 留学生の帰国後の交流関係の維持 （11.0％）
9 大学での留学生への理解教育 （ 7.1％） 10 地域での留学生への理解教育 （ 1.4％）
11 大学間の交流協定の促進 （ 9.0％） 12 その他 （ 3.3％）
 （具体的に：                       ）
 
 問１５－２．京都大学における留学生受け入れ体制に関するご意見や感想を自由にお書き下さい。 
                                                                                      
                                                                                      
n＝210、回答率％ 




1 大学間の学生交流協定の拡充                           （40.0％） 
2 海外留学をしても留年や休学をしないで卒業できる制度の整備            （63.3％） 
3 海外留学をサポートするためのシステムの整備                   （58.6％） 
4 海外留学相談室などの設置                            （21.9％） 
5 奨学金の拡充                                  （72.9％） 
6 海外留学のための説明会などのＰＲ活動                      （13.3％） 
7 海外留学のための語学力養成講座の整備                      （43.3％） 
 
 問１６－２．京大生の諸外国への海外留学に関するご意見や感想を自由にお書き下さい。 
                                                                              
n＝210、回答率％ 
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1 積極的に引き受ける                    （20.5％）           
2 どちらかというと積極的に引き受ける   （52.9％） 
3 どちらかというと引き受けたくない       （18.6％）         
4 引き受けたくない            （ 4.8％） 
                             無回答   （ 3.3％） 
  問１７－２．「留学生を積極的に引き受ける」のはどうしてですか。 
                                             
n＝210、回答率％ 
  問１７－３．「留学生を引き受けたくない」のはどうしてですか。 




       （一番近いもの１つだけに○） 
1 日本語はほとんど必要ない                         （ 9.0％） 
2 日常生活が何とかこなせれば、授業・研究では日本語はほとんど必要ない    （43.8％） 
3 教科書を読み、授業をほぼ理解できる程度の日本語が必要だ          （28.6％） 
4 レポートを書き、授業で質疑が出来る程度の日本語が必要だ          （10.0％）
5   論文を読んだり書いたり、専門的なことを日本人とほぼ同等に議論できる程度 
         の日本語が必要だ                            （ 4.8％） 
                                                                 無回答   （ 3.8％） 
問１９．仮に指導教官となる場合、留学生にどの程度の英語能力を求めますか。n＝210 
       （一番近いもの１つだけに○） 
1 英語はほとんど必要ない                          （ 0.5％） 
2 日常生活が何とかこなせれば、授業・研究では英語はほとんど必要ない     （ 5.2％） 
3 教科書を読み、授業をほぼ理解できる程度の英語が必要だ           （22.9％） 
4 レポートを書き、授業で質疑が出来る程度の英語が必要だ           （38.6％） 
5 論文を読んだり書いたり、専門的なことをネイティブとほぼ同等に議論できる 
          程度の英語が必要だ                           （29.5％） 
                                                                                    無回答   （ 3.3％） 
問２０．「留学生は京都大学のなかで隔離(あるいは差別）されている」という感想をもつ留学生が 
   少なからずいます。そのことをどう考えますか、ご自由にお答えください。 
   
n＝210、回答率％           
 
問２１．留学生センターがどこにあるか知っていますか。n＝210 
1  知っている                                                             （48.6％） 
2  だいたい知っている                                                     （19.0％） 
3  知らない                                                               （32.4％） 
                             無回答   （ 0.0％） 
問２２．京都大学の留学生教育における留学生センターの果たす役割をどのように評価していますか。 
n＝210 
1  役割を果たしている                                         （15.2％） 
2  どちらかといえば役割を果たしている                                     （26.7％） 
3  どちらかといえば役割を果たしていない                                   （10.0％） 
4  役割を果たしていない                                                   （ 1.9％） 
5  わからない                                                             （45.2％） 
                                             無回答   （ 1.0％） 
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問１７－２へ 
問１７－３へ 





       ください。n＝210、無回答14.3％ 
1 全学の留学生のための日本語補講                                          （45.7％） 
2 大学院進学者の日本語予備教育コースでの日本語教育                        （19.0％） 
3 短期留学特別プログラム（ＫＵＩＮＥＰ）での日本語教育                    （27.6％） 
4 日本語・日本文化研修生の日本語教育                                      （17.6％） 
5 日韓理工系学部留学生の日本語教育                                        （ 4.8％） 
6 １～５のどれかは知らないが、日本語教育を行っていること                  （29.0％） 
7 短期留学特別プログラム（ＫＵＩＮＥＰ）の講義とコーディネート            （23.3％） 
8 日本語・日本文化研修生の日本文化社会に関する専門講義                    （16.2％） 
9 留学生相談室での大学生活、一般生活にかかわる相談                        （41.4％） 
   10 留学生センター教官による留学生への個別相談                              （29.5％） 
     11 留学・ＫＵＩＮＥＰ・インターンシップ・英語教育への説明会                （ 8.1％） 
     12 留学・ＫＵＩＮＥＰ・インターンシップ・英語教育への個別相談              （ 4.8％） 
     13 留学生センターによる国際交流イベント(ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ･ﾃｨｰや講演会)             （29.0％） 
 
問２４．京都大学における国際交流を全般的に推進するために、留学生センターを「国際交流セン 
       ター」に改組してその中核を担えるようにすべきだ(注)という意見がありますが、このこと 
       をご存じですか。n＝210                    (注)『京都大学国際交流白書(2000)』147頁、 
                                                                『京都大学自己点検・評価報告書Ⅲ』127頁。 
1 知っている                               （ 8.1％） 
2 聞いたことはある                                                （23.3％） 
3 はじめて聞いた                                                 （65.7％） 
                                無回答   （ 2.9％） 
 問２４－２．留学生センターを「国際交流センター」化するという意見について、どのように思 
             われますか。n＝210 
1 賛成                                                                  （38.1％） 
2 どちらかといえば賛成                                             （19.5％） 
3 どちらかといえば反対                                             （ 2.9％） 
4 反対                                                     （ 0.5％） 
5  どちらともいえない                                              （33.3％） 
                                  無回答   （ 5.7％） 
 
問２５．現在および将来の留学生センターの在り方に関するご意見や感想を自由にお書き下さい。 
                                                                                      
                                                                                      
                                                                                      
                                                                                      
n＝210、回答率％ 
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問２６．性別  n＝210、無回答0.5％ 
1  女性   （ 3.3％）        2  男性   （96.2％） 
 
問２７．年齢  n＝210、無回答0.5％ 
  1 20歳代（ 1.0％） 2 30歳代（11.0％） 3 40歳代（36.7％） 4 50歳代（36.2％） 5 60歳代（14.8％） 
                   
問２８．あなたの母語は何ですか  n＝210、無回答1.0％ 
1 日本語                                 （98.6％） 
2 その他（具体的に：                                           ）（ 0.5％） 
                   
問２９．所属部局は  n＝210、無回答0.5％ 
【学部･研究科】 
    2  総合人間学部           （ 6.2％）      3  文学部・文学研究科      （ 3.3％） 
    4  教育学部・教育学研究科      （ 1.4％）      5  法学部・法学研究科      （ 1.0％） 
   6  経済学部・経済学研究科      （ 2.4％）      7  理学部・理学研究科      （10.5％） 
   8  医学部・医学研究科         （13.8％）      9  薬学部・薬学研究科      （ 2.9％） 
  10 工学部・工学研究科              （15.2％）     11  農学部・農学研究科      （ 9.0％） 
   12  人間・環境学研究科              （ 2.4％）     13  エネルギー科学研究科    （ 3.3％） 
  14  アジア・アフリカ地域研究研究科  （ 1.4％）    15  情報学研究科            （ 3.3％）  
    16  生命科学研究科                  （ 0.5％） 
【研究所・センター】（具体名をご記入願います）（22.9％） 
  17（                                                             ） 
                   
問３０．京都大学における職名  n＝210、無回答1.0％ 
 1 助手（ 1.0％）     2 講師（ 2.4％）     3 助教授（44.8％）     4 教授（51.0％） 
                   
問３１．専門の研究分野 
 
                          n＝210、回答率％ 
 
問３２．現在、あなたがとっている研究の主な形態はつぎのどれですか  n＝210、無回答5.7％ 
1 チームを組んで行う                           （49.5％） 
2 個人単位で行う                             （44.8％） 
                   
問３３．あなたは、留学経験がありますか  n＝210、無回答1.0％ 
   1 ある  （72.9％）            2 ない  （26.2％）  
 
 問３３－２．それは何時のころでしたか(複数ある場合はすべてに○をつけてください)  
n＝153、無回答0.0％ 
1 高校生の頃 （ 2.0％） 2 学部生の頃          （ 2.6％） 
3 大学院生の頃（21.6％） 4 大学院を終了してから（24.2％）    5 就職してから（61.4％） 
 
 問３３－３．それはどの程度の期間でしたか(複数ある場合はその合計)   n＝153、無回答0.0％ 
                                  
                                  年   平均 2.23 年 
長時間のご協力有難うございました！ 
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 回答数 割合（%） 
文系 36 17.1 
理系 152 72.4 
無回答 22 10.5 
計 210 100.0 
理系内訳 情報・コンピュータ  ー 8 5.3 
 土木・建築・都市 33 21.7 
 工学・物理 42 27.6 
 化学・材料 22 14.5 
 医・薬・生物 47 30.9 
 
 
2002 年度 教官アンケート 自由記述 
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